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第一章　五年ぶりの夏
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「あっつ……」

　陽炎かげろうが立ち昇る道を、ぼやきながら足を進める。

　肌を焦がすような陽光を避けて街路樹の影を渡り歩くが、気休めにもならない。

　あまりの暑さに蝉せみも参っているのか、辺りはやけに静かだ。

　人口が密集した都内の住宅街だというのに、行き交う人も疎まばら。履きなれない靴でアスファルトを踏む音がやけに大きく聞こえ、頭に響く。

「っ……」

　ズキンと感じた痛みに、汗で濡ぬれた額を押さえる。

　昨日の酒がまだ残っているようだ。

　大学の期末試験やレポートの提出が終わってからは昼夜逆転の生活を送っていたので、本来なら寝ている時間。分解できていないアルコールと眩まぶしすぎる日差しに眩暈めまいがする。

　今すぐアパートに引き返し、クーラーを全力運転させた部屋で布団に包くるまって眠りたいが──そうもいかない事情があった。

「世話になったしなぁ……」

　周りに誰もいないからと、独り言を口にする。行かなければならない理由を自分に言い聞かせる。

　服の真っ黒い生地が熱を溜ため込こんで体力を奪うが、もう少しだとなけなしの根性を振り絞った。

　そうしてＪＲの駅に辿たどり着つく。

　この辺りはさすがに人通りが多く、駅前ロータリーのバス停には行列ができていた。あまりに列が長く、後ろの方は屋根の陰からあぶれている。

　下を向いて殺人的な日差しに耐えている人々に同情しつつ、俺は足早に駅の構内へ避難した。

「あれ、間ま宮みやじゃん」

　そこで俺──間宮宗そう助すけの名前を呼ぶ声が耳に届く。

　視線をそちらに向けると、スマホを片手に駅の柱にもたれかかっている女性の姿。

　長い髪の毛先を赤く染め、指には全部違う種類のネイルをしている。

　派手な人──初めて会った時はそんなふわっとした感想しか抱けなかったが、今では彼女の服やバッグがかなりの高級品だと分かるようになっていた。

「……睦月むつき先輩？」

　足を止め、彼女の名前を呼ぶ。

　同じ大学のゼミに所属する睦月華はな。ゼミで関わる前から色々と縁があって親しくしている先輩の一人。

「よ」

「っす」

　手を小さく振る彼女に会釈をする。

「何してんの？」

「見て分かりませんか？」

　俺は自分が身に着けている真新しい真っ黒な服を示した。

　先ほど急いで一式揃そろえた〝喪服〟。それが今の俺の格好だ。

「まあ分かるけどさ。最初は一瞬、仕事用のスーツかと思ったよ。こんな真っ昼間から出勤なんてホストも大変だなぁって」

「……この時間から出勤とか死にますよ」

　俺は大きく嘆息してみせる。

　さすがに出勤は夕方からだ。

「あはは、そだねー。けど既に死にそーな顔をしてるけど。大丈夫？」

　口調は軽いが、睦月むつき先輩の瞳には真剣に心配している色が見えた。たぶんこの服のせいだろう。

「あんま大丈夫じゃないっすけど、暑いだけっす。それに今から行くのも親兄弟のとかじゃなくて、親戚のですから」

　亡くなったのは叔父夫婦。

　交通事故らしいが、詳しい状況までは知らない。

「ならよかった──って言ったらかなり不謹慎か。でも安心したよ」

　苦笑交じりに彼女は答えた。

「はい……それで、睦月先輩の方はここで何を？」

　あまり長く続ける話題ではないと思い、こちらから話を振る。

「朝帰りだよ。んで暑いしダルいし、親に駅まで迎えに来てくれって連絡したとこ」

「もう昼の二時っすけど」

「細けーなー。そういうツッコみはホスト的にもよくねーぞ？」

「睦月先輩は客じゃないっすからね。客だったら気を遣いますよ」

　わざとらしく肩を竦すくめると、睦月先輩は俺の頭に手を置いてわしゃわしゃと髪を掻かきまぜた。

「言うようになったなー、コラ。ついこの前まではあんなに口下手だったのによ」

　口調は荒いが、彼女の声は楽しげに笑っている。

「──経験、積ませてもらいましたから。あと金の面でも、今の仕事を紹介してもらったこと……感謝してます」

　客ではないが恩のある先輩に礼を言う。

「私は単に、向いてそうだなって思ったから少し手伝っただけさ。芋臭かった間ま宮みやを〝改造〟すんのも楽しかったしな。ただ……」

　何な故ぜかそこで彼女は表情を翳かげらせ、俺から手を離した。

「睦月先輩？」

「今は、ちょっとホストを勧めて良かったのかなって思ってる。間宮は、向きすぎてたんじゃないかって……」

「向いてたならいいじゃないですか？」

　俺は彼女が何を言いたいのか分からず、眉を寄せる。

「まあそーなんだけどさー……ああ、上う手まく言えねー」

　歯がゆそうにそう呟つぶやいた後、睦月先輩はじっと俺を見つめた。

「間宮──どうしてこの前、ゼミの勉強会に来なかったんだ？」

「っ……」

　いきなりの質問。それは今、一番触れられたくない話題。

「ちょっと体調が悪かったんすよ」

　嘘うそを吐つく。

　定期的に開かれる勉強会。本当はその日、仕事を入れていた。最初から行くつもりはなかった。

「そっか。なら仕方ねーな」

　睦月むつき先輩は諦めたような顔で笑う。

　居心地が悪くなって、俺は話を終わらせようとする。

「じゃあそろそろ──電車の時間もあるんで」

「ああ、またな」

　軽く手を挙げて応える彼女。

　けれど俺が背を向けて歩き出したところで、呼び止められる。

「間ま宮みや」

「はい？」

　振り向くと、睦月先輩は真まっ直すぐに俺を見つめていた。

「無理すんなよ」

「…………」

　上う手まく言葉が出ず、頷うなずきだけを返して再び歩き出す。

　──無理ってなんだよ。

　自分が怒っているのだと気付いたのは、電車に乗った後のことだった。
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　混雑気味の快速電車で東とう京きよう駅まで行き、そこで北ほく陸りく新幹線に乗り換える。

　美う味まい駅弁で遅めの昼食を摂とると、ざわつく気持ちは次第に落ち着いた。

　車内は冷房が効きすぎているぐらいで、少し肌寒いほど。

　窓際の席で流れる景色を眺めていると、激しい眠気に襲われる。

　それに逆らう理由もなく、俺は素直に瞼まぶたを閉じた。

　たぶん直前まで色々と考え込んでいたせいだろう──微睡まどろむ意識の中に、過去からの声が浮き上がる。




『デザインなんてセンスのある人間がやることやろ。あんたには無理やって』

『真面目な宗そう助すけには公務員が向いてると思うんやけどな』




　それは進路希望を打ち明けた時の両親の台詞せりふ。

　都会なら仕事の口はあるからと、仮にセンスがなくても技術さえ身に付けられればやれることはあるのだと何とか説得し、俺は東とう京きようにある美術大学のデザイン学部に進学した。




『君の作品は……地味だねぇ。プレゼンでもデザインの魅力が伝えられていなかったし、それじゃあどうやっても評価は得られないよ』




　頻繁に行われる課題の講評。

　思い出したくもないが、忘れられない。一回生の前期はいつも散々な結果だった。




『ねえ、間ま宮みや──あんたホストやってみない？』




　これは睦月むつき先輩か。

　講評の結果が振るわず、せめて大学生らしい生活だけでも満喫してみたくて入った飲み系サークル。だが周りのノリについていけず、金も足らなくなり、その時の幹事だった睦月先輩に今日でサークルを辞めると言った時のことだ。




『まあ社会経験だと思ってさ。あんた素材はいいから、私に任せてくれたら〝外側〟は何とかしてやるよ。お金、必要なんでしょ？』




　たぶん睦月先輩も冗談半分だった。

　ただ、その時の俺は本当にどん底で。半ば捨て鉢になって彼女の話に乗ったのだ。




『今は、ちょっとホストを勧めて良かったのかなって思ってる。間宮は、向きすぎてたんじゃないかって……』




　ああ……これはついさっき睦月先輩に言われた台詞せりふ。

　確かに、俺は自分でも意外なほどホストの仕事に適応している。

　もちろん最初は戸惑うことばかりだったけれど、金のため、これは仕事なのだと割り切るとスラスラ相手をノせる言葉が出てくるようになった。




『──また会えて嬉うれしいよ。今日も可愛かわいいね』




　まさかそんな言葉を、俺が照れもせず言える日が来るとは。

　恐らく昔の俺は他人との距離感を計りかねていたのだろう。言葉を交わす以上は〝仲良くならなければならない〟──そんな強迫観念に突き動かされ、必要以上に緊張していた気がする。

　けれどホストという仕事では、客との理想的な距離が決まっている。それ以上踏み込んではならない一線が確実に存在していた。




『君はどうやったら私を好きになってくれるの？』




　その一線を越えさせようとする客との駆け引きにも慣れ、ホストとしての適切な振る舞いを覚えてからは、大学生活もずいぶん楽になったように思う。

　地味で面おも白しろ味みのないデザインしかできないのは相変わらずだったが、喋しやべりが流りゆう暢ちようになったことでプレゼン時に評価を得られるようになった。

　自分をどう売り込むかという点ではホストの仕事と同じ。それを徹底すれば講評だけでなく就職にも有利に働いた。

　うちの大学の講師はデザイン会社の社長が兼任しており、気に入られればそこに就職ということも珍しくない。

　かくいう俺も講師に気に入られ、まだ三回生であるが就職先はほぼ内定している状況だ。

　ただ確定ではないので、今講師の不興を買ってはいけない。

　当然、その講師のゼミを欠席するのはマイナス要素だ。睦月むつき先輩が気にしていたのもそれが分かっていたからだろう。




『進路も決まったことだし──今度、二人でゆっくり飲もうじゃないか』




　俺を指名する女たちと同じ目を、五十前の男性講師は俺に向けた。

　──気持ち悪わりぃ。

　まさかあの男にそのケがあったとは予想外。ただ気持ち悪いと思ったのは相手が男だったからではなく、それが進路という俺の弱みを握った上での誘いだったから。

　正直、もう顔も見たくない。嫌悪以上に失望が大きい。

　それで、勉強会をサボった。

　薄汚い下心を受け流し、見ない振りをして愛想笑いをするのは日常茶飯事だったはずなのに、突然限界が来てしまった。

　実を言えば、ホストの仕事にも影響が出ている。

　俺に笑いかける客の──女の顔に講師の笑みが重なって、嫌悪感を覚えてしまう。

　だからこうして仕事を休まざるを得ない状況になり、少しホッとしている。

　睦月先輩はああ言っていたが、このままだとホストを続けていくことも難しくなりそうだった。

　結局俺は、何をしたかったんだっけ。

　どうしてデザインを生業なりわいにすることに拘こだわったのか。そもそも才能があれば、講師の伝つ手てを頼る必要もない。デザイナーとして名を馳はせていくのは、既にいくつものコンペで賞を取り、引く手数多あまたの睦月むつき先輩みたいな人。

　最後の最後で全部投げ出してしまえたのは、もうそれが〝捨ててしまえる夢〟になっていたから。




『宗そうにぃは絵描きさんになるの？』




　あれ、これは誰の言葉だったか。

　声が遠くて、記憶を追いかけられない。

　ただ何な故ぜだか、胸の奥がひどく痛んだ。




「────乗客の皆さまにお知らせします。次は終点──」




　それは心の中から湧き出た声ではなく、直接耳に飛びこんできた車内アナウンス。

「ん……」

　ほんの少し微睡まどろんでいたような感覚だったが、いつの間にか深く眠っていたらしい。

　学生がつけるには不釣り合いなブランド物の腕時計で時間を確認すると、二時間以上が過ぎていた。

　ただ、終点の駅が目的地というわけではない。

　そこで新幹線からローカル線に乗り換えて一時間半ほど行ったところが、叔父夫婦が暮らしていた七なな登とという北ほく陸りく沿岸部の町だ。

　ちなみに俺の実家は関西の方なので、そことはまた違う。

　俺にとって七登町は〝夏休みに来る場所〟という感覚。

　叔父夫婦は海の近くで喫茶店を営んでおり、昔は夏に家族で遊びに行くのが恒例となっていた。

　しかし受験に備えなくてはならなくなった高校二年生の頃から、叔父夫婦の家には行っていない。

　今は大学三回生だから──もう五年か。

　……こんなことになる前に一度くらい遊びに行けばよかったな。

　後悔しても遅いのは分かっているが、そう思わずにはいられなかった。
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　七なな登と駅に着いて電車から降りると、夕暮れの赤い光が真正面から照りつけてくる。

　眩まぶしさに目を細めた俺の頬ほおを、すこし粘り気のある微風が撫なでた。

　東とう京きようの空気とは明らかに違う。まだ気温は高いが、不快感の低い暑さだ。

　潮の香りが微かすかに混じる空気を吸いこんでから歩き出す。

　あれから五年経たっても駅には自動改札がなく、駅員が一人で切符を確認している。

　そのまま駅から出て、客待ちをしていたタクシーに乗り込み、メモしてあった葬儀場の住所を告げた。

　今日のお通夜も明日の葬儀も叔父夫婦の家ではなく葬儀場で行われるらしい。

　田舎のさらに外れにある葬儀場に着いた時にはちょうど日が沈み、お通夜が行われる奥座敷の入り口には俺と同じく喪服を着た人々が集まっていた。

　こちらで付き合いのある親戚は叔父夫婦とその子供ぐらいだったので、ほとんど知らない顔だ。

　とりあえず既に来ているはずの両親を探そうと視線を巡らせた時、甲高い声が耳に飛び込んできた。




「そんなの絶対にヤだし!!」




　周りにいた人たちがざわめく。

　どうやら座敷横の廊下で誰かが言い争っているらしい。

　──今の声って。

　もしかしたらと俺はそちらに足を向けた。

　廊下の角を曲がると、そこでは五十代ぐらいの女性がセーラー服を着た少女と向き合っている。

「唯ゆい奈なちゃん、落ち着いて。私は何も意地悪で言っているわけじゃないのよ。これはあなたの将来のため。私は唯奈ちゃんのことが心配なの」

　女性は周りの視線を気にしながら少女を宥なだめていた。

「だったら放っておいて！　恵けい子こ伯母さんに助けてもらわなくても、あたし一人で何とかできるから！」

　だが少女はかなり興奮しているらしく、大声で反論する。

　──唯奈ちゃん、なのか？

　九く谷たに唯奈。それは叔父夫婦の娘の名前だ。だけど俺の記憶にあるのは、小学生だった大人しい女の子の姿。

　──そうか……五年も経たったんだもんな。

　ここに来てようやく流れた時間の長さを実感した。

　中学生にしては小柄だが、それでも背は昔に比べてずっと伸びている。長い髪は恐らく校則に引っかからない範囲で明るくしており、スカートは短め。

　地味で目立たない容姿だった昔とは正反対の印象だ。

　対する女性は、今回亡くなった叔父の姉である九く谷たに恵けい子こ。恵子さんは俺の母親の姉、つまり伯母でもあるので何度か面識はある。

「一人で何とかって……それはさすがに無む茶ちやよ。しかも唯ゆい奈なちゃんはあの喫茶店を続けていくって言うんでしょう？」

　困り果てた様子で恵子さんは言う。

　喫茶店……懐かしい。

　叔父さんの淹いれてくれる珈琲コーヒーは子供の俺には苦かったけれど、背伸びがしたくて美お味いしいと強がっていた。

　ただ虚勢も張り続ければ本物になるのか、高校一年生の夏に飲んだ珈琲は、何だか忘れがたい──もう一度飲みたいと思える味に感じられたのだ。

「もちろん──小さい頃からお店は手伝ってたし、あたしだけでも……」

　決意の浮かぶ横顔を見せ、彼女は頷うなずく。

　だが恵子さんは悲しそうな顔で首を横に振った。

「唯奈ちゃんは知らないかもしれないけど、飲食店をやるには許可や資格が必要で、中学生が一人でやれるものじゃないのよ」

　大人としての忠告を彼女は口にする。

　確か恵子さんはキャリアウーマンで、ずっと結婚せずに仕事を続けていたはずだ。俺は飲食店営業について詳しくないが、社会を知っている彼女が言うならその通りなのだろう。

「そ、それならバイトでも何でも大人の人を雇えばいいだけじゃん！」

　けれど考えの甘さを指摘されながらも、唯奈は反論する。

「傍そばに保護者がいない環境で見知らぬ大人を雇う？　あなたの後見人として、そんな危うい状況を見過ごすことはできないわ」

　それまでは宥なだめようとする雰囲気だったが、そこで恵子さんの口調が厳しくなる。

　その様子に気け圧おされたのか、唯奈はびくりと体を震わせ、口を噤つぐんだ。

　けれど彼女の拳は固く握られ、内心では納得していないことが伝わってきた。

「────」

　追い詰められた様子で唯奈は周りを見回す。

　けれど口論を見守っていた人々は、同情的な表情を浮かべながらも気まずそうに顔を伏せた。

　皆、唯ゆい奈なのことを可哀かわい想そうだと思っている。だが言い分は恵けい子こさんの方が圧倒的に正しく、口を挟めるわけもない。俺も……そうだ。

　ただ──視線を逸そらすことだけは、できなかった。

　それは何と言うか、酷ひどい裏切りのように思えたから。

　どうしてそんな感情が湧き上がったのか、自分でも理由が分からないまま、彼女と視線が絡み合う。

　瞳に涙を滲にじませていた唯奈は、そのまましばらく俺を見つめた後、驚きの表情を浮かべた。

「宗そう……にぃ？」

　恵子さんも俺に気付いて息を呑のんだ。

「もしかして宗そう助すけくん？　見違えたわ……大きくなったわね」

「はい、ご無ぶ沙さ汰たしています」

　お辞儀をし、丁寧に言葉を返す。

　そして唯奈にも挨拶を。

「唯奈ちゃんも、久しぶりだね」

　葬儀場なので控えめな笑みを心掛けつつ、柔らかな声で話しかけた。

　ホストの経験値を活いかして最大限気を遣ったつもりだったが、彼女は何な故ぜか戸惑いの表情を浮かべ、訝いぶかしげに俺を見返す。

　──まあ、俺もずいぶん変わったからな。

　五年前、自分がどんな感じで彼女と話していたのか、いまいち思い出せない。

　きっと彼女の様子からして、かなりの差異があるのだろう。

　だがそんな変わり果てた俺でも、彼女にとっては最後に縋すがる藁わらになり得たらしい。

「っ……宗にぃ！　お願い──助けて！」

　躊躇ためらいを振り切り、彼女は俺に必死な表情で呼びかけてきた。

　……そう言われてもな。

　わりと本気で困ってしまう。

　この状況で俺に何ができるというのだろう。いや、そもそも何かをする資格があるのだろうか。

「困ったことがあったら助けてくれるんでしょ!?　そう言ってたよね!?」

「え……？」

　ピンとは来なかったが、記憶の底が揺さぶられる感覚があった。

　──そういえば、そんなことがあったような。

　夜の海辺に立つ小さな人影。その震える背中に俺は……。

　どんなきっかけだったかは曖あい昧まいだが、確かに俺は彼女と約束を交わしている。

　さっき視線を逸そらせなかった理由が、何となく分かった。

「唯ゆい奈なちゃん、そんな無理を言っちゃいけないわ。宗そう助すけくんが困っているでしょ？」

　恵けい子こさんが唯奈ちゃんを窘たしなめようとする。

「うるさいうるさいうるさい!!」

　駄だ々だをこねるように叫び、唯奈ちゃんは恵子さんの手を払いのけて俺に駆け寄って来た。

　そして喪服の裾をぎゅっと握り、俺に訴えかける。

「お願い……助けて！　何でもするから！　だから……何とかしてよ──お父さんとお母さんの喫茶店はあたしが継ぐって決めてたの……あたしの夢を守ってよ、宗そうにぃ……！」

　ポロポロと彼女の瞳から涙が零こぼれ落おちた。

　──可哀かわい想そうだ。

　そう思うが、即座に頷うなずけるほど俺はもう子供ではない。

　泣いている女の子を助けなきゃ、なんて青臭い正義感はとっくの昔に擦り切れた。

　俺は大学生という表の立場もあるので越えてはいけない一線を守っていたが、夜の街にはあくどい奴やつらも大勢いる。

　破滅して泣なき喚わめく女性を見るのは、日常茶飯事。

　同情はするけれど、助ける方法も義理も理由もないので見て見ぬ振りをするしかない。そうした日常に俺は慣れすぎていた。

　──だからって、唯奈ちゃんのことも見捨てるのか？

　いつの間にか変わり果てていた自分自身に苛いら立だちと怒りを覚える。

　俺はもう、唯奈ちゃんの知ってる〝宗にぃ〟じゃない。

　やり切れないが、それはどうしようもない事実だ。

　ただ、そんな俺でも何かできることはないかと懸命に脳を回転させた。




『困ったことがあったら、俺が必ず助けに行くよ』




　約束は、こんな言葉だった気がする。守れる保証などない無責任な台詞せりふ。

　でも義理と理由はそこに在るのだ。

　もう俺は子供じゃないけど、だからこそ大人として何か……。

　──あ。

　一つだけ思いついた。

　あとは衝動だけでは踏み出せない足を、前に進ませる理由があればいい。

　──ここで突き放すのはさすがに後味が悪いし、俺にできることがあるなら……。

　それが正直な思い。

　加えて俺にとってもメリットはある。俺は今、東とう京きようでの現実から逃れるようにしてここへ来た。

　七なな登と町でやることができれば、現実逃避の期間は延ばせる。周りに、自分自身に、言い訳ができる。

　──これだけあれば十分だ。

　ほんの少し、彼女を〝手伝う〟動機としては。

「分かった。俺に任せて」

　彼女の頭にポンと手を置き、優しく笑いかける。

　内心の葛藤は一切表に出さずに。

「ほ、ホント!?」

　目を丸くし、裏返った声で聞き返してくる彼女。

「ああ」

「ちょ、ちょっと宗そう助すけくん……！」

　頷うなずく俺を見て、恵けい子こさんが慌てている。

「あの──少し二人で話せませんか？」

　俺はそっと唯ゆい奈なの体を離すと、恵子さんにそう提案した。







「暗いのでお気をつけて。段差がありますよ」

　葬儀場の外に出て、恵子さんに手を差し出す。

「あ、ありがとう。助かるわ」

　彼女は少し戸惑った顔をしたが、俺の手を取って段差を降りた。

　そして玄関脇の暗がりで向かい合う。

「改めて──お久しぶりです、恵子さん。会うのは祖父の法事以来ですが、変わらずお美しいですね」

「……宗助くんの方は本当に大人っぽくなったわね。そんなお世辞を口にするようになったなんて、おばさん驚いちゃったわ」

「そうですか？　お世辞じゃなく素直な感想だったんですが」

　頭を掻かいて謙遜しつつ、心の中で少し反省。相手が女性だったので、ついホストっぽい言動をしてしまったかもしれない。

「はいはい、じゃあありがたく褒め言葉として受け取っておきましょう。それより唯奈ちゃんのことだけど──」

　苦笑交じりに俺の言葉を受け流した後、恵子さんは真剣な声音で切り出す。

　彼女の目には、どういうつもりで唯奈の味方をしたのかと責める色があった。

「すみません、あの場はああしないと収まらないと思ったので……。今の唯奈ちゃんは冷静じゃありませんでしたから」

　俺は恵けい子こさんと敵対するつもりはないと示すため、まず口を挟んだことを謝っておく。

「ええ……そうね。突然こんなことになって、冷静でいられるわけはないわ」

　彼女は沈痛な表情で頷うなずいた。

　葬儀場の周囲はちょっとした林のようになっていて、夜風に吹かれた木々がざぁざぁと波音のようにざわめく。

「たぶん少しでも〝遺のこったもの〟に縋すがりついて、守ろうとしているんでしょう。唯ゆい奈なちゃんはきっとこれ以上、何も失いたくないんですよ」

　俺は意識的に〝大人〟を演じて発言する。

　恵子さんにとって、俺は数年ぶりに会った甥おいっ子こ。成長したといっても二十歳はたちそこそこの大学生など、彼女にとっては子供にしか見えないだろう。

　でも子供のままでは対等に話などできない。ナメられたら終わりなのは、夜の世界でも表の世界でも同じことだ。

「それは私も分かっているつもりよ。でも……」

　渋い顔をする彼女に、俺は頷き返す。

「一人で喫茶店をやっていくなんて、いくらなんでも無む茶ちやですよね。でも、唯奈ちゃんにはそれがまだ分からないんです。夢を諦めるのにも──過程は必要だから」

　じくりと胸の奥が痛むのを感じつつ、俺は言う。

　それはまさに自分のこと。

　大切だったものを放り捨てた直後だからこそ、俺には分かる。

「宗そう助すけくん、あなたは……」

「恵子さん、唯奈ちゃんのために時間をください。これから夏休みに入りますし──その間は俺が喫茶店を手伝いますから、少しだけ唯奈ちゃんの好きなようにやらせてあげて欲しいんです」

　彼女の言葉を遮り、俺は頭を下げた。

「時間が経たてば、唯奈ちゃんにも現実が見えてきます。そうしたら俺が上う手まく説得しますから……だから、任せてもらえないでしょうか？」

　そこで顔を上げ、恵子さんの目を真まっ直すぐ見つめる。

　これは決して彼女を丸め込むための方便ではない。嘘うそ偽りのない俺の本音。

　理由と義理があったから、東とう京きようの現実から逃れたい思いがあったから、俺は唯奈ちゃんを手伝うと決めた。

　けれどそれは〝夢を諦めるための手助け〟だ。

　その方が唯奈ちゃんのためになると、俺も思ったから。それが大人になってしまった俺が彼女のためにできる唯一のことだから。

　つまり俺の意見は、恵けい子こさんと同じ。

　──ごめんな、唯ゆい奈なちゃん。

　胸の中で彼女に謝り、恵子さんの返答を待つ。

「…………宗そう助すけくんの言いたいことは分かったわ。私としても強引に事を進めたくはないけど──」

　だが彼女は言葉を途中で切り、迷いの色が滲にじむ表情で俺を眺めた。

　値踏みされている。

　結局最後にものを言うのは〝俺個人への信用〟だ。

「お願いします、恵子さん」

　俺は彼女と目を合わせたまま一歩詰め寄る。

「ちょっ、そ、宗助くん……！」

　近すぎる距離にたじろぐ恵子さんの手を俺はそっと掴つかみ、両手で包み込むように握りしめた。

「唯奈ちゃんは俺に助けてと言いました。だから……出来る限りのことはしてやりたいんです。このままじゃ──あまりにも可哀かわい想そうですよ！」

　至近距離で彼女の目を見つめ、抑えつつも強い口調で訴えた。

　相手に心を開かせるには、自分の心も剥むき出だしにすることが時には必要になる。

　甥おいという立場は信用度的にプラス要素なはずなので、あとは俺の気持ちが本物だと見なしてもらえるかどうか。

　もちろんホストの仕事をしているということは秘密にしなければならない。まあ両親にも黙っているので、自分から話さない限りバレようはないのだが。

　しばらく彼女は黙った後、ゆっくりと口を開く。

「そうね、私も同じ思いよ。今の話──君の両親も含めて親族で相談した上で、唯奈ちゃんの後見人になる私が最終的に判断させてもらうわ」

　その場で確約は貰もらえなかったが、前向きな返事に俺は胸を撫なで下おろす。

「分かりました。お願いします」

　彼女の手を放し、もう一度頭を下げる。

　結論が出たのは、翌日の葬儀が終わった後。

　俺は今年の夏を、この海の傍そばにある町で過ごすことになったのだった。
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　一度東とう京きように戻り、準備を整えてＵターン。

　必要な資格は申し込んだタイミングが良かったのか、すぐに講習を受けることができ、それだけで免状を得られた。その他の手続きは恵けい子こさん任せ。

　東とう京きようを離れるため、ホストの仕事は一時休職。

　うちのオーナーは怠慢には厳しいが、金と同じぐらい義理人情を重んじる人なので、変に誤ご魔ま化かさず事情を正直に打ち明けると、文句を言いながらも休みを認めてくれた。

　大学の方はちょうど夏季休暇に入るので問題はない。

　夏の間にゼミの勉強会はあるが、それについては睦月むつき先輩に全てサボると連絡を入れておいた。

　そうして俺は再び七なな登と駅に降り立った。

　今回は早起きして家を出たので、まだ昼過ぎ。

　高く昇った太陽が交通量の少ない大通りを白く照らし、街路樹からは蝉せみの声が響いている。

　この前はここからタクシーに乗ったが、叔父さんたちの──今は唯ゆい奈なだけのものとなった家は徒歩圏内。

　俺は荷物を詰め込んだトランクをガラガラと転がしながら、線路沿いの道を往ゆく。

　カンカンカンと聞こえてくる警報音。

　コンテナを積んだ貨物列車が後ろから俺を追い越していく。俺は赤い光を点滅させる踏切の前で足を止め、遮断機が上がるのを待った。

　やたらと車両の多い貨物列車が通り過ぎると、線路の向こう側で踏切待ちをしていた女の子と目が合う。

　電車の風でふわりと翻るスカートの裾。

　警報音が鳴なり止やみ、ゆっくりと遮断機が上昇する。

　だが踏切が通れるようになっても女の子は動かず、近づく俺をじっと待っていた。

「わざわざ迎えに来なくてもよかったのに」

　俺は踏切を渡り切ると、彼女──九く谷たに唯奈に笑顔で話しかける。

「……ホントは駅で待ってるつもりだったの。でも準備に手間取っちゃって」

　肩の出た涼し気なワンピース姿の唯奈は、少しバツが悪そうな表情で答えた。

　中学の制服を着ていないせいか、葬儀で会った時よりも外見の印象は幼い。だがよく見れば髪やメイク、身だしなみはきっちり整えられている。

　ゆえに何の準備だったのかと野や暮ぼなことは聞かない。

「そっか、ありがと。その服、よく似合ってるね。やっぱり──昔よりずっと大人っぽくなっていて驚くよ」

　これだけ容姿に気を遣っているのだから子ども扱いされるのは嫌だろう。

　俺は言葉を選びつつ、彼女が〝時間を掛けた〟と思われる部分を褒めた。

「そ、そう？」
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「ああ、昔の──蕾つぼみの頃の君も愛らしかったけれど、綺き麗れいに咲いた君を見て、最初は誰だか分からないほどだった」

「き、綺麗……」

　唯ゆい奈なは嬉うれしそうに頬ほおを緩めたが、瞳には戸惑いの色も滲にじむ。

「だけど大人っぽくなったのは宗そうにぃもだよ。今のキザっぽい褒め方とか、何だか……全然違う人みたい」

「──そんなに変わったか？」

　自覚はあったが、惚とぼけて聞き返す。

　幼おさな馴な染じみの従妹いとこの目から見て、俺がどう変わったのか知りたかったから。

「うん、昔の宗にぃなら服とか絶対褒めなかったし。というかあたしがどんな服着ても、髪を切っても、全然気にしてなかったじゃん」

「あー……そうだったかもな」

　頷うなずきつつ、俺は歩き出す。こんなところで長々と立ち話をしていたら熱中症になってしまう。

「そうだよ！　第一、見た目が全然違うって。昔の宗にぃはそんなにチャラい感じじゃなかったもん」

　俺に続きながら、唯奈は俺の格好をじろじろと眺める。

　これでも大学に行く時に着る地味目な服を選んだのだが、彼女にはそう見えるらしい。

「だとしたら東とう京きようのせいだな。たぶん」

　主に睦月むつき先輩と、ホストの仕事のせいではあるが。

「東京に行ったら、宗そうにぃみたいになっちゃうんだ？」

「気になるなら、一度来てみたらいい。俺がお姫様をエスコートしてあげよう」

　何となく──彼女ぐらいの年なら都会に憧れがあるのではないかと、軽く提案してみる。

「ホント!?　あ──でも……」

　予想通り彼女は目を輝かせたが、ハッと何かに気付いた様子で首を横に振った。

「やっぱいい。あたしはこれから、この町でずっと喫茶店をやってくんだし」

　余計なものは視界に入れたくない。入れるのが怖い。彼女の横顔からは、そんな感情が見て取れる。

　──やっぱり無む茶ちやなんだよな。

　喫茶店を継ぐことが唯ゆい奈なのためにならないと思うのは、これが理由。

　まだ彼女には自覚がないかもしれないが、これからも色々なものを諦めていくことになるのだ──一つの無茶を通すために。

　どうしてそこまで唯奈は喫茶店に拘こだわるのだろう。

　もちろん両親が遺のこしたものだからという部分も大きいはずだが、それだけではないような気がした。

　会話が途切れ、陽炎かげろうが立ち昇る夏の路地に二人分の足音だけが響く。

　この道はしばらく真まっ直すぐ進めば海に出るのだが、その前に俺たちは右折して緩やかな上り坂を登っていく。

　視界の端に、キラキラした輝きが映りこむ。

　ここは小高い丘になっているので見晴らしがいい。

　だからこの場所──そこに建つモダンな外観の喫茶店からなら、よく見えるのだ。

　青く広大な夏の海が。

「あの、宗にぃ……改めてだけど、ホントにありがと。あたしの味方になってくれて……すっごく嬉うれしかった」

　唯奈の家、喫茶アザレアの前に到着したところで、唯奈が口を開く。

　──味方、か。

　本当は味方の振りをしたスパイのようなもの。

　東京での現実から目を背けるために、彼女を利用しているとさえ言える。

　ゆえに真っ直ぐな感謝の言葉に罪悪感が湧くが──それでも唯奈を助けようとしていることだけは嘘うそじゃないと、彼女の視線を受け止めた。

「約束、してたみたいだしね。正直、言われるまで忘れてたんだけど──思い出したからには、責任を取らないと」

　現実逃避だからこそ、全力で目の前のことに集中しよう。

　これからこの喫茶店で彼女を支え、不幸にならない道へ誘導するのが俺の役割だ。

「あ」

　そこで驚いた顔をする唯ゆい奈な。

「どうかした？」

「今の……責任を取るって、何だか昔の宗そうにぃっぽい」

「……そうか？」

　全くピンと来ず、俺は眉を寄せる。

「うんっ！　クソ真面目なところもちょっとは残ってたみたいで安心した」

　妙に嬉うれしそうに、安あん堵どの笑みを彼女は浮かべた。

　──昔の俺はそんな風に思われてたのか。

　多少のショックはあったが、唯奈が喜んでいるので余計なことは言わないでおく。

　五年前に訪れた時と変わらぬ佇たたずまいの喫茶店は、そんな俺たちを静かに見下ろしていた。
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　唯奈は最初、通用口のある喫茶店の裏手へ足を向けようとしたが、思い直した様子で店の入り口へ方向転換した。

「宗にぃ、こっち！」

　準備中クローズドの札が掛かったドアの鍵を開け、彼女は俺を手招く。

　カランコロンと軽やかに鳴るドアベル。

　唯奈に続いて店内へ入ると、懐かしい香りが鼻び腔こうを撫なでた。

　──木と珈琲コーヒーの匂い。

　カウンターの向こうに立つ叔父さんの姿が鮮明に蘇よみがえる。

　だけど彼はもういない。暑かったでしょうと飲み物を運んで来てくれるおばさんも。

　奥のテーブル席が並ぶスペースには、よく地元の常連客が居座っていたが、閉店中の今は当然誰もおらず、薄暗い店内は静まり返っていた。

　眺望のいい西側は全面ガラス張りになっており、緩やかな弧を描く水平線が見える。

　綺き麗れいだけど、今はその光景に寂しさを感じた。

「いらっしゃいませ！」

　その時、俺の耳に明るく元気な声が飛びこんでくる。

　見ればいつの間にか唯奈がカウンターの内側に回り込んでいて、俺に笑顔を向けていた。

「……俺は客じゃなくて、一緒に働く側だぞ？」

　苦笑しつつも、俺はカウンター席に座って唯ゆい奈なと向かい合う。

「お店を開けるのは明日からだし、別にいいじゃん。それに──あたしとしては別に何もしてくれなくても構わないの」

　そう言って彼女は真面目な表情になった。

「何も？」

「うん。お店のことはあたし一人でも何とかなるし、宗そうにぃはいてくれるだけで十分。ずっと休憩時間ってことにして、海で遊んできても全然オッケー」

　ぐっと親指を立てる彼女だが、その瞳には不安げな色が揺れている。

　恐らく俺に無理をさせ、機嫌を損ねるのが怖いのだろう。この喫茶店を続けていくには、今は俺がいなくてはならないので仕方ないかもしれないが──。

「そんなわけにはいかない。俺も明日からバリバリ働くさ。君の召使いのようにこき使ってくれて構わないよ」

　きっぱりとそう宣言しておく。

「だけど……」

「喫茶店のことだけじゃなく、後見人の恵けい子こさんに保護者代理として唯奈ちゃんのことを任せてもらったんだ。いい加減なことはできない。それに唯奈ちゃんには、俺に気を遣っている余裕なんてないはずだ」

　躊躇ためらう彼女を俺は鋭く見つめ、言葉を続けた。

「恵子さんに出された〝条件〟を忘れたわけじゃないだろう？」

「っ……」

　途端に唯奈の顔が曇る。

「喫茶店を続けるのなら、まずは経営を安定させて、なおかつ学業と両立していける環境を作ること。期限は夏休みの間。この条件を満たせなかった時は、喫茶店を閉めて恵子さんのところで暮らす──」

　彼女に課された厳しい条件を俺は淡々と述べた。

「だ、大丈夫だって！　お店のことは大体分かってるし、経理とか難しいことも宗にぃが来るまでにちゃんと勉強したもん！　常連の人だってたくさんいるから何とかなるよ！」

　唯奈ちゃんはカウンターに身を乗り出し、大きな声で言う。

「……そうだね」

　俺は頷うなずき返すが、そう簡単にはいかないだろうと内心では考えていた。

　けれど、手を抜いて意図的に彼女の試みを失敗させるつもりはない。全力で挑まなければ現実の厳しさは理解できないから、俺も今は本気で彼女を支えよう。

「二人で何とかしてみせようか。俺も状況を把握して色々とアイディアを出したいから、あとで帳簿を見せてもらってもいいかな？」

　一人で遊んでいるつもりはないと念を押すと、彼女は諦めた様子で息を吐く。

「──分かった。宗そうにぃのこともちゃんと頼ることにする。帳簿とか役に立ちそうな資料は夜までには纏まとめて部屋に持ってくね」

「了解。部屋はいつも使わせてもらってた二階の客間でいいのか？」

　俺は天井を指差す。

「うん。迎えに行く前にクーラー点つけといたから涼しいはずだよ」

「そりゃありがたい。気が利くね」

「えへへ。もう中学生なんだから、これぐらいの気づかいはできてトーゼンです」

　嬉うれしそうに頬ほおを掻かく唯ゆい奈な。

「あ、夕食までは好きにしてていいよ。明日から働いてくれるなら、今日のうちにやりたいことはやっちゃってね。あたしも今から夏休みの宿題を一気に片付けるからさ」

「了解」

　──そうか、中学生には宿題もあるんだよな。

　この夏、唯奈に遊ぶ時間はあるのだろうかと、俺は早くも彼女のことが心配になっていた。







　カウンター奥の階段から二階に上がり、冷房の効いた涼しい部屋に荷物を置いた俺は、しばらく休憩してから再び廊下に出た。

　じっとしていてもやることがない。時間があるのなら、五年ぶりの町と海を見に行こう。

　ただその前に……。

　俺は床の間へ行き、仏壇で線香をあげて手を合わせる。

　宗派的な事情かは分からないが、位い牌はいには戒かい名みようではなく二人の俗名が刻まれていた。

　九く谷たに陽よう太たと九谷玲れ美み。それが唯奈の両親の名前。

　──この夏の間、唯奈ちゃんのことは任せてください。

　胸の中でそう呟つぶやいてから、俺はそっと廊下に出た。

　そこで微かすかな音が耳に届く。

　廊下の奥、唯奈の部屋。聞こえてくるのは啜すすり泣なくような抑えた声。

「…………」

　泣いている理由はいくらでも思い当る。

　唯奈は両親を亡くしたばかり。明るく俺を出迎えてくれたことがむしろ異常。

　ここで声を掛けたら、泣き声を聞かれたと唯奈は気付くだろう。俺の前では強がっていたのに、それでは彼女の頑張りを無駄にしてしまう。

　だから足音を殺して一階まで降り、階段の下から大声で呼びかける。

「唯ゆい奈なちゃーん、ちょっと散歩してくるよー！」

　数秒の間を置いて、唯奈の声が返ってきた。

「はーい！　いってらっしゃーい！」

　泣いていたことなど感じさせない元気な声に背中を押され、俺は厨ちゆう房ぼうにある通用口へ向かう。

　扉を開けた途端に吹き込んでくる潮気を含んだ風。

　先ほど貰もらったばかりの合鍵で施錠し、再び眩まばゆい太陽の下へ足を踏み出す。

「あっつ……」

　クーラーの効いた部屋にいたので、余計に気温の高さが際立つ。

　ただ海がすぐ近くにあるせいか、不快感はあまりない。むしろ海で泳げば気持ちよさそうだと期待感が膨らむ。

　唯奈ちゃんの泣き声を聞いてから気分が沈んでいるが、彼女が笑顔でいようとしているなら、俺も暗い顔はしていられない。

　海水浴は気分転換にはもってこいだ。

　そういえば俺はこの町に来る度に、早く泳ぎたくてうずうずしていた。

　まずは一泳ぎするのもいいかもしれないと、俺は店の裏手から道路へ出るが──そこで正面入り口の前に人がいることに気付く。

　小麦色の肌をしたショートカットの女の子。

　葬儀で唯奈が来ていたものと同じセーラー服を身に着けている。

　──唯奈ちゃんの同級生か？

　学校は休みなはずなので、恐らくは部活帰りだろう。彼女は小さめのスポーツバッグを肩に掛け、喫茶店をじっと眺めていた。

　そこで彼女も俺に気付き、目が合う。

　すると妙に焦った様子で彼女は背を向け、走り去っていった。

　──俺、そんなにガラが悪いかな。

　まるで俺が怖がらせたようにも見えて、気まずい思いを抱く。

　唯奈からはチャラいという評価を得ていたが──やはり染みついた夜の街の気配は滲にじみ出でるものなのかもしれない。

　ただ明日からは叔父さんが着ていたマスター用の服を借りるので、多少はマシになるはずだ。というか、そうであってほしい。

　そんなことを考えながら俺は緩やかな坂を下り、海の方へと向かう。

　さほど歩かないうちに海岸線に沿って走る国道へ出た。

　この辺りには民宿などの宿泊施設や商店、魚の加工所などが集まっている。建物の後ろにはクロマツの防風林があり、その向こうが海水浴場になっているのだ。

　夏以外は閑散としているそうだが、今の季節にしか訪れたことのない俺にとっては、町で一番賑にぎわっている場所というイメージが強い。

　俺が信号待ちをしていると、正面のビーチホテルから出てきた男女グループが騒ぎながら海の方へ歩いて行くのが見えた。

　今年の夏もこの〝七なな登と浜〟は盛況らしい。

　──そういえばこの〝ビーチホテル桃もも井い〟って……。

　ふと昔の記憶が蘇よみがえった俺は、横断歩道を渡ってからホテルのガラス戸越しにフロントを覗のぞいてみる。

　そこにはアロハシャツを着た俺と同年代の男が座っており、退屈そうに欠伸あくびをしていた。

「…………健けん吾ご、か？」

　桃井健吾──それはこちらに来る度に遊んでいた友人の名前。

　彼はビーチホテルオーナーの息子で、この辺りの子供のリーダー的な存在だった。

　小学生の時、彼が海で遊んでいた俺に声を掛け、地元の子供たちの輪に入れてくれたのだ。

　それ以来、この町で過ごす時間は何倍にも楽しくなった。中学の時には二人で馬鹿をやってお互いの両親に滅め茶ちや苦く茶ちや叱しかられたこともある。

　──俺のこと覚えてるかな。

　夏だけの関係であったがゆえに、また来年会えるのが当たり前だったからこそ、連絡先などは交換していなかった。だから唯ゆい奈なと同じく、五年ぶりの再会だ。

　多少の緊張を覚えつつ、俺はドアを開けて年季の入ったビーチホテルの中に入る。

　すると健吾はこちらに視線を向け──。

「あ」

　驚いた表情を浮かべた。

　どうやら一目で分かったらしい。俺の心配は杞き憂ゆうだったようだ。

「よ」

　ならば昔と同じでいいかと、俺は手を挙げて軽く挨拶をした。

「ちょっ……マジか？　宗そう助すけだよな？」

「ああ、久しぶり」

「久しぶりって何年ぶりだよお前！」

　立ちあがってフロントから出てくる健吾。

「五年。けど健吾はあんまり変わってないな」

　まじまじと彼の姿を眺める。

　アロハシャツと短パンは中学頃から変わらぬ彼の夏スタイルだ。背は伸び、顔も少し大人びたが、全体的な印象はほとんど同じ。

「お前も──いや、そっちはわりと変わったか？　良さげな時計もしてるしよ」

　目ざとく俺の腕時計に気付き、彼は俺を観察する。

「かもしれない。唯ゆい奈なちゃんにもチャラくなったって言われたし」

　俺は苦笑交じりに肩を竦すくめた。

「はははっ！　けど、唯奈ちゃんか……宗そう助すけはやっぱアザレアに居候してんのか？」

「今日からな。夏の間、喫茶店を手伝うことになった」

　俺が頷うなずくと、健けん吾ごは複雑そうな表情を浮かべる。

「……葬儀に行った親父おやじから噂うわさは聞いてたが、唯奈ちゃんはホントに喫茶店を続けるんだな。ガチで大変だろうから、ちゃんと力になってやれよ？」

　真面目な口調で言う健吾に、俺はもう一度頷いた。

「もちろんだ。というか健吾も客として売り上げに貢献してくれると助かるんだが」

「分かった分かった。暇な時に家族でお邪魔させてもらうさ」

「……家族？」

　少し引っかかる。自分の両親と、という言い方には聞こえなかったから。

「結婚したんだよ。去年、ガキも生まれた」

「なっ──」

　さすがに驚く。俺と同い年の健吾にもう妻と子がいるという現実がすぐに受け入れられない。

　変わっていないと思った俺の目が節穴だったようだ。

「はははっ！　お前驚きすぎ。大学行かずに地元で就職する人間は大体こんなもんさ」

「そんなものなのか……」

　高校を卒業し、就職を切っ掛けに結婚するのであれば、確かに早すぎるわけでもないのだろう。

　東とう京きようで色々な経験をして大人になったつもりでいたが──家族を持った健吾を前にすると自分がまだまだ子供に思えてくる。

「そんなもんだ。宗助は茜あかねのこと覚えてるよな？」

　健吾が口にしたのは、ここで一緒に遊んでいた女友達の名前。

　七なな登と浜ではその時に集まったメンバーで遊ぶのが常だったが、その中でも同い年の三人とは特に仲が良かった。うち二人が健吾と茜。

「忘れるわけないだろ。確か、中三の時にはもう付き合ってたよな。じゃあやっぱ茜ちゃんと？」

「そういうこと。宗助が来てるって聞いたら茜も喜ぶぜ。それに沙さ夜やだって──」

　笑顔でもう一人の友人の名を口にした健吾だったが、そこで何かを思い出した様子で言葉を切る。

「あ……もしかして──沙さ夜やとは〝あのまま〟か？　何かお前ら喧けん嘩かしてたよな」

　その問いかけで五年前の出来事が記憶の底から浮かび上がってきた。

　最近は思い出すこともなかったが、そういえば同い年四人グループ最後の一人、柊ひいらぎ沙夜とはある出来事で喧嘩をしたまま仲直りをしていない。

　高校二年生からこの町に来なくなったのは受験勉強のためではあるが、沙夜と会うのが気まずかったという部分も少なからずある。

「まあ……な」

　俺が頷うなずくと、健けん吾ごはジト目で俺を睨にらんだ。

「こっちにしばらくいるなら、その辺りのこともちゃんとしとけよ？」

「…………りょーかい」

　今は唯ゆい奈なちゃんと喫茶店のことだけに集中したかったが、そうもいかなそうだと渋々頷いた。

　するとそこでホテルの入り口から客らしき一団が入ってくる。

「──と、仕事に戻らなきゃな。積もる話はまた今度ってことで」

「おう、俺は一泳ぎしてくるよ」

　俺はフロントの内側へ戻る健吾に頷いて踵きびすを返した。

　宿泊客と入れ違いにホテルを出て、防風林の中へ続く小道から砂浜を目指す。

　硬い地面が次第に細かく柔らかな白砂に変わり、行く手から波の音と人々が騒ぐ声が聞こえてきた。

　林の小道を抜けると、眩まばゆい世界が目の前に広がる。

　それは五年前と変わらぬ夏の景色。

　青い空と海、白い砂浜に並ぶパラソルやビニールシート。

　海水浴客の水着の鮮やかさも相まって、色とりどりな光景だ。

　──夏は、こういうものだったよな。

　東とう京きようでのことや唯奈ちゃんのこと、頭の中でモヤモヤしたまま蟠わだかまる感情を吹き飛ばすため、今は思いっきり体を動かしたかった。

　賑にぎわう海の家で水着を買い、更衣室で手早く着替え、裸足はだしで熱い砂浜を踏む。

　砂浜は家族や友人、恋人などのグループばかりで少し肩身が狭いけれど、海に出てしまえばそんなことは気にならないだろう。

　波打ち際で浴びた海水は思っていたよりも生温かく感じた。

　そのまま足がつかなくなる場所まで歩き、泳ぎ出す。

　波でうねる海面を両腕で掻かき分わけ、バタ足で前へ。息継ぎをすると波しぶきが口に入って塩辛い。

　思ったよりも体が重かった。不摂生な生活をしていたせいだろう。

　だが俺はスピードを落とさずに泳ぎ続ける。

　遊泳可能な範囲を示すブイとネットに突き当たったら、進路を変更。浮かぶブイに沿って泳ぎ、適度なところで折り返す。

　泳げば泳ぐほど、疲れと酸欠で頭の中は空っぽになっていく。

　気持ちがいい。このままずっと泳いでいたい。でも……。

　──そろそろ限界か。

　息継ぎも苦しくなってきたところで、俺は泳ぐのを止めて呼吸を整える。

　そしてブイを繋つなぐワイヤーを片手で掴つかみ、仰あお向むけで体を浮かべた。

　視界いっぱいに広がる青空と、疎まばらに浮かぶ白い雲。

　遠くなった砂浜の喧けん噪そうに耳を傾けながら、ぼーっと空を見上げる。

　頭の中はまだほとんど空白で、何も考えられない。けれどそれが心地よくて、俺はただ波に体を預けた。

　それからしばらく雲の動きを目で追っていると、一羽のかもめが空を横切っていく。

　その時──右足が突然引っ張られて俺は海中に引ひき摺ずり込こまれた。

「なっ──ごぼっ!?」

　完全な不意打ち。

　水を飲まなかったのは恐らく経験の賜たま物もの。子供の頃からやんちゃな友人たちと海で遊んでいたからこそ、驚きはしてもパニックになることは避けられた。

　透明度の高い海水の中で、俺の足を引っ張ったものの正体を見極めようとする。

　ゴーグルをつけていないので視界はぼやけてしまっているが、それは間違いなく人間のシルエット。さらに言えば黒い水着をつけた女性。

「────」

　彼女は水中で俺に顔を近づけ、何か喋しやべりかけるように口を動かした後、俺の足を放した。

「っ……ぷはっ！　はぁっ──」

　すぐさま俺は水面に顔を出し、大きく息を吸いこむ。

　そんな俺の傍そばに先ほどの女性が顔を出した。

「……危ないだろ！　殺す気か！」

　命の危機を感じた反動で、感情的に怒鳴りつける。

「これぐらいじゃ死なないでしょ、あんたは」

　けれど女性は悪びれた様子もなく、平然と答えた。

　──この声……。

　長い髪が顔に掛かっていて表情が見えないが、声と言い回しでそれが誰か理解する。

「もしかして、沙さ夜や……か？」

　それは先ほど健けん吾ごとの会話にも出てきた女友達の名前。

「そーよ。久しぶり」

　彼女──柊ひいらぎ沙さ夜やは髪を手で掻かき上あげ、物言いたげな顔で俺を見つめた。

「ひ、久しぶり」

　喧けん嘩かしたまま五年も会わなかった友人にどんな顔をすればいいか分からず、俺はぎこちなく言葉を返す。

　沙夜は昔からロングヘアーだったが、海にたゆたう黒髪は記憶よりもさらに長い。ただ怒っていると子供っぽい印象になる顔立ちや、水中にあっても目を引く大きな胸は、五年前と同じ。

「健けん吾ごから連絡が来て、すっとんで来たのよ」

「へえ……」

「へえって何よ。他に何か言うことないわけ？」

　強い口調で問われて、俺は何とか言葉を紡ぐ。

「……大人っぽくなったね。綺き麗れいになった君にまた会えて嬉うれしいよ」

　追い詰められた俺の口から出たのは、ホスト仕事で染みついた半ば自動的な褒め台詞ぜりふ。

「はぁ？　何それ。五年前と大して変わってないでしょ。テキトーな言葉で誤ご魔ま化かさないで」

　だが沙夜には上っ面な言葉など通用しない。

[image: ]

　不機嫌な顔でさらに詰め寄られ、冷や汗が額に滲にじむ。

「えっと……あー……その、よく俺を見つけられたな」

　まずは普通に会話をするべきかと思い直し、思ったことをそのまま言う。

「砂浜にいなかったから、何となくこの辺りかなって。泳ぎ疲れた時、宗そう助すけはいつもこうやって休憩してたでしょ」

「──そうだったかもな」

　言われてみるとそんな気もする。

「全く……お店の手伝い放り出して来ちゃったし、戻ったら大目玉ね」

　後悔するように肩を落とす沙さ夜や。どうやら本当に急いでここへ来てくれたらしい。

「そんなに俺に会いたかったのかい？　沙夜にも可愛かわいいところが──」

「あ？」

　またもやホストっぽい台詞せりふを口走ってしまった俺を、沙夜は半眼で睨にらみつける。

「冗談だ」

　俺は真顔になって発言を訂正した。

　五年前から沙夜とは喧けん嘩か中。健けん吾ごとは違い、今の距離感が掴つかめない。

「まあでも、間違っちゃいないわよ。私は──一分一秒でも早く、あんたに言ってやりたいことがあったから」

　さらに視線を鋭くし、彼女は言葉を続ける。

「今さら、今になって突然来るんじゃないわよ……馬鹿」

　その声は少し震えていた。

　分かっている。沙夜に合わせる顔がないことは。ただ──。

「それは、色々と事情があって……」

「健吾から聞いた。唯ゆい奈なちゃんの喫茶店を手伝うんでしょ」

「ああ」

　俺が頷うなずくと彼女は大きく溜ため息いきを吐つく。

「結局──今回も唯奈ちゃん、か」

　その言葉は俺の胸にグサリと突き刺さった。

　彼女が五年前のことを言っているのがすぐに理解できたから。だから……何も言えない。

「でも勘違いしないで。別に怒ってるわけじゃないわ。もう私も大人だし、あれが八つ当たりだって分かってる。私、本当に子供だった」

「沙夜……」

　どう答えていいか迷う俺に彼女は笑いかける。

「喫茶店、そのうち顔を出すわ。とりあえず言いたいことは言えたし、また今度……改めてね」

　彼女もどこか気まずそうな様子で俺から距離を取ると、身を翻して砂浜へと泳いでいった。

　遠ざかる波しぶきを身ながら思い出す。

　五年前、浴衣姿で泣きながら怒鳴り散らしていた彼女の姿を。

　喧けん嘩かの理由は、俺が沙さ夜やと約束していた夏祭りをすっぽかしたから。理由は当然あったのだが、悪いのは俺で間違いない。

「……謝り損ねたな」

　声が届かない距離になって、謝罪のタイミングを逸したことに気付く。

　だが本当に喫茶店へ顔を出してくれるのなら、チャンスはまたあるはずだ。

　ずっと止まっていた時間が動き出したかのような感覚を味わいながら、俺は再び仰あお向むけに浮かんで青空を仰いだ。
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「宗そうにぃ、おかえりー」

　夕暮れまで存分に泳いでから店に戻ると、店の厨ちゆう房ぼうから唯ゆい奈なの声が聞こえてきた。加えて美お味いしそうな匂いも漂ってくる。

「ただいま──もう夕食の準備をしてたのか。俺も手伝うよ」

　少し遊びすぎたかと焦りながら返事をする。

「大丈夫大丈夫。宗にぃは適当な席に座って待ってて。これは明日から出す料理のテストも兼ねてるから」

　だが厨房に入る前に制止の声が返ってきて、俺は足を止めた。

「……そういうことなら、分かった」

　手持無ぶ沙さ汰たになってしまうが、言われた通りに二人掛けの席に座る。

　料理のテストだというからには、メニュー表の中から出てくるのだろうと思い、軽食の項目を眺めた。

　定番のトースト系とサンドウィッチ、パスタ、あとはこの喫茶店のオススメ料理としてオムライス、ハヤシライスがピックアップされている。いくつか黒塗りで消されているメニューは、唯奈が難しいと判断して削ったものだろう。

　──いきなり店を継ぐことになったんだから、これは仕方ない。けどメニュー表は作り直した方がいいな。

　メニュー表に黒塗りが目立つと前より劣化した印象が強くなる。デザインも少し野や暮ぼったく感じた。学生の俺でも改善点はいくつも思い付く。

　──それにこれは……。

　見た目以上に気になったのは、軽食メニューの値段だ。

　──やっす。

　地方であることを考慮しても、かなり価格が抑えめだ。都内の喫茶店の半分──とまではいかないがそれに近い。

　これも叔父さん夫婦の拘こだわりだったのだろうかと考えていると、唯ゆい奈なが料理を運んできた。

「おまたせー」

　テーブルに置かれたのは、オムライスとハヤシライス。メニューにオススメ料理だと書かれていたものだ。

「宗そうにぃのはハヤシライスだけど、オムライスの方もちょっと食べてみてね。お母さんの味、再現できてるといいんだけど」

　そう言いながら唯奈は水の入ったグラスを置き、席に着く。

　──軽食はおばさんの担当だったか。

「正直、覚えてるか自信はないぞ？」

　五年も経たっているのだからと釘くぎを刺しておく。

「分かんなかったらそれでいいって。違和感がないなら再現できてるってことにしとく」

　明るく答える唯奈だったが、その表情には不安そうな色も見えた。

　──嘘うそでも再現できてるって言ってあげるか。

　俺はそんなことを考えつつスプーンを手に取り、ハヤシライスを口に運んだ。

「あ……」

　味が舌から脳に伝わるより先に、香りが過去の記憶を呼び覚ます。




『宗くん、お友達ができてよかったね』




　おばさんの優しい笑顔と声が脳裏に蘇よみがえる。

　健けん吾ごたちと初めて遊んだ日、おばさんはそう言って頭を撫なでてくれたのだ。

「宗にぃ？」

　動きを止めた俺を、唯奈が訝いぶかしげに見つめている。

「あの味だ……おばさんのハヤシライスだ」

「本当っ!?　やったー！」

　喜ぶ唯奈。

「すごいな、完全にそのままだよ」

　嘘やお世辞ではなく、本心から俺は告げた。

「れ、レシピ通りだから当然だし！　それに前からお母さんとよく一緒に作ってた料理だもん」

　謙遜しつつも、嬉うれしさを隠せぬ様子で唯ゆい奈なは頬ほおを紅潮させる。

「ほら、オムライスも食べてみて！」

「ん」

　俺は頷うなずき、オムライスも一口貰もらう。

「──こっちも完全再現だな」

　覚えていないかと思っていたが、意外と味の記憶はしっかりと残っていた。食べた途端、それだと分かるほどに。

「よっし！　これなら自信を持ってお客さんに出せそう！」

　ぐっと拳を握った唯奈は、安あん堵どした様子で料理を食べ始めた。

　そんな彼女を微笑ほほえましく眺めながら、俺も懐かしい味をじっくりと堪能する。

「宗そうにぃはさ、前にうちでバイトしたことあったじゃん」

　食事中、唯奈が俺に話しかけてきた。

「ああ、中三と高一の時な。その頃、海以外にも色々遊びに行くようになって金が足りなくなったんだ。そしたら叔父さんが店を手伝うなら小遣いやるぞって言ってくれてさ」

　さほど人手が必要だったようには見えなかったので、親切心からの提案だったのだろう。

　ただし仕事に関して甘い部分はなく、何度も怒られたのを覚えている。

「具体的にどんな仕事をしてたの？」

「えっと──まあ基本的にホール担当というか、オーダーに配膳、レジ、清掃……それと手が空いたら皿洗いって感じかな。あとこれは仕事のうちには入らないけど、店が暇になった時は叔父さんに珈琲コーヒーの淹いれ方かたを教わってたよ」

　記憶を辿たどりながら俺は答えた。

「そうなんだ……珈琲の淹れ方まで。だったら改めて教えることはほとんどないかも。ホントはあたしが全部やるつもりだったけど……ちゃんと頼ることにしたし、ホールはお任せしてもいい？」

　まだ多少の不安があるのか、遠慮がちに唯奈は問いかけてくる。

「もちろん。というかそれ以外の仕事もできそうなものがあれば遠慮なく言ってくれ」

「うん──分かった。じゃあ……もう一つ確認したいことがあるから、後でお願いするね」

　妙に真剣な表情を浮かべる唯奈に俺は頷き返す。

「いいけど、今すぐじゃダメなのか？」

「うん、タイミングってものがあるんだよ」

「……タイミング？」

　その時は何のことか分からなかったが、唯奈の相談事の内容はすぐに判明した。

　食後──俺に席で待っているように言い、しばらくキッチンに籠っていた唯奈は、トレイに珈琲を載せて戻ってきたのだ。

「宗そうにぃ、珈琲コーヒーをどうぞ」

　緊張した様子で俺の前に珈琲を置く唯ゆい奈な。

「──いただきます」

　どうやら珈琲の味を確かめて欲しいようだと、俺はカップを手に取る。

　珈琲からは湯気と共に深みのある香りが漂う。

　いい匂いだ……でも──。

　一口飲んでみて、予感が正しかったことを知る。

「うん、美お味いしい。ただ……」

「ただ？」

　聞き返す唯奈に、ここは正直に言っておくことにした。

「叔父さんの珈琲とはちょっと違うかも」

「……ち、違う？　でもお父さんと同じ淹いれ方かただよ？」

　唯奈は戸惑いを見せ、俺に問い返してくる。

「じゃあ、問題は豆かな。少し古くなったものを使ってないか？」

「あ、うん……勿もつ体たいないと思って、ちょっとだけ前のやつを……」

　ハッとした顔になって彼女は頷うなずいた。

「そのせいで間違いない。叔父さんは豆の鮮度に拘こだわってたしな。原因が分かってよかった」

「…………」

　前向きに状況を考えようと明るく言うが、唯奈は黙り込んでしまう。

「そんなに落ち込まなくても、次から気を付ければいいことだと思うよ。暗い顔は君に似合わない」

　なるべく優しい口調を心掛けて言う。

「……そう、だね。でも宗にぃに言われるまで、あたしは味の違いが分からなかったんだ。料理は上う手まくできたけど、珈琲は宗にぃの方が向いてるのかも」

「じゃあ俺に任せるかい？」

　慰めてもあまり効果はなかったので方針転換。あえて試すように問いかける。

「それは────ううん、あたしがやる。あたしがこの喫茶店のマスターだもん」

「ああ、その通りだ」

　意地を見せた唯奈に、俺は頷き返す。

「新しい豆で珈琲を淹れ直してくるから、また飲んでみてくれる？　これだけは明日までに確認しておかないと」

「いくらでも飲むよ。あ──そうだ、俺も少しやりたいことがあるんだ。プリンターとパソコンはあるかな？」

　メニュー表のことを思い出して問いかけた。

「うん、お父さんの部屋にあるよ」

「それ、使ってもいい？」

「いいけど……ちゃんと使えるかな。あたし、触ったことなくて」

　心配そうな唯ゆい奈なに俺は首を振る。

「とりあえず試してみるよ。使えなかったら使えなかったで構わない」

　そうして俺たちは明日に向けて準備を整えるのだった。
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「──お邪魔します」

　唯奈が納得するまで珈琲コーヒーの試作に付き合った後、俺は一人で叔父さんの部屋にやってきた。

　棚には叔父さんの趣味だった古いＣＤが並び、整頓された机にはデスクトップパソコンとプリンター、それとラミネート加工ができる機材が置かれている。恐らく小さめの張り紙やメニュー表などは業者に頼まず自分で作っていたのだろう。

「業務用のパソコンだろうし、触っても大丈夫だよな」

　叔父さんの個人的なデータが入っていたら気まずいなと思いつつ、俺はパソコンを起動した。

　だがすぐにパスワード入力画面が出て行き詰まる。

「まあ、そりゃそうか」

　──唯奈ちゃんはパソコン触ってないって言ってたし、聞いても知らないだろうな。

　なら、とりあえず王道のパターンで試してみるしかない。

　まずは名前と誕生日の組み合わせ。

　叔父さんとおばさんのものでは弾はじかれた。

「Yuina1212、と」

　三回目に入力したのは唯奈の名前と誕生日──ログイン成功。

「……通っちまった」

　ほとんどダメ元だったので、しばし呆ぼう然ぜんとする。

　──まあ、唯奈ちゃんに激甘だった叔父さんらしいか。

　セキュリティ的には問題があるけれど、心は温かくなる。映し出されたデスクトップの背景は喫茶店の窓から撮影したと思われる海の景色だ。

　フォルダを開いてざっと確認してみたが、中身は喫茶店関係のデータばかり。叔父さんのプライベートを覗のぞき見みるようなことにならなくてホッとする。

　インストールされていた画像編集ソフトはバージョンこそ昔のものだが、大学で使っていたものと同じで操作は問題なさそうだった。

　──よし、やるか。

　俺はさっそく黒塗りの品目を抜いたメニュー表を作成し始める。

　せっかくなら単にメニューを抜くだけでなく、デザイン的にも良いものにしたい。

　──さっきのオムライスとハヤシライスは、ランチタイムの目玉だよな。もちろん一番引き立たせるべきなのは、オリジナルブレンドの珈琲コーヒー……。

　自信のあるメニューは大きく、目立つように。かと言って喫茶店の品を損なわないように。

　バランスを見極めつつ〝正解〟に近づけていく。

　デザインは絵画よりも優劣を付けやすい。具体的な用途がある以上、明確な評価基準が存在するのだ。

　ただ、真の正解に辿たどり着つけるのは一部の天才だけ。

　俺のような凡人は、試行錯誤で可能な限り正解との距離を縮めることしかできない。

　それでも──天才に一足飛びで追い抜かれるこの徒労が、俺は決して嫌いではなかった。

「ふぅ……わりといいんじゃないか？」

　久しぶりに自分でも納得できるデザインが出来て、俺は体を伸ばす。

　画面の中にある新たなメニュー表は、喫茶アザレアという場所にとても馴な染じんで見えた。

　続いてプリンターで必要な枚数だけ印刷。これで各席のメニュー表を差し替えられる。カフェインで頭が冴さえていたこともあり、ついデザインとラミネート作業に没頭してしまった。

　コンコン。

　そこに響くノックの音。

「宗そうにぃ、こっちにいる？」

「ああ」

　返事をするとドアを開けて唯ゆい奈なが部屋を覗のぞき込こんでくる。

「お風呂沸かしたから、先に入っちゃってよ」

「──了解」

　いいのか、と聞き返す言葉を呑のみ込こんで頷うなずく。一番風呂を譲ってくれたわけではなく、単に自分の後に入られるのが嫌なのかもしれないので、余計なことは言うべきではない。

　喋しやべらないホストは問題だが、喋りすぎるのも災いの元だと俺は知っていた。

　作業は終わっているのでパソコンをシャットダウンして、おじさんの部屋を出る。

　一階が店舗なこともあり、浴室は二階だ。だが何な故ぜか唯奈はそこまで俺についてきた。

「案内されなくても、さすがに場所は覚えてるぞ？」

「あ、うん。それは別に心配してないけど」

　頷うなずきつつも戻ろうとしない唯ゆい奈な。

　彼女はどこか気恥ずかしそうに視線を逸そらすと、上擦った声で言う。

「せっかくだし……背中とか、流してあげてもいいよ？」

「へ？　な、何で？」

　いきなりの提案に激しく戸惑う。何が〝せっかく〟なのか分からない。

「えっと、お礼というか感謝的な意味で……そういうの男の人は嬉うれしいって聞いたし」

「──また変な気の遣い方をしてるな。別にそんなことをしなくても俺はいなくならないよ」

　俺が嘆息すると、唯奈は複雑そうな表情を浮かべた。

「分かってる。〝責任〟を取ってくれるんだよね？　でもそれはそれとしてさ、宗そうにぃは今のところただ大変なだけじゃん。それじゃあ、あたしが不安になるの」

　彼女が何を言いたいのか、頭の中で整理しながら俺は答える。

「つまり……俺にリターンがない状況が、落ち着かないってことか？」

「まあ、そんな感じ。あのさ、宗にぃに助けてもらおうとした時、〝何でもするから〟って言ったでしょ？　あれ、マジだよ？　嘘うそじゃないから」

　俺をじっと見つめてくる唯奈の瞳には覚悟の色が滲にじんでいた。

〝何でも〟がどの程度のことを指しているのか分からないが、曖あい昧まいにできそうな雰囲気ではない。

「そこまで言うのなら……その方が楽になるなら、今度何かお礼をしてもらうことにするよ。ただ背中は流さなくていい。また別のことでな」

　頷くがそこは釘くぎを刺しておく。

「あ、そういうのはあんまり好きじゃないってこと？」

「いや──それ以前の問題というか。冷静に考えてくれ。唯奈ちゃんはもう中学生だし、さすがに一緒にお風呂へ入るのは良くないって分かるだろ」

　ホストなら女性が見せた隙は逃さないが、今の俺は彼女の従兄いとことしてここにいる。本当に小さな頃は彼女をお風呂に入れてあげたこともあった気がするが、この年で同じことができるはずもない。

「えっ!?」

　しかし何な故ぜかそこで唯奈は驚きの声を上げ、顔を真まっ赤かにした。

「な、な……お、お風呂にまで入るわけないじゃん！」

「へ？」

　今度は俺の方が戸惑ってしまう。

「あたし、ホントにただ背中を流してあげようかなって思っただけで……この格好のまま──服も脱ぐつもりなかったもん！」

「そ、そうなのか……」

　確かに彼女は〝背中を流す〟としか言っていない。

「そうだよ！　宗そうにぃのえっち!!」

「──悪かった。大人びた唯ゆい奈なちゃんを前にして、俺の方が冷静さを失っていたみたいだ」

　邪よこしまな想像をしてしまっていた自分を戒いましめつつ、俺は彼女に頭を下げる。

　これも男女のやり取りに慣れてしまった弊害かもしれない。

「ちなみに……じゃあさ、ただ背中を流すだけならオッケーってこと？」

　唯奈はまだ赤い顔で確認してきた。

「……しばらく考えさせてほしい」

　どこにラインがあるか分からず、俺は答えを保留する。

「えぇー」

　不満げに頬ほおを膨らませる唯奈。

　彼女との共同生活は思った以上に大変かもしれないと、俺は今になって感じていた。
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第二章　喫茶アザレア
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　喫茶アザレアは十一時から十四時までランチセットメニューのある軽食喫茶として営業し、そこから一時間の休憩を挟んで十五時から十八時まではカフェとして店を開ける。

　都会の喫茶店に比べると開店時間は少し遅めで閉店時刻は早いかもしれない。

　とは言え唯ゆい奈なは朝六時に起きて仕入れや仕込みを頑張っていたし、俺も早起きして店の清掃を徹底的に行った。

　準備が終わったのは開店時間ギリギリ。店の再開初日ということで不慣れな部分や失敗も多かったが、慣れたとしても学業と両立など不可能に近い仕事量だ。

「じゃあ、宗そうにぃ──がんばろうね。今日から再開するのは自分の足で伝えて回ったし、少なくとも常連さんは来てくれるはず！」

　気合十分な唯奈の格好は、清潔感のある白い七分袖シャツの上に黒のエプロンドレス。ウェイトレスではなく喫茶店の〝マスター〟としての服装だ。

「ああ、頑張ろう」

　頷うなずく俺も叔父さんの着ていた服を借り、ウェイターとして店に立っている。

　ドアに掛かる準備中クローズドの札をひっくり返し、営業中オープンに変えればその時点から開店だ。

　けれど特に開店待ちの客などいないので、しばらくは手持無ぶ沙さ汰たな時間が続く。

　カウンターの内側に立つ唯奈はそわそわしながらドアの方を眺めており、世間話をする余裕はなさそうなので俺も黙って客の訪れを待った。

「っ──」

　開店から十五分ほど経たった頃、初めてドアベルが鳴る。

「んっしょっと……失礼するよ」

　そう言って入ってきたのは、七、八十代ぐらいの男性。腰は曲がっているが腕や足は太く、がっしりとした体格だ。海沿いの町なので、昔は漁師だったのかもしれない。

「あ、サト爺じい──いらっしゃい！　来てくれたんだ！」

　嬉うれしそうに唯奈が出迎えの声を上げる。

　この様子だと近所の常連さんという感じだろうか。

「ああ、毎日散歩の途中にこの店で休憩するのが日課だったからね」

　唯奈に応えた男性の下に俺は歩み寄る。

「いらっしゃいませ。どうぞお好きな席に」

　常連なら決まった席があるのではと思い、あえて案内はせずに彼を促した。

　案の定、彼は迷いなくカウンターの一番左の席に腰かける。

　唯ゆい奈なもメニューを聞くことなく、珈琲コーヒーの支度に取りかかっていた。

　俺はグラスに水を注そそぎ、彼の元へと運ぶ。

「君は……宗そう助すけくんかい？」

　俺の顔をじっと見て彼が問いかけてきた。

「え──お会いしたことがありましたか？」

　こちらは覚えがなくて、驚きながら問い返す。

「何度か夏に見かけた程度だよ。大きくなったね」

「……はい」

　意外と覚えられているものだと俺は頷うなずく。

　そこで唯奈がカップに注いだ珈琲を彼の前に置いた。

「お待たせしました」

　そう言う彼女の表情には緊張が滲にじんでいる。これまでの味を知る常連に出すのだから無理もない。

「ああ、いただくよ」

　彼は唯奈の淹いれた珈琲に口を付けた。

　しばしの沈黙。

「────マスターの味だ。さすがは娘さんだな」

　唯奈は彼の言葉を聞き、表情を緩める。

「よかった……」

　心底嬉うれしそうに呟つぶやいた彼女は、ちらりと俺の方を見た。

　俺が頷き返すと、彼女はにこりと微笑ほほえむ。昨夜、妥協せずに試作を重ねた甲か斐いがあったようだ。

　常連のサト爺じいはそれから三十分ほど喫茶店で過ごし、ランチは食べずに帰っていった。

　その間、他の客入りはゼロ。

「まあ、しばらく休業してたんだから仕方ないな」

　俺が慰めるように言うと、唯奈は焦った様子で首を横に振る。

「仕方ないなんて言ってる場合じゃないよ！　前はこの時間だとランチのお客さんがたくさん来てくれたのに！」

「ああ、俺が夏に来てた時もそうだった。ご飯時は海の家や国道沿いの飲食店も満員になるから、こっちに客が流れてくるんだよな」

　そう答えたところでふと疑問を抱く。

「──唯奈ちゃん、この店への動線というか……これまではどうやって海水浴場辺りから客を誘導してたんだ？」

「え？　それは何カ所かある看板でだけど──」

　そこで唯ゆい奈なは言葉を切る。

　そして何な故ぜか彼女の顔色がみるみる青くなっていった。

　さらに体が震え始め、堪こらえ切れなくなった様子で彼女は頭を抱える。

「あ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　あたしのバカバカバカバカッ！」

　絶叫する唯奈に俺は驚く。

「ど、どうしたんだ？」

「やっちゃった……どうして忘れてたんだろ……ホントもう最悪……」

　今にも泣き出しそうな声で呟つぶやいた彼女は、ゆっくりと顔を上げた。

「あのね……宗そうにぃ……実はその看板に休業中って張り紙をしてて……そのままだったの。それじゃお客が来ないのも当たり前じゃない……！」

　ミスをした自分を許せない様子で、唯奈は強く拳を固める。

　早速の大失敗。彼女の決意と自信は、今深く傷ついた。

　喫茶店を諦めさせるなら、ここで慰めるだけでいいのだろうが──。

「大丈夫だ。まだ十二時前、十分に巻き返せる」

　けれど俺は力強くそう告げる。打ちひしがれる唯奈を見て、できることをやらずにはいられなかった。

「え？　でも……」

「ちょっと待っててくれ」

　俺はそう言うと唯奈を残して店の二階に上がり、叔父さんの部屋に入る。

　何かあった時のために立ち上げたままにしてあったパソコンの前に座り、手早く作業。

　至極簡単なデザインと印刷。そしてちょっとした工作。

　約五分で仕事を終えた俺は、できあがったブツを持って一階に戻る。

「そ、宗にぃ……それって……？」

　唯奈は呆あつ気けに取られた様子で俺が手にしたものを指差した。

「見ての通り、即席の看板だよ。休業中の張り紙を剥はがしついでに、これを持って宣伝してくる」

　俺はそう言って〝喫茶アザレア営業中！　只ただ今いまランチタイム　軽食あります〟という文字がでかでかと記された看板を掲げる。

　切った段ボールに印刷した紙を貼りつけただけの代物だが、今は時間が第一だ。

「だから──そんな暗い顔はしないでくれ。君には笑った顔がよく似合う」

「え、えっと……」

　俺の台詞せりふがクサすぎたのか、唯奈の表情に戸惑いが浮かぶ。

「店を留守にするわけにはいかないから、唯奈ちゃんはここにいて。俺は大勢の客を連れてすぐに戻ってくるよ」

　そう言って俺は彼女の返事を待たずに、看板を手に店を飛び出した。

　そして駆け足で緩やかな坂道を海へ向かって降りていく。

　途中、意識して探してみると確かに喫茶アザレアの看板は複数あり、休業中の張り紙を剥はがして丸め、エプロンのポケットにねじ込んだ。

　ウェイターの制服は、真夏の日差しの下だと正直暑い。

　額に滲にじむ汗を拭い、先を急ぐ。

　国道に出ると徒歩で道路脇を歩く観光客の姿が多くあった。

「喫茶アザレア、営業中でーす！　ランチタイムやってまーす！」

　恐らく食しよく事じ処どころを探していると思われる人々に呼びかけつつ、ビーチホテル脇の細道を通って海に向かう。

　ここからはもっと直接的に客を探す。

　海の家の前で「えーっ！　いっぱいなのーっ!?」と文句を垂れている大学生ぐらいの女子グループに目を付けて、そちらに足を向けた。

　首元のボタンを一つ外し、大きく深呼吸。

　今だけは遠慮せず、真昼に夜の顔を出す。

「ねえ君たち、ランチならいいお店を紹介してあげるよ」

　あえて至近距離まで来てから声を掛ける。

　驚いて振り向いた女性たちを、とっておきの笑顔で出迎えた。

「可か憐れんな君たちにぴったりのお洒落しやれな喫茶店があるんだ。興味があれば、そこまでエスコートするよ」

　しばしの沈黙の後、甲高い歓声が上がる。

　俺は看板を掲げて周囲にアピールしつつ、女性たちと共に喫茶アザレアに凱がい旋せんしたのだった。







「ランチセットでオムライス、ドリンクはアイスコーヒーで！」

「私はハヤシライスとオレンジジュース！」

　十二時半、喫茶店はランチの客でほぼ満員。

　俺が女性客を引き連れて戻った時にはもう何組か客が入っており、その後も客足は伸びていった。

　看板の張り紙を剥がし、大声で宣伝して回った効果だろう。

「かしこまりました。唯ゆい奈なちゃん、三番テーブル──」

　注文を受けると俺はすぐにそれを唯奈に伝え、次のオーダーを取りに向かう。

「ねえねえ、お兄さん。ちょっとお話しようー？」

「この後アタシらと遊ばない？」

　そう声を掛けてきたのは、俺が直接案内してきた女性客たち。

「ごめんね、今は忙しいから。また次の機会に声を掛けてよ」

　その誘いを丁寧に躱かわしつつカウンターへ戻ると、何な故ぜか唯ゆい奈なにジト目で睨にらまれる。

「お客さんを連れて来てくれたことは感謝してるけどさ……宗そうにぃ、やっぱチャラい」

　それだけ告げて彼女はキッチンに入っていった。

　客入りに貢献できるならと、今回は自分のスキルを活用してみたのだが、彼女には不評だったらしい。

　ただそんな気まずさも、忙しさの中ではどこかへ飛んで行く。

　ランチタイム中は客足が途絶えず、俺と唯奈ちゃんは休む間もなくそれぞれの仕事に没頭した。

　十四時になって一旦店を閉め、札を準備中クローズドに変えるとどっと疲れが出てきて俺はカウンターの席で突っ伏す。ホストクラブでかなり鍛えられたと思っていたが、仕事が変わるとまた別の体力を消費するものらしい。

　唯奈もふらふらと俺の隣に腰かけ、同じように顔を伏せた。

　喋しやべる気力も、動く気力もなく、しばらくそのままお互いに無言で過ごす。

「……今のうちに、お昼ご飯食べないとね」

　五分ほど経たって、唯奈が呻うめくように呟つぶやいた。

「ああ……あと、掃除もしなきゃな」

　俺も同意し、渋々体を起こす。

　まかないは唯奈が作るのに失敗したオムライスをベースに少しご飯を足し、ハヤシライスのソースを掛けたもの。

　卵が崩れていて見た目はあまりよくなかったが、味はとても美お味いしかった。

　そして十五時からは再び店をカフェとしてオープンする。

　地元の常連らしき客が十分ごとくらいに訪れ、客席は徐々に埋まっていった。観光客もやってきたがランチタイムとは違い、二組程度。

　賑にぎやかになりすぎることなく、喫茶店には午後の緩やかな時間が流れる。

　そして十七時になり、かなり客が少なくなった頃──ドアベルを響かせて、見知った人物が現れた。

「おっす、来たぞー」

　昨日とは柄の違うアロハを着た健けん吾ごは、俺に手を挙げて挨拶する。

　その後ろから赤ん坊を抱いた女性も姿を見せ、柔らかな笑みを浮かべた。

「宗そう助すけくん、久しぶりー」

　一目で〝優しそう〟だと感じる温和な雰囲気。彼女もまた健けん吾ごと同じく、この町での幼おさな馴な染じみ。

「健吾に……茜あかねか！　で、その子が──」

　赤ん坊に視線を向けると、彼女は頷うなずく。

「ええ、息子の啓けい一いちよ」

　腕の中の赤ん坊は眠っているようで、名前を呼ばれても自分の指をしゃぶりながら目を閉じていた。

「啓一を連れて挨拶に行きたいって茜がうるさくてよ。今の時間ぐらいなら迷惑にならないかと思って来たんだが……」

　健吾はそう言って喫茶店の中を見回す。

　カウンターに客はいないが、奥にある窓際のテーブル席には二組の客が座っていた。

「まだ客はいるみたいだし、もしこいつがぐずりだしたらすぐにお暇いとまするよ」

　息子の様子を確かめつつ、健吾は少し抑えた声で言う。

　すると唯ゆい奈ながカウンターから身を乗り出し、口を挟んできた。

「そんな気を遣わなくていいですよ！　ほら、宗そうにぃ──健吾さんと茜さんを案内してあげて」

「ああ、分かった」

　俺は頷き、二人を席へ誘導する。

「ありがとな──そういや、沙さ夜やは来てねえのか？」

　席へ着いた後、もう一度店内を見回して健吾は問いかけてきた。

「来てない。けどまあ、そのうち顔を出すって言ってたよ」

　俺の答えを聞くと、健吾は意外そうに眉を動かす。

「ん？　じゃあ一度は会ったってことか？」

「昨日、海でな。健吾が報しらせたんだろ？」

「そうだけどよ……あいつも仕事中だったはずなのに──こりゃもしかすると……」

　口元に手を当てた健吾は、茜の方に視線を向ける。

「そうねー、まだ〝ある〟かもねー」

　妙に嬉うれしそうな顔で茜は相あい槌づちを打った。

「だよな！　おい宗そう助すけ、お前ちょっと頑張ってみたらどうだ？」

　何のことを言っているのか分からないほど、俺も初う心ぶではない。というかこの二人は昔から何かと俺と沙夜の関係をイジってくるのだ。

「残念だけど、まだ頑張る以前の状況だ。沙夜にも変なこと言って困らせるなよ」

　調子に乗りがちな友人二人に釘くぎを刺しておく。

　沙夜はもう気にしていないと言ってはいたが、とにかくまず謝らないことには時間を先に進められない。

「はーい、その辺りは弁わきまえておりますよー」

　茜あかねは笑顔で頷うなずく。

「宗そうにぃ、何の話？」

　俺に訝いぶかしげな視線を向けてくる唯ゆい奈な。

「──何でもない。気にしないでくれ」

　笑顔で誤ご魔ま化かすが、彼女は不満げな表情を見せる。

　ただそれ以上追及してくることはなく、昔なじみたちと過ごす和やかな雰囲気のまま、再開初日の営業時間は終了したのだった。





　　　　　　　２






「ぷはぁっ……はぅ～……一日目終わったぁ……」

　クローズ作業後の夕食。

　唯奈は冷水を一気に飲み干し、大きな溜ため息いきと共に呟つぶやく。

　テーブルに並んでいるのは、具材多めのナポリタン。唯奈が疲れ果てていたので、俺が余り物の食材を利用して作ったのだ。正直俺は料理が得意な方ではないが、それでも独り暮らしは長いのでこれぐらいは何とかなる。

「お疲れ。ランチタイムはほぼ満員で、その後も常連の人が大勢来てくれたし──忙しさとしては最大レベルだったと思うよ」

　俺の言葉を聞いた唯奈は顔を上げた。

「うん──すっごいたくさんのお客さんだったね。誰も来ないよりはずっといいけど、店が混むとこんなに大変なんだ……」

　しみじみと言う唯奈。

　手伝いではなく、マスターとして店に立ったことで、その忙しさを実感したのだろう。

「地元の人は再開初日だからってことで顔を見せに来てくれたみたいだし、明日以降は少し落ち着くはずさ。ただ……今はシーズン中だ。ランチタイムはまた海水浴客で混雑するかもな」

「うわぁー……頑張らなきゃ。でもでも、これだけお店が繁盛してるなら恵けい子こさんにも文句言われないよね！」

　げんなりとした表情を見せた唯奈だったが、一転して笑顔を浮かべ、俺に問いかけてきた。

「それは……」

　だが俺は言葉に詰まる。確かに店はこれ以上ない賑にぎわいだった。けれど経営において最も重要なことは別にある。

　同意するには、まずそれを確認しなければならない。

「ちなみに、今日の売り上げは？」

「えっと、確か──」

　唯ゆい奈なが口にした金額はなかなかのもの。

　帳簿でこれまでの売り上げを確認していたが、その中でも上々な部類だ。ただ……。

「すごくいい結果だとは思う。でも恵けい子こさんはまだ納得しないだろうな」

「え!?　な、何で？」

　驚く唯奈に俺は言い聞かせるように語る。

「喫茶店を続ける条件は、経営を安定させた上で学業と両立させること。そうだったよな？」

「う、うん」

　頷うなずく唯奈に重ねて問う。

「俺がいるのは夏休みの間だけだし、唯奈ちゃんも九月になれば学校が始まる。そこからのことは考えてる？」

「とーぜん！　九月からは──ううん、それまでに誰かを雇うつもりだし。女性で、身元がちゃんとしてれば恵子さんも認めるって言ってたの」

　見ず知らずの大人を雇うことには反対していたが、その辺りの譲歩は引き出していたようだ。けれどそれでも問題は残る。

「確かに、人を増やせれば何とかなるね。でも……帳簿と今日の売り上げを確認して分かった。この店にそんな余裕はないよ」

　俺が指摘しなくても、たぶん唯奈もいずれ気付くこと。

　けれど夏休みは有限なので、早めに言っておくことにした。唯奈が直面している〝現実〟の一つを。

「え──だけど、今日ぐらいお店が繁盛してれば一人ぐらいは何とか……」

「夏以外のこの町を俺は知らないけどさ、これだけ賑にぎわうのは海水浴のシーズンだけなんじゃない？」

「っ……」

　俺の指摘に、唯奈は反論の言葉を呑のみ込こむ。

「そもそもメニューの値段が安すぎるんだ。叔父さんとおばさんの二人で経営する分には何とかなってたんだろうけど、誰かを雇ったら人件費で赤字転落は間違いない」

「じゃあ……じゃあ──宗そうにぃは、どうしたらいいと思う？」

　追い詰められた表情で唯奈は俺に問いかけてきた。

「俺みたいな素人でも思いつく方法は二つだな。一つはメニューの値段を上げる」

「だ、ダメだよ！　そんなことしたら常連さんをがっかりさせちゃうし、お父さんとお母さんが拘こだわった部分なら、あたしがそれを継がないと！」

　唯ゆい奈なは大きく首を横に振る。

「──だったら、二つめの方法だ。シーズン外の営業が難しいなら、シーズン中だけオープンする喫茶店にすればいい」

「ダメダメダメ!!　それこそ意味ないし！　お父さんたちの喫茶店は、そういうんじゃないもん！」

　強い口調で唯奈は俺の案を撥はねつけた。

「じゃあ、他の方法を見つけるしかないな」

　俺が笑顔を向けると、彼女は気勢をそがれた様子で瞬まばたきをする。

　別に説教をするつもりはないし、俺の意見を押しつけるつもりはない。

　俺の役目は彼女に一つずつ現実を示すこと。

　そうすれば彼女はいずれ諦めるはずだ。全力で足あ掻がいて、もがいて、どうしても無理だと悟った時、人はようやく夢を捨てられる。

　俺はその手伝いをするために、今ここにいるのだ。

　もちろん──こうして一緒に働くほどに、彼女の願いが叶かなってほしいという気持ちも大きくなる。

　だけどやはりこのまま無理に喫茶店を続けて、彼女が幸せになれるとは思えない。少なくとも、今のままでは。

「分かった。あたし、考えるから。あたしがこの店のマスターだもん」

「ああ、頑張れ」

　どうか、ちょうどいい〝落としどころ〟に辿たどり着つけることを祈りながら、俺は頷うなずいた。







　喫茶アザレア、営業再開二日目。

　昨日は疲れてすぐ寝たため、起床アラームに頼ることなく朝七時に目が覚めた。

　やることが多かった初日とは違い、ホール担当の俺はオープン一時間前に開店作業に入れば十分間に合う。だがせっかく早起きできたのだからと、外の気温が上がる前に店前の掃除を済ませておくことにした。

　──すっかり健康的な生活リズムになったな。

　少し前まで夜の仕事をしていたことが信じられない。

　朝であっても太陽は眩まぶしく、辺りには蝉せみの大合唱が響いている。ただ風には早朝の涼しさがまだ残っていて、汗ばむ肌から熱を運び去ってくれた。

「…………」

　玄関前には思ったより砂汚れが多く、俺は竹ぼうきでそれを掃いてゆく。

　──唯ゆい奈なちゃんは、これからどうするだろう。

　単純作業をしていると自然と物思いに耽ふけってしまう。

　問題点は昨日はっきりさせた。それとどう向き合うかは彼女次第。




「あのー」




　するとそこで後ろから声を掛けられる。

「うおっ!?」

　全く気付いていなかったせいで、裏返った声が出る。大げさなリアクションをしてしまったことに気恥ずかしさを覚えながら、俺は後ろを振り向く。

　そこにいたのはセーラー服を着た少女。

「…………お嬢さん、何か御用でしょうか？」

　今の俺は店用の服を着ているので、店員として丁寧に問い返す。

　目鼻立ちがはっきりした可愛かわいい子だ。

　黒髪のショートカットで、肌は小麦色に日焼けしている。すらりと伸びた手足は細いが引き締まっていて、筋肉質であることが分かった。

　──一昨日おとといも見たな。

　彼女が背負った小さめのスポーツバッグにも覚えがある。

　葬儀の時に唯奈が来ていた制服と同じなので、恐らく彼女の知り合いなのだろうが……。

「このお店の人、ですよね？」

　少女はじっと俺を観察するように眺めながら問いかけてきた。

「ええ」

　見ての通りだと思いつつ、俺は首を縦に振る。

「ひょっとして……新しい店長さんですか？」

　どうやら彼女はこの喫茶店の事情をある程度知っているらしい。

「いや、俺は従業員というより──夏の間だけの手伝いですね」

　それを聞いた少女は、わずかに目を見開く。

「じゃあやっぱり、ホントに唯奈が……」

　少女の呟つぶやきが耳に届き、予想が当たっていたことを知る。

「君は、唯奈ちゃんの友達かい？」

　どうやら客ではないらしいので、口調を崩して問いかけた。

「はい──クラスは違いますけど、うちは同じ部活……だった五十嵐いがらし理り香かっていいます」

　きちんと名乗られたので、俺も応えることにする。

「理り香かちゃんか、よろしく。快活そうな君に似合う素敵な名前だね。俺は唯ゆい奈なちゃんの従兄いとこの間ま宮みや宗そう助すけだよ」

「え？　あ……は、はいっ」

　だが彼女──理香は妙に戸惑った様子を見せた。

　恐らくいきなり名前で呼んだ俺に驚いたのだろう。

　──唯奈ちゃんに知られたら、またチャラいって言われそうだ。

　そう思いつつもここで改めて訂正するのも気まずいので、そのまま押し通すことにする。

「理香ちゃんは唯奈ちゃんに何か用があるのかな？　なら、呼んでくるけど」

　まだ仕込み作業に忙しい可能性もあるが、わざわざ友達が訪ねてきたのなら呼びに行った方がいいだろう。

「い、いえ！　それは大丈夫です！　たぶん、どうせ話してくれないし……」

　暗い表情を見せる彼女だったが、何となく話を聞いて欲しそうな気配を察して問いかけてみる。

「もしかして、喧けん嘩かでもした？」

「あー……はい。そんな感じです」

　苦笑しながら理香は頬ほおを掻かいた後、こちらに探るような視線を向けた。

「あの、間宮さんは唯奈から部活のこと何か聞いてたりしませんか？」

「部活？　いや、何も聞いてないけど」

　俺の答えを聞くと、理香は露骨に落胆した様子を見せる。

「……そう、ですか」

「というか唯奈ちゃんは何の部活に入ってるんだ？」

　そこが気になって俺は質問した。

「水泳部ですよ」

「……………………水泳？」

　驚きのあまり、聞き間違いかと思ってしまう。

　それほど俺にとっては、一番ありえないと思っていた答えだったから。

「どうしてそんなにびっくりしてるんですか？」

　俺のリアクションを訝いぶかしんで、理香が首を傾かしげた。

「いや──俺が唯奈ちゃんに会ったのって五年ぶりなんだけどさ、昔の唯奈ちゃんは泳ぐのがかなり苦手だったから」

　五年前の九く谷たに唯奈は、家の中で小説や漫画を読むのが好きな子だった。

　彼女が基本的に海に出ることはなく、実は俺や健けん吾ごたちと一緒に遊ぶ機会はかなり少なかったのだ。

「あ、はい、知ってます。小さい頃に海で溺れかけて、水が怖くなったんですよね？　でも親戚のお兄さんに泳ぎを教わってから克服したって──」

　そこまで口にしたところで、理り香かはハッとした表情を浮かべる。

「もしかして、そのお兄さんって……？」

　じっと見つめられた俺は、多少困惑しつつも頷うなずいた。

「確かに──唯ゆい奈なちゃんに相談されて、水に慣れる手伝いはしたけど……その時はやっと顔を水につけられるようになったレベルだったよ」

　あれは五年前の夏のこと。あの年は色々あった。何かあったら助けると──そう約束したのも確か五年前。

「それから練習して、むしろ水泳が大得意になったって言ってましたよ。実際、うちよりも速いですから、才能があったんだと思います」

　そう答える理香の顔には、友人としての誇らしさとわずかな悔しさが滲にじんで見えた。

「知らなかったな。全然日焼けもしてなかったから、変わらずインドア派なのかと思ってた」

「あはは、うちらの学校は水泳にかなり力を入れてて、冬でも練習できるように屋内プールがあるんですよ。だから気を付けてれば日焼けはそんなに。まあ、うちは海でも泳いでるからこんな感じですけど」

　日焼けした腕を見せて理香は笑う。

「じゃあ、ひょっとして君の水泳部は強豪なのか？」

「県内の中学だと一番かもです。唯奈なんて去年、一年生で全国行ってますし」

「マジか──」

　そこまでとは思わず、俺は息を呑のんだ。

　そんな俺に理香は真剣な眼まな差ざしを向ける。

「今年は全国大会で優勝するんだって、一緒に頑張ってました。なのに突然、部活を辞めるって言い出して……理由を聞いたら喫茶店を自分が継がなきゃいけないからって……」

　そこで彼女はぐっと拳を握りしめた。

「納得できなくて説得しようとしたら、喧けん嘩かみたいになっちゃって……それから話せてません。でも、このままでいいなんて──うちは思えなくて……」

　理香はそう言うと俺に詰め寄ってくる。

「そうだ！　お兄さんが喫茶店の店長さんをやるのはダメなんですか？　そしたら唯奈は部活に戻れると思うんですが！」

　期待の眼差しを向けられてしまうが、俺は首を横に振った。

「俺は夏の間の手伝いだって言っただろ？　夏休みが終わったら東とう京きようの大学に戻るから店長なんて無理だよ」

「大学……そっか、お兄さんにはちゃんと将来の夢があるんですね」

　がくりと肩を落とす理り香かだったが、その言葉は俺の胸にぐさりと刺さる。

「それは……」

　上う手まく返事ができなかったのは、俺は夢を諦めて──いや、忘れようとしてこの町に来たから。そんな俺が〝夢がある〟なんて胸を張って言えるはずもない。

　言葉を濁らせた俺に気付き、理香は再び目を輝かせた。

「もしかして、まだ自分探しの途中とか、そんな感じですか!?」

「い、いや……」

「やりたいことが決まってないのなら、店長さんの件、考えてみてくださいよ！　こんな素敵な喫茶店の店長さんなんて、きっとすっごいモテますから！」

　喫茶アザレアの外観を身振りで示す理香。この喫茶店が魅力的なのは俺も同意見だが……。

「お兄さんカッコイイし、うちも好きになっちゃうかも？　どうどう？　わりと良い話じゃないですか？」

　さらに距離を詰め、理香は俺を間近から見上げてくる。シャンプーの香りだろうか、かすかな甘さが風に乗って鼻に届いた。

「あまり大人をからかうな」

　今の俺はホストではないのだと胸の中で言い聞かせ、積極的すぎる中学生に注意する。

「大人って、お兄さん大学生じゃないですか」

　何を言っているんだという顔で言い返され、俺は渋々訂正した。

「……そうだな。大人じゃなかったな」

　よく考えれば、この先ちゃんとした大人になれる自信もない。

　家族を持ち、父親の顔になっていた健けん吾ごとは違い、俺はまだ子供のままだ。

「ですです、だから全然守備範囲内です。うち、別に年上趣味ってわけじゃないですけど、お兄さんは余裕でイケます！　自信持ってくださいよ！」

　いつの間にか慰められているような構図になっており、俺は苦笑いをするしかない。

「そりゃありがたいね。これからは強く生きるよ」

「あ、その顔──冗談だと思ってますね？　うち、結構本気ですから、お兄さんも真面目に検討してみてください」

　そう言うと理香は俺から離れる。

「じゃあそろそろ行かないと部活に遅れるんで」

「……ああ、頑張って」

　何だか嵐のようだったなと思いながら、手を挙げて彼女を送り出した。

「はい！　あ──もし話せそうだったら、唯ゆい奈なに全国大会のこと聞いてみてください。部長に頼んで、退部のことも、大会エントリーの辞退もしばらく保留にしてもらってますから！」

　最後にわりと重い頼み事をして、理り香かは走り去って行く。

　──間違いなくその話題は地雷だろうな。

　恐らく水泳も、唯ゆい奈なが諦めたものの一つ。

　下手に突つつけば唯奈を怒らせることになる。しかしだからと言って避けるわけにもいかない。

　俺の役割は唯奈を〝助ける〟ことなのだから。
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　タイミングを探りつつ、ようやくその話題を出せたのは昼休憩の時。

「唯奈ちゃん、水泳部だったんだな」

　余りの材料で作ったサンドイッチを食べつつ、俺はさりげなく話を振る。

「あ…………うん。もう辞めたけど」

　食事の手を止めた唯奈は、バツが悪そうな顔で答えた。

「ああ、それも聞いた」

「誰から？」

「理香ちゃんって子。今朝、店の前で声を掛けられてさ」

　この辺りは変に誤ご魔ま化かさない方がいいだろうと、正直に話す。

「……理香、来てたんだ」

「遠慮してたけど、唯奈ちゃんと話したそうだったな」

「…………そう」

　何か思い悩んでいる様子で彼女は相あい槌づちを打った。

　空気がかなり重くなってきたので、一旦少し話題を変える。

「けど驚いたよ。唯奈ちゃん、泳げるようになったんだな」

「それはまあ──宗そうにぃのおかげだし」

　照れたのか、視線を逸そらす唯奈。

「あの時は別に泳ぎを教えたわけじゃないだろ？　おばさんに唯奈ちゃんが〝海で友達と遊べるようになりたい〟って言ってるって頼まれて、水に慣れる練習を手伝っただけで……」

　五年前を思い出しながら言う。

　かなり唐突な頼み事で戸惑ったのを覚えている。

「でも、あれが切っ掛けだったから。水……というか海って、自分じゃどうにもならない怖いモノだって思ってたけど、そうじゃないって分かったし。泳ぎが上う手まくなってからはホント平気になったんだ」

　唯ゆい奈なの声には自信が漲みなぎっていた。

　水泳の才能が開花したことで、幼い頃の恐怖は払拭できたらしい。

「だったら──よかったよ」

　あの時の努力が無駄ではなかったと知り、素直に嬉うれしくなる。

「うん。だけどさ、よくあの時引き受けてくれたよね。正直あたし、宗そうにぃとすごく仲がいいわけじゃなかったじゃん」

「まあ……俺はいっつも外で健けん吾ごたちと遊んでたしな。唯奈ちゃんはなかなか部屋から出て来ないから──正直、避けられてるのかなと思ってたよ」

　俺が同意すると唯奈はあたふたと手を振った。

「そ、そんなわけないじゃん！　あれは緊張してたというか、恥ずかしかっただけで……」

「そうだったのか、初めて聞いた」

　五年越しに知る真実に俺は驚く。

「それこそ恥ずかしくて言えるわけないし。でも……そういう風に思ってたのなら、なおさらお願いを聞いてくれたのが不思議かも。だってホントなら健吾さんたちと遊びたかったはずだよね？」

　唯奈の質問を受け、俺は頷うなずいた。

「まあ、そう思ってなかったと言えば嘘うそになるな」

　この町には毎年訪れていたが、滞在期間は限られている。バイト以外は全て遊びに充てるぐらいの勢いで俺は時間を惜しみ、夏を満喫していた。

「じゃあ……何で？　あの時だけじゃなくて今回もだけど、宗にぃは優しすぎて逆にちょっと不安になるよ」

「何で、か」

　答えに詰まる。

　今回に関しては現実逃避という意味合いもあるので利益はあるが、五年前の件は確かに俺のメリットはほとんどない。なのに唯奈ちゃんを助けることにしたのは──。




『よろしくね、宗くん』




　一瞬〝あの人〟の顔と声が脳裏を過よぎり、慌てて頭を振った。

　これだけは思い出してはいけない。ずっと忘れた振りをして、目を背けて、長い時間を耐えてきたのだから。

　そんな俺の様子を見た唯奈は、何な故ぜか頬ほおを赤らめて問いかけてくる。

「も、もしかしてさ……宗にぃ、あたしのこと……好き、だったり？」

「え？」

　しばし呆ぼう然ぜんとした後、自然と笑みが零こぼれた。

「はは──そうだな。唯ゆい奈なちゃんのことはもちろん好きだよ」

「ちょっ……あたしはそういう意味で聞いたんじゃ……あー……もう、シャコウジレイとかは別にいらないし！」

　拗すねて顔を背ける唯奈。

　その様子は愛らしくて、素直に可愛かわいいと感じる。

「五年前、頼み事をされるまではあまり話さなかったのは事実だけどさ。一生懸命に苦手なものに向き合って克服しようとしてる唯奈ちゃんは心の底から尊敬できたし、一緒に練習している間にホントに仲良くなっただろ？　だから別に社交辞令のつもりはないよ」

「う……だ、だからもういいって！　そんなに褒めないで！」

　顔を真まっ赤かにして唯奈は叫ぶ。

　感情でころころと変わる表情。それはまた〝あの人〟を思い出させて、胸の奥が鈍く痛む。

「分かった。唯奈ちゃんのおかげで俺も受験勉強を頑張ろうって思えたこととかは秘密にしとく」

「って言ってるじゃん！」

　ツッコみつつも恥ずかしさからか、唯奈の視線は揺れていた。

「はは、ごめんごめん」

　これ以上は可哀かわい想そうなので、素直に謝っておく。

　そこからはどこか浮ついた空気感の中、お互い無言でサンドウィッチを頬ほお張ばった。

　そして昼食後、一緒に片付けをしていたところで俺は一つ気になったことを口にする。

「そういえば、せっかく泳げるようになったのに海ではあまり遊んでないのか？」

　彼女の白い腕や首筋。水泳部の理り香かとは違い、ほとんど日焼けはしていない。

　もちろん日焼け止めなどでケアしているのだろうが、海に入って遊ぶとなれば完全に日焼けを防ぐのは難しいはずだ。

「うん、今年はそんな余裕ないし──そもそも泳ぐのは基本的に学校の屋内プールだけだったから」

「……喫茶店で忙しいのは分かるけど、定休日とかは気分転換で遊んできてもいいんだぞ？　水を克服したのも友達と一緒に遊ぶためなんだろう？」

　気を遣って提案するが、唯奈は不服そうに頬を膨らませる。

「別にいい。というかそれじゃ意味ないし」

「意味？」

「何でもなーい」

　ツンとした態度で答える唯ゆい奈な。

　どうやらまだ彼女には色々と事情がありそうだ。

　結局、水泳のことに関してもあまり深く踏み込むことはできていない。

　積みあがった数多あまたの問題を前にして、夏はあまりにも短く感じた。
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　未いまだ正式に仲直りはしてない幼おさな馴な染じみ、柊ひいらぎ沙さ夜やが喫茶アザレアを訪れたのは、その日の夕方。ラストオーダー前ギリギリの時間だった。

「アイスコーヒー、一つ」

　沙夜はそう言うと、案内される前に一番見晴らしのいい奥のテーブル席に向かっていく。




「……沙夜さん、やっぱ綺き麗れいだなぁ」

　カウンターの内側に立つ唯奈は、長い黒髪を揺らして歩く沙夜を眺めながら小さく呟つぶやいた。

　──まあ、確かにな。

　心の中で俺は同意する。

　都会で美人を見慣れた俺の目にも、沙夜の容姿は際立って見えた。中学の頃からモテていたのは知っていたが、恐らく今はその比ではないだろう。

　今日は地元の常連客が少なく、唯奈がアイスコーヒーを用意している間に、客は沙夜だけになってしまう。

「お待たせしました」

　沙夜はぼーっと窓から海を眺めていた。

　俺がテーブルにアイスコーヒーを置くと、彼女は周りを見回してから言う。

「他にお客もいないし、話し相手になってくれない？」

　ちらりとカウンターの方を見ると、唯奈は構わないというように頷うなずいた。

「ああ、じゃあ隣失礼するよ」

　俺はそう言って彼女の隣の席に腰を下ろす。

「って何で隣なのよ？　テーブル席なら普通向かいでしょ？　しかも何だか距離近いし」

　沙夜は少し声を上擦らせ、向かいの席を指差した。

「あ……それもそうか」

　ハッとしてそちらの席に移る。

　ホストの仕事をする時は女性の隣に座るのが普通なので、無意識でやってしまった。

「まったく、びっくりさせないでよね」

　沙さ夜やはぼやきながらグラスを手に取り、アイスコーヒーに口を付けた。彼女の細い喉がごくりと動く。

「──おいし」

「だろ」

　頷うなずく俺に、沙夜は面白そうな目を向けた。

「うちの自慢の珈琲コーヒーです、って顔だね」

「今はここの従業員だしな」

　苦笑を浮かべて俺は答える。

「いつまでいるの？」

「今のところは八月の終わりまで。大学の夏休みはもう少し長いんだけどさ」

「ふぅん」

　アイスコーヒーを飲みつつ、沙夜は相あい槌づちを打った。

「大学、東とう京きようなんだっけ？　楽しい？」

「…………微妙」

　俺が今目を背けている諸もろ々もろへの感情をその一言に込める。

「えー、贅ぜい沢たく」

「贅沢ってな……いや、そうか」

　反論しそうになるが、進学と上京をさせてもらっている時点で恵まれているのは確かだろう。

「そうだよ。あんたが楽しんでないと、頑張ってる私が馬鹿みたいじゃん」

「……頑張ってるって何を？」

　俺の問いを受け、沙夜はにやりと笑ってみせた。

「東京に出る準備」

「上京するのか？　けどこの前、店の手伝いをしてるって──」

　だから沙夜も健けん吾ごと同じく家業を継いだのかと思っていた。

「そ、まだ手伝い。柊ひいらぎ呉服店は私が継ぐのが決定事項みたいなものだけど、その前にもう少し外の世界を見たいっていうか、人生経験積みたいじゃない」

　柊呉服店は何代も続く老舗しにせ。彼女はそこの一人娘だ。

「だから東京へ？」

「うん。服飾の専門学校に行くつもりでコツコツお金貯ためてる。朝は新聞配達で、夜は居酒屋のバイト。家の手伝いじゃお金は貰もらえないしね」

　そう言った彼女はじっと俺を見つめて嘆息する。

「はぁ……上京したら、ついでに宗そう助すけのところへ行って驚かせるつもりだったのにー」

「ホントに来てたら滅め茶ちや苦く茶ちやびっくりしただろうな」

　そんなのは完全に不意打ちだ。五年前の罪悪感から、逃げ出していたかもしれない。

「でしょ？　あー、残念」

「まあ、この前のあれも驚いたけどな」

　いきなり海の中に引っ張り込まれて死ぬかと思った。

「あはは！　宗そう助すけがいい反応してくれたおかげで、ちょっとはすっきりしたわ」

「──気にしてないとか言ってたけど、やっぱり仕返しの意味もあったんだな」

「そりゃそうよ。五年前のことは水に流しても、あれっきり顔を出さない宗助にはずっとムカついてたから」

　じろりと睨にらみつけられて、俺はごくりと唾を呑のむ。

　美人が怒った顔をすると凄すごみが違う。

「悪かった。五年前のことも──ずっと逃げてたことも」

　ようやくタイミングが来たと思い、俺は姿勢を正して謝った。

　すると沙さ夜やも真面目な顔になる。

「逃げてた、か。まあ謝罪は受け入れてあげるけどさー、逃げてた理由は私のことだけじゃないんじゃないの？」

「え？」

　その切り返しは予想外で戸惑う。

　すると沙夜はカウンターの方に視線を向けた。そこでは唯ゆい奈なが窺うかがうようにこちらを見ていたが、目が合うと慌てた様子でグラス磨きを始める。

「唯奈ちゃん、可愛かわいくなったでしょ？」

「ああ、そうだな」

　そこは否定する材料が全くないため、俺は首を縦に振った。

「玲美さんに似てきたね」

「…………」

　だが次の言葉には相あい槌づちを打つことができず黙り込む。

　九く谷たに玲れ美み──彼女の母親。昔とは違い活発で明るい印象になった唯奈には、確かに彼女の面影を度々重ねてしまう。

　そんな俺を眺めながら沙夜はアイスコーヒーを飲み切り、席を立つ。

「じゃあ、そろそろ行くわ。お勘定お願い」

「……おう」

　俺は頷うなずき、彼女と一緒にレジへ向かう。

　いつの前にかもう午後六時。閉店の時間だ。

「また来るわね」

　会計を済ませた後、彼女はそう言って店を出て行った。

「ありがとうございましたー」

　後ろから響いてきた唯ゆい奈なの声。

　その声にも〝あの人〟の名残を感じてしまいそうになり、俺は小さく頭を振った。





　　　　　　　５






　午後十時。

　風呂に入った後、敷いた布団に寝転がりながらスマホでニュースをチェックしていると、部屋の外から軽い足音が聞こえてきた。

　唯奈も入浴を終えて戻ってきたのだろう。そう思ってスマホを弄いじっていたが、足音の主は何な故ぜか俺の部屋の前で立ち止まる。

「宗そうにぃ……入ってもいい？」

　躊躇ためらいがちな呼びかけに俺は慌てて起き上がった。

「──ああ。どうぞ」

　扉が開いて、パジャマ姿の唯奈が部屋に入ってくる。

　やはり風呂上がりらしく肌は薄うつすらと火照り、髪はしっとりして見えた。

　制服姿や喫茶店のマスターの服装をしている時は成長したなと思っていたが、ピンク色のパジャマは丈が短めなこともあり少し子供っぽい。

　けれど薄着のせいで体のラインが強調されており、女の子らしいその曲線と漂うシャンプーの香りにドキリとしてしまった。

「お邪魔しまーす……」

　そう言いながら唯奈はペタンと布団の上に腰を下ろす。

「こんな時間にどうしたんだい、お姫様」

　自分の緊張を誤ご魔ま化かすため、あえて冗談めかして言う。

　女性の相手は仕事で慣れたはずなのに、何だか気持ちが落ち着かない。

「この前のこと……お店を続けるためにどうしたらいいか──あれから、あたしも色々調べて……考えてみたから、話を聞いてほしくて」

「そのことか。もちろん聞くよ」

　俺は内心少しホッとしつつ、彼女に頷うなずき返した。

「ありがと──あのね、やっぱり宗にぃの言った通りだった。今の状態じゃ誰かを雇う余裕なんてなくて、何かを変えなきゃいけない。それは分かったの」

「ああ」

　俺は短く相あい槌づちを打ち、続きを待つ。

「でも……値上げして常連さんたちをがっかりさせるのは嫌。シーズン中だけオープンするなんてのも嫌。どうしても嫌なことばっかりで、変えられる場所が見つからないよ」

　そう言うと彼女は唇を噛かみしめて、目を伏せた。

　どうやらまだ〝方法〟は摸も索さく中のようだ。だが──。

「まずは一歩目だな」

「え？」

「何かを変えようって、そう決められただけでも前進だ。どうしても嫌なこと──譲れないものがはっきりしているのも良い。それを基準に考えてみよう」

　この喫茶店を続けているのは、一言で言えば彼女の我がままだ。だから何一つ譲歩しないかと思っていた。その場合、この喫茶店は夏と共に終わっていただろう。

　それが彼女の精一杯であるのなら、俺は黙って見守るつもりでいた。

　ただ──まだ足あ掻がくのであれば話は別。どこかで……もっと分厚い〝現実〟に阻まれるまで、この子に力を貸そう。

「基準……？」

　いまいち話を呑のみ込こめていない様子の唯ゆい奈なに、俺は丁寧に語りかける。

「俺は東とう京きようでデザインの勉強をしていたんだけどさ。デザインっていうのは受け手──依頼主やお客さんのことを第一に考えて何かを作ったり、設計したりすることなんだ」

「……うん？」

　まだきょとんとしている彼女に話を続ける。

「唯奈ちゃんも今、この喫茶店をどんな風にしようかってデザインしてる。だから相手のことを──お客さんのことをまず考えてみよう」

「あたしが……喫茶店をデザイン……」

　びっくりした様子で目を見開く唯奈。

「ああ、まず唯奈ちゃんが気にしている地元の常連客だ。常連はこの店に何を求めていると思う？」

「それは──やっぱり、今までと同じ珈琲コーヒーの味とか……同じ曜日や時間にちゃんと開いてることとか……もちろん値段とかも気にするんじゃないかな？　ランチタイムの混んでる時間は避けて珈琲だけ飲んでく人が多いし、あんまり軽食は求められてないのかも」

　考えながら唯奈は答える。

「要するに常連客は珈琲や〝変わらないこと〟を求めてるってことだな。じゃあ次は常連客以外のことを考えよう」

「常連さん以外？」

「ランチタイムにいっぱい来る海水浴客や観光客のことだよ」

　俺は笑みを浮かべて言う。

「あ──ああいうお客さんは、珈琲じゃなくてお昼ご飯が目当てだよね。だからやっぱり美お味いしいものが食べたいんじゃない？　カフェの時間に来る人たちもいるけど、それも珈琲コーヒーの味とかより、休憩したり涼んだりする場所が欲しかったのかなって感じ」

　唯ゆい奈なの答えは俺の考えとも一致するものだった。マスターをやっているだけあってよく見ていると感心する。

「そうだな。つまり美味しいものを食べることや涼むことが一番の目的なら、値段は二の次になる。加えてほとんどが一いち見げんさんだろうから、値上げにも気付かないし気にしない」

「それって……」

　ハッとした顔で唯奈は俺を見た。

「ああ──軽食だけを値上げするのなら、常連客への影響は最小限に留とどめられる。これなら唯奈ちゃんも受け入れられるラインなんじゃないか？」

　そう提案すると彼女はしばらく考える。

「…………うーん、でも常連さんにもランチを食べてく人はゼロじゃないから……」

「ならよくある〝次から使えるクーポン〟とかを作って、リピーターだけ安く食事ができるようにしたらいい」

「あ！　それならアリかも！　宗そうにぃ、すごいすごい！」

　大人なら誰でも思い付きそうなことではあるが、褒められて悪い気はしなかった。

　大学の講評では基本的に問題点を指摘されるだけだったので、プラスの反応がとても新鮮だ。

「これならたぶんシーズン外でもバイトを一人雇うことぐらいはできるはずだ。でもまだ俺が帰った後──夏休み後の営業をどうするかって問題が残ってる」

「う……」

　目を背けられない問題を突きつけられ、唯奈はたじろぐ。

「夏休みが終わっても今まで通り営業しようとするなら、平日のランチタイムはそのバイトに任せるしかない。でもそもそも昼は一人で店を回せる仕事量じゃないし、そのバイトが叔父さんの珈琲の味や、おばさんの料理をすぐに再現できると思うか？」

「……無理、だと思う。というかあたしが学校から帰ってくるのは十六時ぐらいだけど、それまでお店を任せるなんてめっちゃ不安だし」

　難しい顔で唯奈は言う。

「だな。店を開けたところで〝変わらない味〟を提供できないなら、常連客にとっても意味がない。だから平日は午後──唯奈ちゃんが学校から帰ってきてから店を開けるべきだと思う」

「むぅ……そこ、どうにもならないかなぁ……」

「ならないな」

　きっぱり答える。

「じゃあ、夏休みの後は土日だけこれまで通りってこと？」

「そうなる。平日は十六時以降開店で、土日はバイトに入ってもらって今と同じタイムスケジュールかな。今の段階だと他に選択肢はない」

　前提条件が変わらない限り、これが最適案のはずだ。

　その前提条件を覆す方法もないわけではなかったが、それは俺自身のために胸の中に秘めておく。

「そうすれば……恵けい子こさんも認めてくれる？」

　まだ納得できない部分もあるという顔だったが、唯ゆい奈なはそう俺に問いかけてきた。

「値上げした上での売り上げ次第だと思うけど、可能性はあるよ」

「──分かった。じゃあ宗そうにぃが言ってくれたことを実現できるように色々準備してみる」

　覚悟を決めた様子で唯奈は頷うなずく。

「新しいメニュー表やクーポン券とかは俺が作るから、準備ができたら教えてくれ」

「ありがと！　じゃあ一番の問題は、いいバイトさんが見つかるかどうかかなぁ」

　その言葉に俺も同意した。

「ああ、シーズン外は週二だと働く側にしてみたら大した稼ぎにならないし──女性で身元がしっかりしている人って条件もあるんだろ？　正直、間口が狭すぎる」

　この部分で躓つまずくことも十分考えられた。

　というか〝諦める理由〟としてはその辺りがちょうどいいだろう。けれどそこも彼女が乗り越えてしまった時は──いや、なるべく早く問わねばならない。

　本当に、喫茶店を継ぐために、かけがえのないものを〝捨て続けても〟いいのかと。

「わ、分かってるよ。普通に求人を出しただけじゃ見つからないかもだし、知り合いにも相談してみるつもり」

　自信はなさそうだったが、唯奈は前向きな言葉を口にする。

「そうか……上う手まく行くといいな」

　その言葉は本心なのか建前なのか、自分でもよく分からなかった。

「うん」

　笑みを浮かべて頷く唯奈。

　これで彼女の用事は終わったはずだ。

　しかし何な故ぜか彼女は俺の布団に座ったまま動こうとしない。

「えっと……唯奈ちゃん？」

「な、何？」

　どこかそわそわした様子で彼女は聞き返してくる。

「どうかした？」

　まだ何か話したそうだったので、なるべく柔らかく問いかけた。

「まだ……戻りたくない」

　あえて終電を逃したＯＬのようなことを言う唯ゆい奈な。

　大人の女性であればわりと直接的な誘いの文句だが……不安げに揺れる彼女の瞳を見れば、そういう意図がないのは明らかだ。

「じゃあ、居ていいよ」

　誘いではないと確信できたからこそ、俺は優しく応じる。

「ホント？」

「ああ」

「やったっ」

　俺が頷うなずくと彼女は嬉うれしそうな声を上げたが、まだ瞳には不安の色が見えた。

「そうだ！　宗そうにぃに写真見せたげる！」

　パジャマのポケットからスマホを取り出した彼女は、俺の隣に移動してきた。そして俺に寄りかかるような体勢で画面を俺に見せてくる。

　互いの腕が触れ、彼女の体温をパジャマの布越しに感じた。

　香水の混じらない瑞みず々みずしい甘い香りが鼻び腔こうを撫なでる。

「……たくさん撮ってるんだな」

　感情が波打つのを自覚しつつもそれは作り慣れた微笑ほほえみで覆い隠す。

　唯奈が開いたフォルダの一覧にはたくさんの写真が並んでおり、色鮮やかなモザイク模様を作り出していた。

「うん、あたしの趣味。ほら、これ綺き麗れいでしょ？」

　そう言って見せてくれたのは、夕焼けに赤く染まる海の写真。

　意外にも──と言うと失礼かもしれないが、写真のほとんどは空や海を写したものだった。友達同士で撮った記念写真もちらほら見えるけれど、自撮りの類は全くない。

「七なな登と浜か。でも誰もいないな」

「だって冬の写真だもん。ほら、海の家もないし」

「……同じ場所でも、結構雰囲気が変わるんだな」

　俺が訪れたことのない季節の風景にしばし見入る。雲も薄く引き伸ばされた筋状で、夏の入道雲とは全然違う。

「こっちは雪が積もった時のだよ。降る時は一気にドサって感じで、結構すごいんだから」

　道路だけ除雪された写真には、通学中と思われる中学生の姿が写っている。恐らく登下校時に撮ったものが多いのだろう。

「雪が壁みたいになってるな……」

「雪かき大変なんだよー。家族全員でやってもなかなか終わらなくて──」

　うんざりした様子で言う彼女だったが、途中で言葉を切る。

　理由は聞くまでもない。唯ゆい奈なが口にした〝家族〟は、もう彼女一人しか残っていないのだから。

「こっちは部活の写真か？」

　重い空気を変えるため、一覧の画面で見えた集合写真を指差す。

「あ、これ？」

　写真を拡大すると、水着にパーカーを羽織った姿の女の子たちが並んで写っている。その中には唯奈と理り香かの姿もあった。

　唯奈は賞状を手にしており、得意げに笑っている。

「──去年の、全国大会のだね。あたし、ギリギリ入賞できたんだ」

　懐かしみながら答える唯奈。

「すごいな」

「あはは、調子が良くてさー」

　照れ臭そうに彼女は笑った。

「今年は出なくていいのか？」

　なるべく自然に問いかける。

「──うん。できれば出たかったけど、喫茶店と部活はどっちかしか選べないし。もう決めたんだ」

　きっぱりと唯奈は答えた。この様子ではもう迷いはないらしい。

　二択ならば仕方がない。選択肢が増えない限り、この結論は変わらないはずだ。

「そうか」

「それに……大会を楽しみにしてたお父さんとお母さんも、もういないし」

　再び彼女は両親のことを口にして、俺の服の裾をぎゅっと掴つかんだ。

　先ほどのように無意識に言ってしまったのではなく、あえて話題に出したようだ。

　どうすべきかしばし悩んで、俺は無言で彼女の手に自分の手の平を重ねた。

　少し安あん堵どしたように、強こわ張ばっていた彼女の表情が緩む。

「すごく──静かなの」

「静か？」

　主語がなかったので何を指しているのか分からず、俺は彼女の顔を覗のぞき込こみながら問い返した。

「今……この時間、ホントならお父さんは部屋でお酒を飲みながら、スポーツ番組を見てるの。音を大きくするから、歓声とか解説の声が漏れてきてさ……すっごいうるさい」

　唯奈は俺の手に視線を落としつつ、ぽつぽつと語る。

「お母さんは一階で洗い物とか、お店のことを色々しててね。ガチャガチャ物音が響いてくるんだ……」

　黙って俺は彼女の話に耳を傾けた。

「でも……今は聞こえない。静かなの。静かすぎて……こわい」

　そう言うと唯ゆい奈なはもう一方の手を俺の手に重ねる。そこにはまるで縋すがりつくかのような必死さを感じた。

　──当たり前、だよな。

　何しろ彼女は突然の事故で両親を亡くしたばかりなのだ。

　俺がこの店に来た初日も、彼女が部屋で密ひそかに泣いていたことを知っている。

　けれど彼女は一貫して俺の前では明るく元気に振る舞っていた。

　ならば下手な慰めは逆効果かもしれないと、彼女の心に深く踏み込むようなことは避けてきたのだが……。

　──それでも、もっと早くこうしてあげるべきだった。

　喫茶店の経営も大事だが、それ以上に大切なのは唯奈ちゃん自身だったのにと俺は後悔する。

「こわいから……今日は宗そうにぃの部屋で寝てもいい？」

　揺れる瞳と声を向けられてしまえば、断れるはずもない。

「いいよ」

　わずかな躊ちゆう躇ちよも悟らせぬよう、俺は即答する。

　彼女の手から強こわ張ばりが抜け、その顔に安あん堵どの色が浮かんだ。

「……ありがと」

　中学生の女の子への対応としては、良くないことなのかもしれない。

　けれどここで俺が傍そばにいなければ彼女が壊れてしまいそうで、保護者代理としても放置はできなかった。

　俺たちは唯奈の部屋から布団をもう一組持ってきて、並べて敷く。

　気を遣って布団の間を少し開けたが、唯奈に無言でくっつけられてしまった。

「おやすみ、宗にぃ」

　俺の方に枕を寄せて、嬉うれしそうに──そして恥ずかしそうに就寝の挨拶をする唯奈。

　その表情と、やはり〝あの人〟にそっくりな顔立ちに胸の奥がざわめく。

「──おやすみ」

　俺は彼女を安心させるために笑顔で答え、リモコンで部屋の電気を消した。

　真っ暗になり何も見えなくなるが、しばらくすると目が慣れ、窓からの星明かりで薄うつすらと周囲の輪郭が浮かび上がる。

　唯奈は俺の方を向いた体勢で目を閉じていた。もう寝たかは分からないが呼吸は規則的。

　あどけなく、可愛かわいい寝顔だ。

　こうしてみると子供の頃とあまり変わらないように思うが、じっと眺めていると〝あの人〟の面影を感じてしまう。

　これまでずっと──東とう京きようにいた間は凍りついていた衝動が、胸の奥からジワリと湧き上がる。




『間ま宮みやは、向きすぎてたんじゃないかって……』




　耳の奥に睦月むつき先輩の言葉が蘇よみがえった。

　確かに俺は自分でも意外なほどホストという仕事に適応できた。その理由は色々と自己分析していたが、今初めて最大の要因に気付く。

　──ああ、そうか。性格的には全然向いてなかったのに、それでもホストを続けられたのはそのせいか。

　俺はホストの仕事における才能と呼べるものを一つだけ持っていたらしい。

　ホストにとって一番重要なのは、客を本気で好きにならないこと。

　それを俺は意識せずに順守できていた。

　──本気になれるはずない。だって、ずっと俺は……。

　急に唯ゆい奈なの寝顔を見ることが苦しくなり、俺は強く眼めを瞑つぶる。

　働き疲れて眠かったはずなのに、その夜はなかなか寝付くことができなかった。
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「そうですか……唯ゆい奈なの決意は固いんですねー……」

　翌朝も店前の掃除中にやってきた理り香かに、俺は唯奈が水泳部に戻るつもりはないことを伝えた。

　理香は喫茶店の二階を見上げ、小さく息を吐く。

「じゃあ、やっぱり残された手段は一つだけです。お兄さん！　この喫茶店の店長さんになっちゃいましょう！」

　ずいっと距離を詰め、強い口調で彼女は言う。

「だからそれは──」

「今なら可愛かわいい年下の彼女ができる特典もあります！　いい話だと思いませんか？」

　小悪魔っぽい笑みを浮かべる理香。仕事で鍛えられた俺の観察眼には、彼女がどうも本気で言っているように見えて、余計に困ってしまう。

「年下って中学生だろ。君はとても魅力的な女の子だけど、俺は犯罪者になるつもりはないよ」

　とりあえずそう突き放すが、理香は退ひかない。

「うちは十四だし、二年間清く正しい交際をして、十六で結婚すれば合法ですよ。お兄さんは大人なんだから、二年ぐらいは我慢できますよね？」

「できるできないの問題の前に、勝手に結婚まで話を進めないでくれ」

　そう指摘した後、俺はまじまじと理香の顔を見つめる。

　自分で言うだけあって、確かに可愛い。こうして積極的にアピールするだけの自信があるのだろう。ただ──。

「そもそも……よく知らない男に自分を安売りするんじゃない。場合によっちゃ、取り返しのつかない目に遭うぞ」

　不幸になった女性をたくさん見てきたこともあり、真面目に忠告しておく。

「む、馬鹿にしないでください。こんな逆ナンみたいなことするの、うちは初めてですよ？」

　少し怒った顔で彼女は反論してきた。

「そうなのか？」

「はい。もちろん唯奈のためでもありますけど、お兄さんみたいな優良物件を逃してなるのものかと頑張ってるんですから」

　頬ほおを膨らませる彼女に睨にらまれ、俺は頭を掻かく。

「──それなら、悪かった。ただ……俺が優良物件に思えるのなら、見る目はないな」

　この先、変な男に引っかかるのではないかと、他ひ人と事ごとながら心配になってしまう。

「そんなことありません。お兄さん、顔もカッコいいですけど、何よりオーラが違いますから」

「オーラって何だよ」

　半分呆あきれながら言う。

　そこからは勝負のつかない綱引きみたいな会話が続いた。

「──ああもう、お兄さんは頑固ですね。そろそろ時間なので行きますが、店長さんになる件とうちとの結婚、考えといてくださいよ」

「だから勝手に結婚の話にするな」

　立ち去ろうとする彼女にツッコみを入れた俺は、ふと思い出してポケットから紙束を取り出す。

「あとこれ、行動力がありすぎるお嬢様にプレゼントだ」

「プレゼント？」

　振り返った彼女に印刷したばかりのクーポン券を一枚手渡す。

「色々あって明日からランチタイムの軽食を値上げすることになったんだが、それがあればこれまで通りの値段で食べられる」

「おおー、ありがとうございます。つまりこれはまた会いに来て欲しいという愛のチケットですねっ！」

　勝手に拡大解釈をする彼女に俺は嘆息した。

「愛かどうかはおいておいて、また会いに来て欲しいのは本当だよ。俺だけじゃなく、唯ゆい奈なちゃんにもな」

　そう言ってから真剣な表情を作って俺は言葉を続ける。

「水泳部と大会の件は、もう少しだけ保留にしておいてくれ。俺が店長にならなくても、もしかすると何とかなるかもしれないから」

「──分かりました。唯奈のこと、お願いします」

　最後だけ丁寧にぺこりとお辞儀をし、理り香かは走り去っていった。

　既に唯奈の意志は決まっている。けれどこの先の展開によっては、前提条件が崩れる可能性があった。

　そのためにはまず喫茶店の経営を軌道に乗せること。

　それは俺の本当の役割には反することではあるが、これによって唯奈は失おうとしているものの価値を知るだろう。

　だから今はまだ全力で唯奈を支えて構わない。

　迷う必要がなくなると心が少し軽くなる。

　でも──唯奈が最後まで折れなかった時、俺はどうするのか。それはまだ決めることができずにいた。







　それから理り香かは毎朝部活前に立ち寄ってくれるようになった。

　ラストオーダー前には沙さ夜やもやってきて、店が空すいていれば二人で他た愛あいない話をする──そうした日々が日常となっていく。

　メニューの値上げはクーポンを事前に配布した上で行ったこともあり、常連客からクレームが出ることはなかった。

　海水浴客は相変わらず多く、売り上げは順調に増え……営業再開から一週間が経たった頃、夜に唯ゆい奈なが俺の部屋に飛び込んできた。

　誰かと電話していたのか、手にはスマホを持っている。

　彼女は興奮した様子で頬ほおを紅潮させてこう言った。

「宗そうにぃ、聞いて！　バイトの人が見つかったよ!!」









第三章　彼女の夢
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　バイト希望者とは閉店後に面接をすることになった。

　夕陽が射さし込こむ窓際のテーブルで、俺と唯奈は〝彼女〟と向かい合って座る。

「…………よ、よろしく……お願いします、です」

　蚊の鳴くような声で挨拶して腰を下ろしたのは、ブレザーの制服を着た女の子。真夏だというのにブレザーを脱がないせいで、妙に周囲の景色から浮いて見えた。

　髪は長いがあまり手入れしていないのかぼさぼさであちこち跳ねている。前髪も目が半分隠れてしまうぐらいあり、少し猫背でうつむき加減なことも相まって表情が読み取りづらい。

　せっかく背が高く、スタイルもいいのに、全体的な野や暮ぼったい印象が長所すら覆い隠していた。

「はい──じゃあ面接を始めます」

　真面目な声で応じたのは、ピンと背筋を伸ばしている唯奈。

「あたしはこの喫茶店のマスターで責任者の九く谷たに唯ゆい奈なです」

　そう名乗った唯奈は俺に視線を向ける。

「俺は間ま宮みや宗そう助すけ。夏の間だけ喫茶店の手伝いをしている」

　俺も簡潔に自己紹介をした。

　バイト志望の女の子は自分の番だと察したのか、わずかに顔を上げて口を開く。

「星ほし乃の……陽ひ菜な実みといいます、です」

　また非常に小さな声で彼女──星乃は名乗った。

　唯奈は隣で〝こりゃダメそうだ〟という表情を浮かべていたが、俺はテーブルの上に置かれた履歴書を眺めつつ、話を先に進める。

「ここの常連──サト爺じいのお孫さんなんだよね？」

　サト爺はいつも決まった時間に店に来る地元の常連客。唯奈がバイトを探していることを知人や客に相談したところ、サト爺から孫はどうかと紹介されたのだ。

「は、はい……おじいちゃんには……すごく、お世話になってます、です」

「年齢は十八歳で、家事手伝いって書いてあるけど」

　履歴書の記載を読み上げ、女子高生にしか見えない星乃の制服姿を眺める。

「あ……外に着ていける服が、これしか、なくて…………高校は、中退、です」

　萎縮するように肩を小さくし、聞き取れるギリギリの声で彼女は答えた。

「要するにニートってこと？」

　そこで唯奈がオブラートに包まぬ物言いでズバリと質問する。

「…………はい、すみません」

　何な故ぜか星乃はそこで謝り、顔を伏せた。

「おじいちゃんが……ここでなら無理せず働けるんじゃないかって……せめて夏の間だけでもって、強く勧められて……断るのが申し訳なくて来ちゃったけど、私なんかがバイトするのは……迷惑、ですよね」

　よほど自分に自信がないらしく、心底すまなそうに彼女は言う。

「えっと、まあ正直──ちゃんと働けそうには……」

　正直な唯奈は戸惑いつつも、星乃の質問を肯定する言葉を口にしようとしたが、俺は彼女の肩に手を置いてそれを押おし留とどめた。

「星乃さん、家事手伝いって具体的にはどんなことをしてるんだい？」

「え？　それは言葉通り家事全般で……掃除、洗濯、買い物に料理……あとはモフ──おじいちゃんが飼ってる猫の世話とか……」

　顔を上げた彼女は、ぼそぼそと例を挙げる。

「何だ、そんなに〝働いて〟るなら全然ニートじゃないよ。ホールの仕事をこなせるだけの能力は普通にあると思う」

「え、え？」

　焦る彼女。

「唯ゆい奈なはどうだ？」

　俺は意見を求めるように隣の唯奈に視線を向けた。

「確かにあたしのイメージとはちょっと違ったけど──でも、今のままじゃ……」

　頷うなずきつつも渋る唯奈。

　彼女が何を問題にしているかは、俺も分かっている。

「ああ、もちろん雇うとしても現状だと課題がある。ボサボサの髪は飲食店で働くには不適切だし、声も小さすぎだ」

「うぅ……ごめんなさい、です」

　消え入りそうな声で星ほし乃のは謝る。

「いや、別に責めてるんじゃない。その二点を改善──まず美容院に行って、あとはなるべく声を大きく出す努力をしてくれるなら、俺はここで働いてもらいたいと思ってる」

「へ──本当に、ですか？」

　信じられないという表情を星乃は浮かべた。

　唯奈はまだ難しい顔をしていたが、渋々といった様子で頷く。

「宗そうにぃがそこまで言うなら。働けそうなら働いてほしいのは、あたしも同じだし。ただ先に言っておくと、九月以降もお店を続けられる保証はまだないの。だから一ひと先まずは八月末までの契約って感じ。もちろんあたしは続けていくつもりだけどさ」

「ということなんだけど、どうかな？」

　俺が答えを求めると彼女は慌てながら口を開く。

「あ……そ、その……とりあえず夏の間だけでも、雇ってもらえるなら……髪を何とかして……声も……努力するつもり、です」

　肯定の返事を聞いた俺は笑みを浮かべる。

「じゃあ決まりだ。星乃さん、よろしく」

　その言葉に彼女はぽかんと口を開けた。

「…………ほ、本当に……い、いいんでしょうか？」

　まだ戸惑っている彼女に唯奈も苦笑交じりに答える。

「うん、採用。これからしばらくは研修期間として宗にぃからホールの仕事を教えてもらって。九月以降のことは、こっちの状況がはっきりしたらまた相談ってことで」

　唯奈の言葉に俺は一言付け足す。

「あ、研修は星乃さんの都合のいい日で大丈夫だから。当然、バイト代も出るし」

「…………はい、分かりました」

　まだ半分呆ぼう然ぜんとしながらもコクンと頷く星乃。

　そしてとりあえず最初に出勤する日を決めて、面接は終了した。

「あ……ありがとう、ございました……です！」

　こちらが出した条件通り、頑張って声を絞りだし、彼女は席を立つ。

　俺と唯ゆい奈なは店の入り口まで彼女と共に行き、ドアを開ける彼女を見送った。

　だが星ほし乃のは扉から出る前に動きを止め、こちらを振り返る。

「あと……さっき、嬉うれしかった……です。あんなこと言ってもらえたの、初めて……だったから」

　彼女の視線は俺に向いていた。

「あんなこと？」

「家事のこと…………働いてるって……おじいちゃんも、そんな風に言わないのに」

　そこで風が店内に吹き込み、彼女の長い前髪を靡なびかせる。

「わ」

　唯奈が微かすかに息を呑のむ。

　一瞬だけ露あらわになった星乃の顔は、隠すのが勿もつ体たいないほど整っていた。

　──まあ、美人なのは何となく分かってたけどな。

　髪でよく見えなくとも、それぐらいの観察眼はある。スタイルもいいので、身だしなみと姿勢に気を付ければ、確実に見違えるだろう。

「母親の受け売りだよ。主婦の仕事量はすごいんだぞって、よく言っていたから」

　田舎や年配の人には古い価値観が残っているのかもしれないが、さほど特別なことを言ったつもりはなかったので、正直にタネを明かしておいた。

「それでも……嬉しかったことは、変わらないです」

　けれど星乃は首を横に振り、潤んだ瞳で俺を見つめる。

　何だか浮ついた空気が俺たちの間に流れるが、そこで唯奈が大きな声を上げた。

「もう、宗そうにぃ！　じきに日も沈むし、これ以上引き留めたらダメだって」

　そう言って唯奈は強引に俺を店の奥に引っ張る。

　星乃はぺこりとお辞儀をしてから踵きびすを返した。ドアが自然に閉まると、唯奈がジト目で俺を睨にらむ。

「宗にぃ、仕事に私情を持ちこむのはいけないことだよ？」

「ん？　まあ、そんなことはしないつもりだけど」

　いまいち何のことを言っているのか分からなかったが、曖あい昧まいに頷うなずいておく。

　目的のはっきりしているホストクラブの客の方が、何倍も分かりやすい。

「だったらいいけど……約束だからね！」

　むくれた顔で念押しする唯奈。

　大人と子供の狭間はざまにある少女の感情は、俺にとってあまりに複雑だった。
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「ふぅん、バイト見つかったんだ」

　翌日、いつものようにラストオーダー時刻ギリギリに来店した沙さ夜やは、俺の話を聞いて興味深そうに呟つぶやく。

「サト爺じいがお孫さんを紹介してくれたんだよ」

「──ああ、星ほし乃のさんとこの」

　何か思い当ることがあったのか、ポンと手を叩たたく沙夜。

「知ってたのか？」

「狭い町だし、噂うわさぐらいはね。去年から、お孫さんが療養に来てるって」

「療養、か」

　重みのある言葉を俺は繰り返す。

「宗そう助すけはその辺りの事情、ちゃんと聞いたわけ？」

「いや、深掘りはしなかった」

　聞かなくても大体想像はつく。高校中退と履歴書には書かれていたので、そこで何か良くないことがあったのだろう。

「ふーん、優しいんだ」

「……何か言いたそうだな」

　褒められている気はしなかったので、俺は沙夜に疑問の視線を向けた。

「別にー。ただ、甘く見てないかなって心配になっただけ」

「……甘く？」

「私のとこもだけど、まともなバイト一人雇おうとするだけで結構大変なのよ。期待よりできる人なんてまずいない。それが〝訳アリ〟の人なら、猶なお更さらこっちの想定を悪い意味で超えてきたりするものなんだから」

　何か実際に苦労した経験があるのか、やけに実感の籠った忠告をする沙夜。

「だとしても、星乃さんにはちゃんと問題点は伝えたし──そこを直すから雇ってほしいと彼女も言ってくれたからな」

　心配は分かるが、少なくとも星乃陽ひ菜な実みは不誠実な人間には見えなかったので、素直に同意することはできない。

「そ。まあ別にいいけど。上う手まくいくといいわね」

　沙夜はそんな俺を見てそれ以上反論せず、アイスコーヒーを一口飲んだ。







　杞き憂ゆうだと思っていた。

　けれど沙さ夜やの指摘が正しかったことを、俺はその夜に知ることになった。

　プルルルルル──。

　階下で鳴った店の固定電話。それに出た唯ゆい奈なが、俺の部屋に来てこう言ったのだ。

「宗にぃ……どうしよ。星ほし乃のさんが──やっぱり無理かもしれないって……」
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　毎週月曜日は喫茶アザレアの定休日。

　本来であれば久しぶりに羽根を伸ばせるタイミングだったのだが、仕事をせざるをえない状況になってしまった。

　ただ、それは店を開けるという意味ではない。人材の確保と教育のため、俺は出張することになったのだ。

　まあ出張といっても、場所は喫茶店から徒歩十五分の住宅街。わりと近いが、真夏の太陽の下で歩くと遠く感じる距離。

　教えられた住所に行くと、漆しつ喰くいの塀で囲われた二階建ての住宅に辿たどり着つく。松の庭木が外からでも見え、敷地はかなり広いことが分かる。

　そして家の門前には、この暑さだというのに見知った人物が立っていた。

「──サト爺じいさん、もしかして待っててくれたんですか？」

　驚きながら声を掛ける。

　その人物──店の常連客である老人、サト爺はこちらを見て、小さく頷うなずいた。

「ああ、孫が迷惑をかけてしまったからね。しかもわざわざ出向いてもらって……本当に申し訳ない」

　そう言って彼は頭を下げる。

「そんな、気にしないでください。こっちも人手がどうしても欲しくてやってることですから」

　慌てて俺は首を横に振った。その言葉は嘘うそではない。ここでバイトを確保できないと、一つ取り返しのつかないことが増える。

　八月末の〝結果〟がどちらに転ぼうと、今のままでは失われてしまうから──やれることはやらねばならない。

「……そうか。では君に任せることにするよ。孫もできるなら働きたいと言っている」

　サト爺は頷き、俺を家に招き入れた。

　外の門は施錠されているが、家の玄関扉は網戸で開け放しになっている。年季を感じさせる日本家屋に一歩足を踏み入れると、途端に涼しさを感じた。

　そのまま廊下を案内され、クーラーの効いた六畳ほどの客間に通される。

　サト爺じいは冷たいお茶を運んできた後、孫を呼んでくると言い、部屋を出て行った。

「麦茶ってこんなに美う味まかったっけ」

　ごくりとお茶を一口飲んで、小さく呟つぶやく。

　珈琲コーヒーや紅茶ばかり飲んでいたので、普通の麦茶がとても新鮮に感じた。

　喉が渇いていたこともあり、あっという間に飲み干してしまったところで襖ふすまが開いて、星ほし乃の陽ひ菜な実みが客間に入ってくる。

　髪はまだ長くぼさぼさなままで、襟がだるんと伸びたＴシャツとハーフパンツというラフな恰かつ好こう。この様子では外に着ていく服がないというのは本当だったらしい。

「…………あ、あの……ご、ごめんなさい、です」

　机を挟んだ向かいの座布団に腰を下ろした彼女は、開口一番に謝ってくる。

「俺の方こそ、家まで押しかけてすまない。でも、唯ゆい奈なから伝え聞いただけじゃいまいち状況が分からなくて──直接、事情を聴いた方がいいと思ったんだ」

　俺も小さく頭を下げてから、ここへ来た目的を語った。

　唯奈はもう無理なら諦めて他を探そうと言ったのだが、他に条件の合うバイトが見つかるとは思えず、少し粘ってみることにしたのだ。

「そ、そう……ですね。ちゃんと、話さなきゃ……ダメですよね」

　頷うなずく彼女だったが、その後に言葉が続かない。

　彼女の顔には緊張だけでなく怯おびえの色もある。

　面接の時から俺は意識して喫茶店の従業員として振る舞っていたが、それでは彼女を萎縮させてしまうだけかもしれない。

　──今は〝こっち〟の方がいいか。

　小さく息を吐き、意識を切り替えて口を開く。

「焦らなくていいよ、陽菜実さん」

「えっ……？」

　名前で呼ばれたことに驚いたのか、彼女──星乃陽菜実は目をぱちくりさせた。

「あはは、急にごめん。星乃さんだと業務的な感じで緊張しちゃうかと思って」

「あ……それは、お気遣いありがとうございます……です」

　まだ表情が硬いが、緊張の種類は変わったような気がする。

「それに陽菜実って名前、すごく可愛かわいいから──こっちで呼ばないのは勿もつ体たいない」

　笑顔を向けると彼女の頬ほおが赤くなった。

「……うぅ、そんな風に褒められたの……初めてです」

　目を伏せた彼女はモジモジと手の平を擦り合わせる。

　これで一旦仕事のことは頭から抜けただろう。

　ホストの仕事は女性に楽しい時間を提供すること。唯ゆい奈なに見られたら口説いていると怒られそうだが、褒め言葉の本質は単純に女性を喜ばせることにある。

　もう少しリラックスしてもらうため、俺は次の話題を探して客間を見回す。

「それにしても、いい家だね。ここで生活できる陽ひ菜な実みさんが羨ましいよ」

「そう、でしょうか？」

　陽菜実は顔を上げて問い返してきた。

「ああ、何ていうか──玄関を入った時の木の香りとか涼しさは、こういう日本家屋じゃないと味わえない気がするし、庭も広そうで伸び伸び生活できそうだ」

「それは……確かに、はい。私も……この家は、とても落ち着きます。おじいちゃんも優しいし……」

　少しだけ表情を緩めて彼女は頷うなずく。

「陽菜実さんとサト爺じいの他に住んでる人はいないのかい？」

「……いません。おばあちゃんは、私が小さい頃に病気で亡くなったから。お父さんとお母さん……それに妹は、都会で暮らしてます」

「へえ、妹さんがいるんだね」

　それは初めて聞く情報だったので、気になって問いかける。

「……すごく、優秀な妹なんですよ。体操をやってて……強化選手に選ばれたとかで……全力でサポートしなきゃいけないから、両親は私なんかに構ってる暇がなくなったんです」

　彼女の声音には濃い自嘲の色が滲にじんでいた。

「ただまあ……それは別にいいんです。私も……こっちにいた方が気楽、だし。でも、おじいちゃんにずっと頼りっぱなしもダメだと思って……だから、働きたいっていうのは、本当なんです」

　振り絞るように思いを語る陽菜実。

　彼女自身が本題に戻ろうとしている今が踏み込むタイミングだろう。

「うん、分かってる。陽菜実さんの気持ちを疑ったりはしてないよ。面接に来てくれた時、君はとても必死で真剣だったから」

　俺は笑顔を見せて安心させる。

「…………信じてくれて、嬉うれしい、です」

　陽菜実も表情を少し和らげた。

「ああ、だから何か──君の綺き麗れいな顔を曇らせるような、どうにもならない事情があったんじゃないのかい？」

　なるべく優しい口調で問いかけた。

「えっと……私にとっては、そうです。でも……他の人からしたら〝そんなことで〟って言われると……思います」

「大丈夫。他の人間がどうであれ、俺は絶対に君の悩みを〝そんなこと〟なんて言葉で片付けたりはしない」

　ここだけは語気を強め、彼女の瞳を見つめながら宣言する。

　これは彼女に対する約束であり、自分自身への戒いましめ。言葉にしておけば、その通りに振る舞える。

「あ、あの……間ま宮みやさん……」

　戸惑う彼女をさらに真剣な顔で見つめ続け、返答を待つ。

「………………分かり、ました。間宮さんは私のことを信じてくれましたから……私も、間宮さんを信じます」

　しばらくして彼女は消え入るような声で呟つぶやいた。

「ありがとう、陽ひ菜な実みさん」

　俺は表情を緩めて、礼を言う。

「はい──」

　決心がついた様子の陽菜実は、一度深呼吸してから口を開いた。

「美容院に、行けなかったんです」

「────」

　心構えがなければ呆あつ気けに取られた反応をしてしまうところだった。

　だが俺は何とかそれを堪こらえ、続く彼女の言葉を黙って待つ。

「あのですね……美容院に予約の電話をしようとしたところで……あ、無理だ──って気付いちゃって……」

　正直彼女の説明は俺には理解しがたいものだった。けれどここで決して否定的なことを言ってはいけないと言葉を探す。

「ありがとう、俺との約束を守ろうとしてくれたんだね」

「……いえ、でも実際できませんでしたから……たぶん、想像しちゃったんですよ」

「想像？」

「ほら……美容院って──たぶん理髪店とかでも、お店の人がどーでもいい世間話を振ってきたり……しますよね？　それがダメだなって……」

　彼女の言葉を胸の内で反はん芻すうしてから、慎重に聞き返す。

「そうだね。よく知らない人に色々と詮索されるのが嫌な気持ちは俺も分かるよ。というか面接では俺も無遠慮な質問をしちゃってごめん」

　あの面接も相当なストレスになったのではないかと思って謝るが、陽菜実はふるふると首を横に振る。

「そ、そんなことないです！　面接は……いいんです。仕事に、必要なことだし……私の履歴書を見た上で、質問されることだから。でも──美容院の人ってきっと〝普通のこと〟を聞いてくるじゃないですか？」

　俺に問いかけるように言う彼女だったが、こちらの返事を待たずに話を続ける。

「たとえば……学校は楽しいか、とか。部活は何をやってるの、とか。彼氏はいるの、とか──そういう〝当たり前〟を連続でぶつけられるのは、耐えられそうになくて……」

「…………」

　そこまで説明されて、やっと俺にも少しだけ彼女の感情が理解できた。

　自分が持っていないものを、手が届きそうにないものを、自慢されることは辛つらいし苛いら立だつ。相手がそれを自慢だとすら思っていなかった時は、さらにみじめだ。

　大学で〝センスのある〟人間が語り示す〝当たり前〟のレベルの高さに、俺も幾度となく打ちのめされてきた。

「うん、なら仕方がないよ」

　笑顔を彼女に向ける。

「え？」

「そういう事情なら仕方ない。〝そんなこと〟なんて微み塵じんも思わない。だからもう負い目に感じなくていい」

「あ────は、はい……っ！　ありがとう、ございます……です」

　目に涙を浮かべて彼女は礼を言うが、そこでハッとした表情を浮かべる。

「って、ま、待ってください……！　まだ、話は終わってなくて……あ、あの、私はそれでも、できれば働きたくて……間ま宮みやさんも、バイトが欲しいからわざわざ来てくれたんですよね？」

「それは、そうだけど……」

　無理なことを頼むことはできないので、どうしたものかと言葉に詰まる。

「だから──何というか、一つだけ解決策があって……それをお願いできればなって……」

「解決策？　俺にできることなら──君の素敵なウェイトレス姿を見られるのなら、もちろん何でも引き受けるよ」

　俺の答えに表情を輝かせる陽ひ菜な実み。

「あの、それじゃあ──」

　そして彼女はとんでもない頼み事をしてきたのだった。
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「きょ、今日から……よろしくお願いします……！」

　翌日、喫茶アザレアに新人が加わった。

　ウェイトレスの服を着て頭を下げるのは、ぼさぼさだった黒髪を日本人形のように切きり揃そろえた星ほし乃の陽ひ菜な実み。

　この服はかつて唯ゆい奈なの母──九谷玲美が着ていたもの。体型が近いこともあり、陽菜実のウェイトレス姿はよく似合っていた。

「……素材がいいって、やっぱズルだよ。ちょっと切りすぎた感じの前髪も、元が可愛かわいいとおしゃれに見えるもん」

　唯奈は陽菜実をじっと眺めてから、溜ため息いきを吐つく。

「う……やっぱり切りすぎだったか。ごめんね、陽菜実さん」

　俺は心の底から彼女に謝る。

　そう──彼女の髪を切ったのは俺だ。

　陽菜実の解決策とは、俺に散髪を委ねること。

　だが当然俺は素人で、女の子の髪を切ったことなどなく、凄すさまじいプレッシャーの中で何とか毛先を切り揃えたのだ。

「あ、謝らないでください！　私……この髪型、好きです。前髪が短くなったら、急に世界が明るくなったみたいで……頑張ろうって気持ちになれました……！」

　陽菜実は駆け寄ってくると、拳を握って力説する。

「そう言ってもらえると助かるよ。唯奈ちゃんが言った通り、俺の素人カットを差し引いても陽菜実さんは可愛いし、お客さんからも人気が出ると思う」

「私が……ですか？」

　信じられないという様子で彼女は呟つぶやいた。

　自己評価がかなり低いのは、少しだけ聞いた彼女の生い立ちに関係しているのだろう。

「間違いない。今の陽菜実さんは誰が見ても魅力的だから」

　自信を持ってもらうためにそう言うと、彼女は顔を真まっ赤かにした。

「……………あ、ありがとう、ございます」

　すると横から唯奈が俺の背中を叩たたく。

「ちょっと宗そうにぃ！　いつまで見つめ合ってるの？　星乃さんのこといつの間にか名前で呼んでるし……仲良くなるのは、まあ、いいけど……仕事仲間として節度を保つこと！」

「──了解。気を付けるよ」

　俺は一歩陽菜実から離れて素直に頷うなずいた。

「なら、よろしい」

　唯奈は店主としての威厳を出そうとしているのか、小柄な体で胸を張り、鷹おう揚ように頷いてみせる。

「じゃあ、星乃さん。今日は宗にぃから仕事を教わってね」

　陽菜実に視線を戻し、唯奈は言う。

「は、はい……！　頑張り、ます！」

　気合の入った声で答える陽ひ菜な実み。だがその声は緊張からか、小さく掠かすれている。

「唯ゆい奈なちゃんの言う通り、今日は研修がメインだけど──一つだけ最初からやってもらう仕事があるんだ」

　俺がそう言うと、彼女はさらに緊張の色を濃くした。

「な、何でしょうか？」

「挨拶だよ。〝いらっしゃいませ〟と〝ありがとうございました〟を、なるべく大きく明るい声で。とりあえずそれだけは頑張ってみてほしい」

　大きな声で、は最初に出した条件の一つ。だからまずそれができるようになってもらわなければ、研修を終えられない。

「わ、分かり……ました。でも……緊張して、変な声が……出ちゃうかも、です」

　頷うなずきながらも不安そうに陽菜実は言う。

「声が裏返ったりしても気にしなくていい。一目で新人だって分かるだろうし、お客さんも温かく見守ってくれるよ」

　優しく言い聞かせて彼女の不安を解く。

　この辺りはホストの後輩に指導する時とさほど変わらない。俺自身バイトみたいなものだが、少しでも社会経験を積んでおいてよかったと感じる。

「…………はいっ！」

　精一杯の笑顔と大きな声で彼女は答えた。




「い、いらっしゃいませ……！」




「あ、ありがとうございましたっ……！」




　客が訪れ、去る度に、緊張で強こわ張ばった彼女の声が店内に響く。

　何度繰り返しても声から硬さは取れなかったが、声量は少しずつ上がっていった。

　客も新人バイトの初々しい様子に好意的な反応を示していたので、とりあえずは上う手まくいきそうだ。

　呑のみ込こみも早く、数日もすれば普通に仕事を任せられるだろう。

　だから──今なら。

　俺はようやく準備が整ったことに安あん堵どしつつ、その夜──唯奈にとある提案をすることを決めたのだった。
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　今日は最近では珍しく、唯ゆい奈なは寝る時間が近づいても俺の部屋に布団を運んでこなかった。

　なので俺の方から訪ねることにしたのだが──ドアをノックすると、想おもった以上の反応が返ってきて驚く。

「えっ!?　そ、宗そうにぃ!?」

　裏返った声の後、ドスンバタンと何かが倒れるような音が聞こえてくる。

「ああ、ちょっと話があるんだ」

　大丈夫かと思いつつ、俺は答える。

「ま、待って！　か、勝手にドアを開けないでね！　こっちにも準備とか色々あるんだから！」

「──了解。オーケーが出るまで待ってるよ」

　年頃の女の子なので見られたくないものもあるだろうと、俺は大人しく待機することにした。

　部屋の中からはドタバタと騒がしい音が響き、それが五分ぐらい続いた。

　そしてようやく音が鳴りやんだと思ったところで、ドアが内側から開く。

「宗にぃ……お待たせ」

　部屋から顔だけ出した唯奈は、少し息を切らせながら俺を見上げた。

　よほど急いだのか彼女の顔は上気している。

「今更だけど、話をしたいだけだから一階とか俺の部屋でもいいよ？」

　自分の部屋に入れることに抵抗があるならと、そう訊たずねた。

「ホントに今更だよ。せっかく準備したんだし、早く入って」

　頬ほおを膨らませて彼女は文句を言い、俺の腕を引っ張る。

　それに逆らわず俺この夏初めて唯奈の部屋に足を踏み入れた。

「……思ったより、変わってないな」

　部屋を見回して呟つぶやく。

　窓際にある勉強机は彼女が小学生の頃から使っていたものだし、ベッドの位置も同じ。本棚とクローゼットが増えている分、少し狭く感じたが変化はそれぐらい。

「でしょ？　五年じゃそんなに変わらないって」

　唯奈は俺の反応にホッとした顔を浮かべて答える。

「確かに──今も漫画や小説は読んでるんだな」

　本棚に並ぶ本のタイトルは、最近よく耳にするものが多い。

　かつての彼女は外に出ず、部屋で読書やゲームばかりしている生きつ粋すいのインドア派だった。

　けれど再会した彼女は明るく快活な性格になっており、所属は水泳部。てっきり趣味も変わったのだろうと思っていたのだ。

「なんかその言い方だと、成長してないみたいに聞こえるんだけど？」

　むっとした様子で唯ゆい奈なは俺を睨にらむ。

「いや、そんなつもりはないよ。むしろ何だか……安心した」

「安心？」

「唯奈ちゃんは、俺の知ってる唯奈ちゃんだったんだなぁと」

「何それ。変な宗そうにぃ」

　くすくすと笑う彼女だったが、その顔はどこか嬉うれしそうにも見えた。

「……でも、気持ちは分かるかも。あたしも宗にぃが宗にぃなんだって感じた時、ほっとしたし」

　そこで苦笑を浮かべつつ、彼女は椅子に腰を下ろした。机の上には教科書やノートが広げられたままになっている。

「もしかして、勉強してたのか？」

「あ、うん。まだ残ってた課題があって。それで遅くなっちゃったから、今日は宗にぃのところに行くの我慢しようって……」

　照れくさそうに頬ほおを掻かく唯奈。

「そんなの気にしなくてよかったのに」

「気にするし！　というかそこはあたしの気遣いを褒めるとこ！」

「……それはそうか。唯奈ちゃんはえらいな」

「まあ、今更言われてもそんなに嬉しくは……なくもないんだけどさ」

　そう言いながら彼女はもじもじして視線を外す。

「そのことだけじゃなくて、今日は陽ひ菜な実みさんのことをずっと気にかけてただろ？　俺が手一杯だった時は、さりげなく唯奈ちゃんが指示を出してたし」

「う、よく見てるじゃん。けど、別にマスターとして当然のことだもん。宗にぃは女の人に甘いところあるから、あたしが厳しい部分を引き受けないと」

　彼女は動揺を見せたが、胸を張って強がった。

「俺、甘いか？」

　そんな自覚はなかったので問い返す。

「少なくとも今日はデレデレしてましたー。星ほし乃のさん、美人だし……お母さんが着てたウェイトレスの服がすっごく似合ってたから気持ちは分かるけどー」

　拗すねたような口調で唯奈は言うが、俺は内心ドキリとしてしまう。

　確かに彼女のウェイトレス姿に思うところがなかったと言えば嘘うそになるから。

「…………そんなつもりはなかったけど、そう見えたのなら今後気を付ける。それより本題なんだが──こうして陽菜実さんが入ってくれたからこそ、一つ提案したいことがあるんだ」

　これ以上脱線しているとこちらの立場が危うくなりそうだったので、俺はここに来た用件を口にする。

「提案？」

「水泳の大会、出たらどうだ？」

「え？」

　ぽかんとする唯ゆい奈な。

「夏休み中は俺がいるし、陽ひ菜な実みさんが仕事を覚えてくれれば、唯奈ちゃんが練習する時間も作れる。だから──」

「ちょ、ちょっと待って！　その話は前にしたじゃん！　あたしはもう喫茶店の方を選んだって──」

「だとしても……何かを諦めたり止やめたりするのにも、終わり方ってものがあると思うんだ。理り香かちゃんに聞いたけど、今年の大会のためにずっと練習してきたんだろ？　それをこんな中途半端な形で終わらせていいのか？」

「それは……」

「どうしても、どっちかを選ぶしかない状況なら仕方ない。でもこうして今は大会に出られる余裕が作れた。なら、この機会を逃す手はないだろ」

　迷いを見せる唯奈に俺は畳みかけた。

　終わり方を選ぶ。きちんと自身の気持ちにケジメを付ける。

　ただそれは実を言えば、水泳に対してではない。こうして唯奈をもう一度夢に向き合わせることで、本当に捨てられるものなのかと自問させるのが俺の目的。

　これで俺は彼女が喫茶店の継続を諦めてくれればいいと思っている。

　けれどもし、それでも喫茶店を選んだ時は──。

　そこについてはまだ俺の中でも結論は出ていなかった。

「でも……だけど、たぶんもう手遅れだし……」

「理香ちゃんは退部や大会の件は保留にしてもらってるって言ってたよ」

「っ……あのお節介──」

　怒ったような口調で呟つぶやく唯奈。

　しかしその瞳は迷いで揺れている。

「俺も見てみたい」

　これが最後のひと押し。けれど同時に俺の本音でもある。

「宗そうにぃ？」

「唯奈ちゃんが泳いでいるところを、ちゃんと見たい。だって俺は唯奈ちゃんに泳ぎを教えた師匠だから。まあ応援に行くにはお店を臨時休業にしないといけないが──一日ぐらいは常連客も許してくれるさ。むしろ皆も応援に駆けつけてくれるかも」

　冗談めかして笑いかける。

　唯ゆい奈なは顔を赤くし、それを隠すように頬ほおを手で覆う。

「お客さんまで応援に来るのは恥ずかしいって……だけど……宗そうにぃには──あたしも、できれば見てもらいたい。宗にぃに……こんなに速く泳げるようになったんだって」

「じゃあ決まりだ」

「…………これ、いつから考えてたの？」

「水泳のことを聞いた時」

「やっぱり、宗にぃは女の子に甘すぎるよ」

　顔を上げた唯奈は苦笑交じりにそう言った。
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「お兄さん、マジで唯奈を説得してくれたんですね！」

　二日後、珍しく理り香かが夕方にやってきた。

　午後六時を回りクローズ作業を終え、店前の簡単な掃除をしていた俺に詰め寄り、彼女は興奮した様子で言葉を続ける。

「今日、部長から通達があったんです。唯奈がこれから不定期だけど部活に復帰して、大会にも出るって……！」

「ああ──色々あって、そういうことになった」

　俺が頷うなずくと、夢じゃなかったという顔で理香は飛び跳ねた。

「やったっ!!　ホント、マジのマジでお兄さんに感謝です！」

「いや、俺自身が特に何かしたわけじゃない。新しく入ったバイトが優秀だったおかげだよ」

　陽ひ菜な実みは挨拶以外の声が未いまだに小さいという欠点はあるが、仕事の覚えは非常に良く、レジ打ちなどもすぐ習得してしまった。

　今日は唯奈から軽食メニューの手ほどきを受けていたし、もうしばらくすれば唯奈が休んでも店を回せるようになるだろう。

「そんな謙遜しなくていいですよー。うちに惚ほれられるのが怖いんですかー？」

　悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて俺を見上げる理香。

「そうだね。理香ちゃんはちょっと情熱的すぎるから」

　苦笑交じりに俺は答える。

「あはは、ひどーい！　でもでも残念でしたー！　うち、お兄さんにはわりと惚れてる方なんで、手遅れですよー」

　中学生ならではの無邪気さで、ホスト顔負けの口説き文句を披露されてしまう。

　正直、どこまで本気なのか未いまだにこの子のことは掴つかみきれない。

「……冗談言ってないで、せっかく来たなら今日こそ唯ゆい奈なちゃんと話してきたらどうだ？」

　話を変えるためにもそう促してみる。

「あ、そうですね──今なら仲直りできるかもだし……」

　真面目な顔になった理り香かは、喫茶店の入り口を見つめた。

「今は厨ちゆう房ぼうで掃除をしてるよ」

「はい──じゃ、戦ってきます」

「戦うのかよ」

　仲直りじゃなかったのかと俺はツッコむ。

「知らないんですか？　仲直りもわりとバトルなんですよ？　むしろ喧けん嘩かより戦略が要求されます」

「……言いたいことは分からなくもないけどな」

　壊すよりも直す方が難しいのは何でも同じということなのだろう。

「そういうわけで、突撃ーっ！」

　自分に気合を入れるようにして叫んだ彼女は、言葉通りに店内へ突撃していった。

「えっ!?　り、理香!?」

　店の中から唯奈の戸惑った声が聞こえてくる。

　まあ心配せずとも仲直りはできるはずだ。

　特に根拠はないが、俺はそれを確信していた。




「ねえ」




　突然、後ろから声を掛けられる。

　驚いて振り返るとそこには沙さ夜やが立っていた。彼女は煙の立ち昇るタバコを指で挟んでいる。

「──びっくりした。まだいたのか」

　今日も彼女はいつものようにラストオーダー直前から閉店ぎりぎりまで店にいた。勘定を済ませて店を出てから十分は経たっているので、近くにいたのは予想外。

「何よその言い方、失礼ね。店の裏で海を見ながら一服してたのよ。ほら、店内は禁煙だし」

　そう言うと彼女はタバコを口に当て、白い煙を吐き出す。

「確かにここからの景色はいいけど──というか、吸うようになったんだな」

「吸わなきゃやってられないの。色々とね」

　悪いかというような顔で睨にらまれる。

「今度また値上げするってニュースで見たぞ」

「うげ」

　露骨に嫌そうな表情を浮かべた彼女は、短くなったタバコを勿もつ体たいなさそうに携帯灰皿に押し込んだ。

「他のストレス発散法を見つけた方が、コスパはいいと思うけど」

「例えば？　宗そう助すけはどうしてるのよ？」

　問いかけられて俺は考える。

「うーん……東とう京きようにいた時は、まあ……酒かな」

「あははっ！　似たようなもんじゃない。お互い早死にしそー」

「言っとくが、こっちに来てからは一滴も飲んでないからな」

　妙に嬉うれしそうな沙さ夜やに言い返す。

「ふぅん、まああんた毎日楽しそうだもんね。さっきも女子中学生を口説いてたし」

「口説いてない。あれは唯ゆい奈なちゃんの友達だ」

「知ってるわ。会話はだいたい聞こえてたから」

　すまし顔で答える沙夜。

「お前な……」

「何か色々上う手まくやったみたいじゃない。バイトの子の指導に熱が入ってるなーって思ってたけど、それも唯ゆい奈なちゃんのためだったってわけね」
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　褒めてはいるが、その口調には多少の皮肉が混じっているように感じた。

「唯奈ちゃんのためなのは当たり前だろ。それが俺の仕事なんだし」

「当たり前かー」

　含みのある口調で呟つぶやいた彼女は、真まっ直すぐに俺を見つめる。

「あのさ、宗そう助すけ……そろそろ、いいんじゃない？　もう十分頑張ったって」

「……何のことだ？」

　いたわるような沙さ夜やの言葉に胸の奥がざわつく。

「分からない？　分からないなら──仕方ないか」

　大きく嘆息した彼女は、強い口調で告げる。

「宗助、今度の休みは私とデートだから」

「え？」

　突然の宣言に俺は唖あ然ぜんとした。

「言っておくけど、拒否権はないわ。宗助は私に五年前の夏祭りをすっぽかした借りがあること、忘れちゃダメよ」

「…………それを言われたら、頷うなずくしかないけどさ」

「よろしい。じゃあ朝の九時に七なな登と駅の改札前で」

　一方的に宣言すると、彼女は踵きびすを返して歩き去っていく。

「駅……？　どこに連れていくつもりだ？」

　まさか他の町の夏祭りとかだろうか。

　考えても分からない。ただ、沙夜が俺に向けた──憐あわれみに近い眼まな差ざしが、胸の奥でずっと引っかかっていた。
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　喫茶アザレアの定休日。

　俺は久しぶりに東とう京きようから着てきた私服に袖を通し、出かける準備を整える。持ち物は財布とスマホ、あとはハンカチだけという軽装。沙夜はどこに行くつもりか分からないが、身軽に越したことはない。

　だが自室を出て、一階に降りたところで、制服姿の唯奈に出くわした。

「唯奈ちゃんも出かけるの？」

　彼女の足元に置かれたスポーツバッグを見ながら問う。

「うん、もうすぐ理り香かが迎えに来るから待ってるの」

「そういえば今日から水泳部の練習に出るんだったか」

　俺の言葉に彼女は頷うなずく。

「今日はお店が休みだし、夕方までみっちり泳ぎ込むつもり。宗そうにぃは？」

「俺は──まあ、ちょっと人と会う約束があってな」

　嘘うそは吐ついていないが、詳細はぼかす。けれど唯ゆい奈なはそこでジト目になり、俺を見つめる。

「……あたし、知ってるよ？　宗にぃ、沙さ夜やさんとデートなんでしょ？」

「なっ、どうして？」

　不覚にも動揺を露あらわにしてしまう。

　ホスト仕事からしばらく遠ざかっているせいか、それとも相手が唯奈だからなのか、妙な後ろめたさを感じてしまっていた。

「この前、お店の外で話してたのを聞いちゃったの。盗み聞きはよくないって思ったんだけど、外の様子に気付いた理り香かが〝緊急事態だ〟って強引に……」

　唯奈も少しバツが悪そうに答える。

「でも、この際だから──なんか気になっちゃって仕方ないし聞くけど……宗にぃは沙夜さんと付き合ってるわけ？」

　ずいっと彼女に詰め寄られ、俺は頬ほおを掻かく。

「付き合ってないよ」

「ふぅん……でもデートに行くなら、口説くつもりなんでしょ？」

　何だかまるで浮気を咎とがめるような口調で彼女は言う。

「いや、別に今のところは……」

　そもそも本当にデートなのかも怪しいので、口説く以前の問題だろう。

「えっ!?　じゃあもしかして沙夜さんは本命じゃないの？　まさか理香と──」

「それはない」

　きっぱりと明言しておく。

「でも理香、宗にぃにアプローチかけたらまんざらでもなさそうだって」

「異議を唱える。あの子はポジティブすぎるんだよ」

「まあ、そこはあたしも話半分というか話十分の一ぐらいで聞いてたけど」

　唯奈も友人の性格は熟知しているらしく、苦笑を見せる。

「けど、理香でもないなら誰を狙ってるの？　あ、ひょっとして陽ひ菜な実みさんをあんな熱心に勧誘してたのって……」

「違う違う。そもそも何で誰かを狙ってる前提なんだよ？」

　変な誤解が膨らむ前に急いで否定し、逆に問いかけた。

「男の人ってそういうものなんじゃないの？」

　しかし真顔で問い返され、言葉に詰まる。

「いや……否定はできないけどさ」

「じゃあ誰？」

　思ったよりもかなりしつこい唯ゆい奈なに、俺は嘆息してから答えた。

「今の一番はこの喫茶店と唯奈ちゃんのことだよ。正直、他のことを考えてる余裕はないし」

　それは偽りのない本音。

　目の前にいるこの子を助けるだけで、俺は本当に手一杯なのだ。

「え──あ……」

　だが唯奈にとっては意外な返事だったのか、やけにたじろいで視線を彷徨さまよわせる。

「そ、宗そうにぃ……それって……」

　顔を赤らめて問いかけてこようとしたが、途中で彼女は頭を振った。

「や、やっぱり何でもない！　ほら、宗にぃ──早く行かないと遅れちゃうんじゃないの？」

　そう言って彼女は俺の後ろに回り、ぐいぐいと背中を押す。

「確かにそろそろ急いだ方がいい時間だけど──」

「それなら急いで急いで」

　追い出されるようにして俺は店の正面入り口から外に出る。

「いってらっしゃいっ！」
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　そして彼女は大きな声で叫ぶと、俺が振り返るより先に勢いよく扉を閉めてしまった。

「……いってきます」

　彼女の勢いに呆ぼう然ぜんとしつつ、俺は扉の向こうに挨拶してから歩き出す。

　朝でまだ涼しいからか、辺りからは蝉せみの大合唱が響いていた。

　坂道から見渡せる海は青く凪なぎ、空には雲一つない。

　今日は──とても暑くなりそうだ。







　唯ゆい奈なと話していたこともあって、七なな登と駅に着いたのは約束の時間ちょうど。そこにはもう沙さ夜やの姿があった。

　どこか遠出するのなら涼しい恰かつ好こうの方がいいだろうに、彼女は普段とは違う黒いワンピースを身に着けている。

「お待たせ。待ったか？」

「ううん、今来たとこ」

　顔を上げて答えた沙夜はそこでプッと噴き出す。

「あははっ！　何だかホントにデートみたい」

「……デートじゃないのか？」

「もちろんデートはデートよ。けどテンプレすぎてウケちゃった」

　まだ笑いながら、沙夜はとても自然に俺の手を取った。

「さ、行こっか」

「……おう」

　女性に慣れていないわけではないのだが、大人びた幼おさな馴な染じみに手を握られるのは正直ドキリとする感覚だった。

「切符は私が二人分買っといたから」

　沙夜は俺の手を引いたまま、改札の駅員に切符を見せる。

「ありがと。じゃあ代わりに昼飯は俺が出すよ」

「ホント？　だったら良いもの食べちゃおー」

　嬉うれしそうに声を弾ませる沙夜。

　事前に調べていたのか、ホームにはすぐ電車がやってきた。

　座席は二人掛けの席が対面になっているボックス式で、普通なら向かい合わせに座る状況。けれど沙夜が俺の手を放そうとしなかったので、必然的に並んで座ることになる。

「どこまで行くんだ？」

　窓側に座った彼女に俺は問いかけた。

　何しろまだ目的地すら知らされていないのだ。

「二つ先の駅まで。すぐ着くから」

「──了解」

　まだ具体的な行き先を挙げないところを見ると、あえて曖あい昧まいにしているのだろう。

　やはりこれはただのデートではないらしい。

　動き出す列車。ガタンゴトンと揺れる車内。

　沙さ夜やの横顔越しに見えるのは田畑や山ばかり。

　恐らく沙夜にとっては見飽きた光景なのだろうが、都会育ちの俺にとってはのどかで心休まる景色だ。

　同じ車両に他の乗客はいない。

　沙夜もずっと黙っているため車内は静かだが、手を握られているせいか気まずさは感じなかった。

「──ねえ」

　二駅とはいえ、田舎の駅の間隔は大きい。

　十分以上掛かって一つめの駅に停車したところで、沙夜が沈黙を破る。

「何だ？」

「知ってた？　私、最初は宗そう助すけのこと嫌いだったのよ？」

　こちらを向いた沙夜は、苦笑交じりに言う。

「……知ってたよ。健けん吾ごが俺に声を掛ける前から、沙夜とは因いん縁ねんがあったよな」

　俺も苦笑いを浮かべて頷うなずいた。

　七なな登と市には毎年家族で遊びに来ていたが、一人で海へ行くことが許されたのは、しっかり泳げるようになった小学三年生から。

　ただ海へ行っても遊び相手はいないので、ブイで囲われた遊泳区内をひたすら泳いでいたのだが、そこで同じように泳ぎに徹している女の子を見つけたのだ。

「その頃の私さ、その時やってたオリンピックに影響受けて水泳選手になるんだって特訓してたのよ。そしたら張り合うように泳ぐ男の子が現れて、何だこいつって」

　憤っているような台詞せりふだが、口調には懐かしむ色の方が濃い。

「俺はただやることないから泳いでただけなんだが……いつの間にか競争するみたいな形になって、俺も意地になったんだよな」

「うん、でもくたくたになるまで泳いでも決着がつかなくて──ムカついたから、あっかんべーをして帰ったんだよね。そしたら次の日、健吾がその子を〝友達になった〟って紹介してきて、びっくりしたわよ」

　小さく肩を竦すくめる沙夜。

「あの時、沙夜は何も言わなかったけど俺をじっと睨にらんでたよな。俺も〝やべ、昨日の子だ〟って思ってた。殴り掛かってくるんじゃないかって警戒してたよ」

「む、私そこまで乱暴じゃなかったわ」

「まあそうだけど、何かと突っかかってはきただろ？」

「それは……やっぱ気に食わなかったし」

　唇を尖とがらせつつも、彼女は認める。

「わりと喧けん嘩かばっかりだったよな」

「うん、けど夏にしか会わないっていうのがいい冷却期間になってたんだよね。喧嘩したまま別れても、次の夏に会ったらムカつきより懐かしさとか、嬉うれしいって気持ちが大きくて──そういうのが積み重なってった」

　沙さ夜やの声音に湿り気が混じる。

「……五年前もさ、また来年会った時には仲直りできるって思ってたのよ？」

「遅くなって……悪かった」

　他の事情もあったものの、彼女のように〝来年〟を信じられなかった自分が今更ながらに情けない。

「いいわよ、もう。思ってた通り、言いたいこと言ったらすっきりできたし。ただ、さ……」

　そこで一旦言葉を切って、沙夜は俺を見つめる。

「知ってた？　五年前、私──宗そう助すけのことが好きだったのよ？」

「…………知ってたよ」

　目を逸そらさずに答えると、沙夜は息を吐く。

「そ。なら今の私は宗助のこと、どう思ってると思う？」

「──分からない」

　正直に答えるしかなかった。

　昔はもっと沙夜のことが分かった気がするのに、経験を積んだ今の方が逆に幼おさな馴な染じみの心中は推し量れない。

　すると沙夜は面白そうに笑う。

「ふふ、一緒ね。私もよく分からないわ」

　そう言いながら彼女は握った手にわずかに力を込める。

　そこで会話は途切れ、目的の駅に着くまで俺たちは黙って窓の外を流れる景色を眺めていた。







　降りた駅は七なな登と駅より簡素で、周辺にあるのは民家と田畑だけ。

　健けん吾ごと電車で遠出したことはあるが、この駅で降りたことはないはず。

　沙夜はスマホを取り出すと地図を表示させ、少し坂になっている道を指差した。

「こっちよ」

　けれど──何な故ぜだろうか。沙さ夜やと共に陽炎かげろうの立ち昇る田舎道を歩いていくと、妙な既視感を抱く。

　何だか景色に見覚えがある気がする。

　それも昔来たとかじゃない、つい最近目にしたような──。

　その疑問は目的地に着いた時、氷解した。

　そこは石垣に囲われた広い墓地。中央には高さ三メートルほどの観音像が置かれ、敷地の奥には寺のお堂が見える。

「ここは──」

　俺が息を呑のんで立ち止まると、沙夜はこちらを振り返る。

「私は初めてだけど、宗そう助すけはお葬式の時に来たばっかりだから、覚えてるわよね？」

「──ああ、あの時は火葬場から送迎バスで往復だったから、ここに着くまで気付かなかった」

　見覚えがあるのも当然。俺は叔父さん夫婦の葬儀の時にここを訪れていたのだ。

「私のところはお母さんが出席してたんだけどさ、火葬のあとすぐに納骨まで済ませたんだって？」

　沙夜の問いかけに俺は頷うなずく。

「そう──普通は四十九日以降とかだろうし少し驚いたけど、この辺りはそういう風習があるから別に変なことじゃないって父さんたちは言ってたな。まあ……ホントのところは唯ゆい奈なちゃんの負担を減らすためなんだろう」

　叔父さんはこちらに引っ越してきた時に、他に管理する者のいなかった玲れ美みさんの家の墓を移転させ、先祖代々のものとして作り直したらしい。そのためすぐに遺骨を納めることができたのだ。

「でしょうね。というか宗助が口を出さなかったら、唯奈ちゃんはすぐに親戚のところへ引き取られることになってたんだろうし、色々一度に済ませておきたかったのかも」

　そう言いながら沙夜は俺の手を引いて歩き出す。

「宗助、案内して。私、場所知らないし」

「……叔父さんとおばさんのお墓か？　お参りするのが目的だったなら、最初から言ってくれればよかったのに。花も買ってきてないし……」

　俺は溜ため息いきを吐ついて歩調を速め、沙夜の半歩前に出た。

「違うわよ。私はあくまでデートの一環として、宗助をここに連れてきただけ。それが一番大事なことだと思ったから」

　今度は俺に手を引かれる形となった沙夜は、小さく首を横に振る。

「一番大事？」

「たぶんさ、宗そう助すけは──ちゃんとお葬式ができてないんじゃないかなって」

「……どういう意味だ？」

　いまいち沙さ夜やの意図がくみ取れない。

「宗助ってさ、玲れ美みさんのことを頑かたくなに〝おばさん〟って呼ぶよね。いつからだっけ？」

　こちらの質問に答えず、彼女は問いをぶつけてくる。

「──覚えてないな」

「ふぅん。でも、私は覚えてるよ」

　そんな会話を交わしている間に、目的の墓の前に着く。

　誰かが参ってくれたのか、墓にはまだ萎しおれていない花が活いけられていた。

「小学五年生の夏休み。久しぶりに会った宗助は、玲美さんをおばさんって呼ぶようになってたわ」

「…………」

　どうやら誤ご魔ま化かし切れないらしい。

　向き合うつもりはなかった。見ない振りをし続ければ、忘れられると思っていた。

　でも、俺を〝見て〟いた沙夜は、それではいけないと考えたのだろう。

　──ダメなんだな。

　逃げられもしない。だって彼女とのデートを投げ出すわけにはいかないから。

　俺は胸の奥に押し込めた感情が泡立つのを感じながら、彼女の言葉を待つ。

　沙夜は墓石を見ながら言う。

「何があったかは知らないけどさ、たぶんその時に宗助は玲美さんのことが好きになったんでしょ？」
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　母さんの弟の奥さん。

　九く谷たに玲れ美みという人のことを、最初そんな風に紹介された気がする。

　綺き麗れいな人だった。傍そばにいくと、いつもいい匂いがした。

〝奥さん〟という立場は自分の母親と同じなのに、化粧をして、ウェイトレスの服を着て、朗らかな笑顔を振りまきながら働く彼女は、全く別の存在に思えた。

『宗そうくん、また大きくなったねー』

　夏に会う度、玲美さんはそう言って頭を撫なでてくれる。撫でられるのが恥ずかしくてつい避けてしまった時には、『男の子だねー』と妙に嬉うれしそうな顔をしていた。

　子供心ながらに血の繋つながりがないことを理解していたせいか、玲美さんと話す時は少し緊張した。

　思い返せば、あれがたぶん初めて女性を意識した時なのだろう。

　ただ、そこまではよくある話。
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　思春期前に、近所の綺き麗れいなお姉さんや美人の先生に漠然とした憧れを抱くのは、大半の男が通る道だ。そして憧れは憧れのまま風化していく。

　けれど俺は、憧れのままで踏みとどまることができなかった。

　きっかけは小学五年生の時に出された夏休みの宿題。

　その中に、何でもいいから絵を一枚描いてくるというものがあったのだ。

　当時から俺は絵が得意で、それを知っていた玲れ美みさんは宿題の話題が出た時にこう言った。よかったら私を描いてみてよ──と。

　人物画は正直あまり好きではなかったけれど、玲美さんならと俺は頷うなずいた。

　そして喫茶店の定休日。

　海が見える窓際の席に座る彼女を、俺は何時間もかけて描いた。

　その間、玲美さんはずっと微笑ほほえみながら俺を見ていた。

　俺もほんの些さ細さいな部分も見逃すまいと彼女を見つめ、観察し──ふと、気付いたのだ。

　俺は、この人のことが好きなのだと。

　それが俺の初恋。

　でもその恋は始まった瞬間に終わっている。

　俺は知っていたから。叔父さんと玲美さんはとても仲良しで、結婚していて、子供の自分にできることなど何一つないのだと。

　その日から俺は玲美さんのことを意識して〝おばさん〟と呼ぶようになった。

　玲美さんは片思いすらしてはいけない人だから、あくまで親戚のおばさんなのだと自分に言い聞かせる必要があった。

　けれど、憧れから変質した恋心はそう簡単には消えない。

　夏が来る度、あの人と再会する度に思い出す。胸に鋭い痛みが走る。

　年月が経たつほどに、その痛みは増していった。







「──沙さ夜やの言う通りだよ。俺は玲美さんのことが好きだった。でも、好きになったタイミングまで当てられるとは思わなかったな」

　自分の中にある想おもいと記憶を辿たどってから、俺は隣に立つ沙夜に答える。

　そして今、俺の初恋の人は目の前にある墓の下で眠っていた。

「宗そう助すけのこと、いつも見てたから。その頃の私はまだ好きとかよく分かってなかったかもしれないけど、宗助が変わったことだけはすぐに気付いた」

　沙夜も墓石を眺めながら言葉を続ける。

「だからね、私密ひそかに玲美さんのことライバル視してたのよ？　宗助は玲美さんの頼みなら何でも聞いちゃうから、私もワガママ言って困らせたりしてたっけ」

　苦笑する沙さ夜や。

「その頃から妙に無理難題を吹っかけてくるようになったのは、それが理由だったのか」

　子供の頃には想像すらできなかった真実に、俺は驚く。

「そ。だから夏祭りの時も──ほら、あの年って宗そう助すけは玲れ美みさんに頼まれて、唯ゆい奈なちゃんの面倒を見てたでしょ？　それで宗助が全然遊んでくれなくなったから、頭に来て強引に誘っちゃったのよ」

　彼女の言葉で当時のことを思い出す。

「一緒に夏祭り行ってくれないと絶交する、って言われたっけ」

「だね。結局、約束をすっぽかされてその通りになっちゃったんだけどさ。私──もちろん宗助には怒ってたけど、あんなこと言ったせいかもしれないって後悔もしてた」

　自嘲気味に沙夜は笑った。

「一応言っておくけど、俺は別に嫌々夏祭りに行く約束をしたわけじゃないからな。俺は俺で、結構楽しみにしてたし」

「分かってる。唯奈ちゃんが行方不明になったんじゃ、夏祭りどころじゃなくなるのは仕方ないよ」

　当時の怒りはもうないと言っていたのは本当らしく、沙夜は淡々と語る。

　五年前、沙夜との約束を破ったのは唯奈の行方不明が原因。幸い、彼女は俺がすぐ見つけることができたのだが、その頃にはもう夏祭りが終わる時間になっていた。

　それでも俺は約束の場所に行き、そこでずっと待っていた沙夜を見つけたのだ。

「でも──何とか連絡ぐらいはするべきだった。携帯は持ってなかったけど、健けん吾ごに言こと伝づてを頼むとか……やりようはあったはずなのに」

　何度も後悔の中で思い描いた〝もしも〟──理想の選択を口にする。

「それを言うなら私もあの時、ただキレて喚わめくだけじゃなくて、もっと言うべきことがあったはずって後悔してたわよ。思い返したら──〝告白〟するタイミングはあの時しかなかったのにって」

　そう言うと沙夜は俺の方に視線を向けた。

「沙夜……」

「あー、やっと言えたー！　すっきりすっきり」

　俺が答えを探していると、彼女は明るい笑みを浮かべて言う。

「これで一応、私の初恋にはケリがついたかなー。今度はあんたの番だからね？」

　そこで初めて彼女は繋つないだ手を解ほどき、バンと俺の背中を勢いよく叩たたいた。

　──俺の番。

　沙夜が視線で指し示すのは、目の前の墓。

「〝親戚のおばさん〟じゃなくて〝玲美さん〟とちゃんとお別れしなよ。私、向こうで待ってるからさ」

　こちらが答える前に彼女は踵きびすを返し、墓地の入り口の方へと歩き去っていく。

　彼女の姿が見えなくなった後、一人取り残された俺は墓石に向き直った。

　納骨の時を思い出す。皆、この墓の前に集まって手を合わせていた。もちろん俺もそうしていた。けれど俺はあの時、何を考えていただろう。

　思い出せない。忘れているというわけではなく、たぶん何も考えないようにしていたのだ。

　火葬の時も、葬儀の時も、通夜の時も、いや……訃報を聞いた瞬間から──俺はできるだけ考えないようにしていた。五年の歳月でほんの少しだけ摩耗した気持ちを心の奥に沈めたまま、〝叔父さんとおばさん〟の葬式に出席した。

　だから俺は、一度も泣いていない。

　悲しくて、可哀かわい想そうで、辛つらかったけれど、その気持ちは涙で零こぼれる前に呑のみ込こめた。

　何な故ぜなら、唯ゆい奈なも泣いていなかったから。

　単なる〝親戚〟が、唯奈が頼った〝宗そうにぃ〟が、取り乱すわけにはいかない。

　でも──本当は違う。

　ここに眠っているのは、ただの親戚じゃない。

　俺が、生まれて初めて好きになった女性だ。初恋の人だ。

　この年になっても、他に本気で好きになれる相手ができないぐらい、どうしようもなく心の底から愛していた人。

　そんな人がもう、いない。

「っ……」

　目が熱い。

　いつの間にか頬ほおが濡ぬれている。

　体が微かすかに震えていることを自覚しながら、俺は涙を拭うことなく手を合わせ、目を閉じる。

　だが瞼まぶたでは溢あふれる悲しみを留とどめることはできず、涙が、嗚咽おえつが込み上げ、溢れ出す。

「うぅっ……ぐっ……くそっ……何で……何でだよ……！」

　零れたのは嘆きと憤り。

　何故あの人がこんな不幸に遭わなくてはならなかったのか。

　本当ならもう二度と会わないつもりだった。それでも元気で幸せでいてくれるなら十分だった。初恋の成就など願ってはいなかった。

　なのにどうしてこんな形で再会しなければならなかったのか。

　あまりに理不尽。

　でも、どれだけ怒っても時間は巻き戻らない。
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「俺、は……玲れ美みさん……あなたのことが、好き……でした」

　震える声で、本来なら決して口に出してはいけなかった想おもいを吐き出す。

　最後の堰せきが壊れ、涙と嗚咽おえつが止まらなくなる。

　でも言わなければ。

　残された人間にできるのは、冥福を祈ることだけだから。

「だから……安らかに……眠ってください。唯ゆい奈なちゃんのことは……心配、いりません。俺が──助けます。それがあなたとの……約束だったから」

　唯奈と交わしたものより前。

　俺は玲美さんにこう頼まれたのだ。

　唯奈のことを助けてあげてね──と。







　お参りを終えて墓地を出ると、傍そばの木陰で沙さ夜やが待っていた。

「──ひどい顔。でも、泣けてよかったわね」

　そう言うと彼女はハンカチを取り出し、俺の目元を拭ってくれる。

「ありがとう……」

　されるがままになりつつ俺は礼を言う。

　散々泣いたせいか気持ちはスッキリしてるが、体はだるくて力が入らない。

「私もだけどさ、初恋って厄介なのよ。抱えたまんまじゃどこにも行けない。ケリつけて、身軽になって、やっと前に進める。というわけで──ようやくデートができるわね」

　ハンカチを仕し舞まった後、彼女は躊躇ためらいがちに俺の手を取った。

　ここへ来るまでずっと繋つないでいたのに、その仕草は初々しくて俺にまで緊張が伝わる。

「……ケリをつけたのに？」

「ええ、だからゼロからの──今の宗そう助すけとのデートよ。まあ、今の私があんたを好きになるかどうかは分からないけど」

　悪戯いたずらっぽく笑った沙さ夜やは、軽い足取りで歩き出す。

　俺も手を引かれて歩調を合わせる。

「ぶっちゃけ、俺はやめといた方がいいぞ」

「何で？」

「言ってなかったけど、東とう京きようで夜はホストの仕事してるし」

「マジ？」

「マジ。皆には秘密な」

　驚く沙夜に真顔で頷うなずく。

「……おっけ。何か時々あんたには似合わないキザったらしい台詞せりふを言うようになったとは思ってたけど、まさかホストなんてね」

「意外と向いてたんだよ」

　けれど初恋にケリを付けた今、誰のことも本気で好きにならないという〝才能〟は失われてしまったかもしれない。実際そろそろ潮時なのだろう。

「ふーん、でも私はアブない人も結構好きよ」

「ホントやめとけって。趣味変えないと不幸になるぞ」

　真剣に忠告しておくが、沙夜はくすくす笑って俺の顔を横から覗のぞき込こむ。

「でもそれ、宗助次第なんじゃない？」

「……俺が相手の場合ならな」

　この幼おさな馴な染じみがどこまで本気か分からずに、俺は頭を掻かく。

「あははっ、私は最初から宗助の話しかしてないわよ」

　楽しげに肩を揺らした彼女は、高く昇った真夏の太陽を見上げて言う。

「っていうかさ、宗助の方が私のことを好きになるパターンもあるわけじゃない？　その時は変に遠慮とかしないで、ホストのスキル使って全力で私を落としに来なさいよね」

「辞退は認めないと？」

「当然。それに宗助はもう二度と私から逃げたりしないでしょ？」

　試すように問いかけられた俺は、渋々頷いた。

「まあ、な」

　先ほど謝った手前、同じことを繰り返すことはできない。

「なら、安心。勝負は対等じゃないとね」

「勝負なのかよ」

「もちろんよ。私と宗そう助すけの──」

　首を縦に振った沙さ夜やだったが、何かを思い出した様子で言葉を切る。

「ううん、ここから始めるなら……私たち二人だけの話じゃないわね」

　小さくそう呟つぶやいた彼女は、やけに真剣な眼まな差ざしを俺に向けた。

「沙夜？」

「宗助、これはホントのホントに余計なお世話というか、要らないお節介だと思うんだけど──唯ゆい奈なちゃんのことも、唯奈ちゃんとして見てあげなさいよ？」

「……当たり前のことだと思うんだが」

「当たり前、じゃない。少なくとも宗助はできてない。あの子のことをいつでも〝玲れ美みさんの娘〟としか見てないわ」

「────」

　それは図星で、俺は返事に詰まる。

「ねえ、宗助はいったい〝誰の味方〟なの？」

　続く質問にも俺は即答できず、沙夜と並んで緩やかな坂道を下りながら、胸の内にあるはずの答えを探していた。
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　お父さんのお姉さんの息子。

　それが毎年夏にやってくる間ま宮みや宗助という男の子で、あたし──九く谷たに唯奈の従兄いとこ。

　──今ごろ、沙夜さんと楽しくデートしてるんだろうなぁ。

　学校の屋内プールをクロールで往復しながら、あたしは宗そうにぃのことを考える。

　数週間、練習を離れていた体は思っていた以上に重い。まだメニューの半分ほどなのに、もう疲れを感じている。

　正直苦しいが、ただそれ以上にこうして泳げることを筋肉が、全身が喜んでいる。

　やっと本来の住処すみかに帰ってきたような、そんな感覚。

　昔、あれほど怖かった水は、もうあたしにとって相棒みたいなもの。あたしを包み、浮力で支え、あたしが〝強い〟と証明してくれる最高の環境。

　体力は恐らく本番までに完全には戻らないだろうけど、泳ぎの感覚は一掻かきごとに研ぎ澄まされていく。

　思考をどこかに飛ばしていても、体はどんどん最適化されていく。

　──でも、大丈夫だよね。宗そうにぃは喫茶店とあたしのことが一番だって言ってくれたもん。

　二人がデートをすると知ってからはずっと落ち着かなかったけど、あの言葉を聞いて安心した。デートに行ってもいきなり付き合うことになったりはしないはず。きっとそう。

　──だけど沙さ夜やさん、美人だしなぁ。

　宗にぃとは昔から仲がいいし……喧けん嘩かしてたらしいけど、いつの間にか仲直りしちゃってたし。

　怖い。

　宗にぃが誰かに取られてしまうのが。

　だって今のあたしには、宗にぃしかいないから。

　お葬式であたしの味方になってくれたのも、喫茶店を手伝ってくれるのも、寂しい時に一緒に寝てくれるのも宗にぃだけ。

　何でそこまでしてくれるのかは、正直分からない。

　ひょっとすると宗にぃは、あたしのことが好きなのかもしれない。

　そう考えるとドキドキしてしまうけど、別の理由があるような気もしてる。

　──昔も、そんな妄想をしてたっけ。

　夏にやってくるカッコいい年上のお兄さん。

　本や漫画が好きで、夢想しがちだった幼いあたしにとって、宗にぃはちょうどいい〝王子様〟だった。

　田舎は娯楽が少ないから、本を貸してあげるとそれが児童用のものでもすごく喜んでくれた。頼むと読み聞かせをしてくれる時もあった。

　宗にぃの膝の間に収まって、一緒に本を読むのが、あたしにとって一番楽しくて、ドキドキする時間だった。

　でも宗にぃは外へ遊びに出ることが多くて、なかなかそんな機会は訪れない。

　宗にぃが大きくなるほど、あたしに構ってくれる時間は減っていった。

　ほとんど話すことないままバイバイをした夏の日、あたしは初めて思った。

　海で遊べるようになりたいと。

　そうすれば地元の子たちと一緒に、あたしも宗にぃと外で遊べる。

　物心つく頃に海で溺れたせいで、体には本能的な恐怖が染みついていて、それまでは近づこうとも思わなかった。一生泳がなくてもいいと考えていた。

　でもそんな恐怖を塗りつぶすほどの感情が、あたしの中に生まれたのだ。

　ただ──実際、どうしたらいいか分からなくて、お母さんに相談した。

　そうしたら次の夏、お母さんが宗にぃに頼んでくれた。あたしを助けてあげてほしいと。

　宗そうにぃは面めん倒どうそうな顔をしてたから、たぶん嫌だったんだと思う。

　でも、引き受けてくれた。

　あたしは宗にぃが一緒なら勇気が出るし、一緒にもいられるし、すっごく舞い上がっていた。

　波打ち際で水に慣れるところから始めて、めちゃくちゃ楽しかったけど──宗にぃは退屈そうなことに気付いてしまう。

　だから段々と申し訳なくなって、早く海に入れるようにならなくちゃって焦り始めた。

　それで宗にぃが約束があるからと練習を休みにした日、あたしは一人で頑張ることにした。

　でも周りに地元の子たちがいる中、一人で練習するのは居心地が悪くて、恥ずかしくて、あたしは砂浜の端にある磯いそへと移動した。

　岩に囲まれた小さな湾の中でちゃぷちゃぷ足を水に浸つけて、怖いのを我慢する。何とかせめて顔を水に浸けられるようにならなくちゃと努力している間に、潮が満ちた。

　いつの間にか少し泳がないと岸には戻れなくなっていて、あたしは岩の上で一人震えるしかなかった。

　怖かった。

　夏だけど日が沈むと濡ぬれた水着が冷たく感じて、このまま死ぬんじゃないかとさえ思った。

『唯ゆい奈なちゃん！』

　そんな時、宗にぃの声が聞こえた。

　夢かと思ったら、本当に宗にぃが現れて、無事でよかったと笑ってくれた。

　あたしは泣いて抱きついた。

　それからあたしは宗にぃに背負われて潮が満ちた岩場を渡り、砂浜に戻ってしばらく夜の星を眺めていた。

『──どうしてこんな無む茶ちやをしたんだい？』

　波の音が響く中、宗にぃは優しく訊たずねてきた。

『…………』

　理由は言えない。宗にぃの迷惑になりたくなかったなんて言ったら、まるで責めているみたいになってしまう。こんなことになったのは全部あたしのせいなのに。

『まあ、ここにいたってことは一人で水に慣れる特訓をしてたってことだよな』

『…………』

『ごめん、唯奈ちゃんがそこまでやる気があったなんて知らなかった』

『え？』

　その言葉に驚いてあたしは宗にぃを見た。

『おばさんに頼まれたから引き受けたけど、唯ゆい奈なちゃんは海が苦手だってよく知ってたし、そこまで無理させなくてもって思ってたんだ』

『あ、あの……違う。元々はあたしが……』

『ああ、ちゃんと唯奈ちゃんに確かめるべきだった。だから次は唯奈ちゃんも──今年の夏はもう終わりで、来年は受験勉強とかで来られるか分からないけど──遠慮しないで直接相談してほしい』

『…………うん』

　こくんと頷うなずくと、宗そうにぃは安心させるようにあたしの頭に手を置く。

『困ったことがあったら、俺が必ず助けに行くよ』

　その言葉は、あたしにとってすごく大事なものになった。

　翌年から宗にぃは来なくなったけど、いざとなれば宗にぃが助けてくれると思ったら、どんなことにでも臆さず挑戦できた。

　水が怖いのも完全に克服して、泳げるようになって、泳ぐのがだんだん楽しくなって、部活で水泳の大会にまで出るようになった。

　再会がこんな形になるなんて思ってなかったけど、宗にぃは約束を守ってくれた。

　トン。

　指先が壁に触れ、あたしはくるんと体を縦回転させてターンをする。

　体と同じように思考も回転。

　過去へ向いていた意識が、現実に戻ってくる。

　──このまま、宗にぃとずっと一緒に喫茶店をやれたらいいのに。

　湧き上がるのは、無理だと分かっている一番の望み。

　でも考えてしまう。

　だってそうしたら迷わずに済むから。

　こうして久しぶりに泳いだら、思い知ってしまった。自分には確かに才能と呼べるものが、水泳に関してはあることを。

　他人ができないことができる。努力すればするだけ伸びていく実感がある。

　水が怖かったあたしでは、絶対に開花することのなかった才能。この世の中で〝特別〟になるための通行証。

　お父さんとお母さんの喫茶店を継ぐのは、昔から漠然と抱いていた夢だったけど、もう一つ新しい夢ができた。

　去年の全国大会で垣かい間ま見みた、水泳競技のてっぺん。

　まだ実力が足りなくて負けちゃったけど、頑張り次第で自分ならいけるっていう予感があった。

　水泳で、一番を目指してみよう。

　それはあたしが自分で初めて見み出いだした夢。

　少し前まで、その二つの夢は両立できるものだった。でも、急にどちらかを選ばなくちゃいけなくなった。

　あたしは、喫茶店を選んだ。

　だから水泳は諦めなきゃいけない。こうして練習に復帰したのは、最後の大会に出て思い残すことがないようにするため。

　その機会をくれた宗そうにぃには感謝している。

　だけど勝っても負けても、気持ちよく諦めることはできないだろう。負けたらリベンジしたくなるし、勝てばあたしの才能の価値は跳ね上がる。もう捨てることができないほど、大切なものになってしまうかもしれない。

　──選べないって言ったら、宗にぃは困るかな？　助けてって言ったら、また助けてくれるかな？

　無理だ。

　五年前の約束はあるけれど、あたしたちはただの親戚でそれ以上でもそれ以下でもない。

　──宗にぃが、本当にあたしの王子様だったらいいのに。

　けれどそちらも無理な相談。未いまだに少女漫画を読よみ漁あさってるあたしの妄想。

　もし万が一、とんでもなく奇跡みたいな確率で、宗にぃがあたしのことを好きだったとしても、あたしには〝王子様になって〟なんて要求する資格はない。

　だって……誰にも渡したくなくて、ずっと傍そばにいてほしくて、今も沙さ夜やさんとのデートの行方が気になってて、この夏の間で一番って断言できるぐらい大好きな人になったけど──それでも……。

　──あたしはまだ、きっと恋はしていないから。

　早く大人になりたい。

　どうしようもなく子供な自分が、あたしはとても情けなかった。







「お兄さん、わりとマジで狙ってるんだけどなー。イケメンでオシャレな喫茶店で働いてるとか、絶対みんなに自慢できるし」

　練習が終わり、学校からの帰り道。

　理り香かも宗にぃと沙夜さんのデートが気になっているらしく、夕焼け空を見上げながらぼやく。

「自慢って……もし宗にぃと付き合うことになったとしても、言いふらすのはやめてよね。下手したら宗にぃ、逮捕されちゃうじゃん」

　あたしは隣を歩く彼女に釘くぎを刺す。

　理り香かは恋愛に積極的で、どこで聞いたのかオトナの話もよくするけど、根本的な部分はあたしと同じぐらい子供だと思っている。

　恋愛に憧れて恋愛をしようとしてるというか──だから本物の大人の沙さ夜やさんには、どう足あ掻がいても勝てないのだ。

「大丈夫だって。清く正しい交際をすれば問題ないでしょ。ほら、隣のクラスの子だって教育実習の先生と付き合ってるって噂うわさだし」

「……理香が清く正しくいられるわけ？」

　疑いの眼まな差ざしを向けると、彼女はわざとらしく顔を逸そらす。

「それはまあ──もちろんよ。表向きは」

「最後の一言で台無しじゃん」

　呆あきれながらため息を吐つく。

　もちろん理香にだって宗そうにぃは渡したくない。ただ理香が宗にぃを口説くようになったきっかけがあたしのためだったことは知っているので、強くやめろとは言いづらい。

　宗にぃがあたしのことを好きだったらいいのにとか妄想してるけど、喫茶店と水泳の両立のためというだけなら、相手があたしである必要もなかった。

　宗にぃが理香や沙夜さん、もしくは星ほし乃のさんと付き合っても、この街に腰を据えるきっかけにはなるだろう。

　だから、喫茶店を理由にしてもあたしは理香みたいに動けない。どれだけ宗にぃに傍そばにいてほしくても、誰かに取られたくなくても、〝恋〟を言い訳にできないから、単なる従妹いとこでいるしかない。

「っていうか、それを言うなら唯ゆい奈なの方がヤバくない？」

「な、何でよ？」

　突然の反撃にあたしはたじろぐ。

「だって従兄妹いとこ同士って結婚できるんでしょ？　そんな人と一つ屋根の下とか……キャー！」

「キャーじゃない。それ、宗にぃに失礼だし」

　ある意味図星を突かれたあたしは、強い口調で注意してしまう。

「あはは、ごめん。でもドキドキすることとかはあるでしょ？」

「……知らない」

　ぷいと顔をそむける。

　そんなのは昔からだ。たぶん、初めて会った瞬間から。

　そうして家が近づいてきた時、理香が前を指差す。

「あれ、お店の前に誰かいない？」

「え？」

　定休日の札を出したはずの店前に、黒い人影が見えた。

　──誰だろう。

　あたしは胸の奥がざわめくのを感じながら、その人物に近づいていった。
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「あー、遊んだ遊んだ」

　日が沈んだ頃、俺──間ま宮みや宗そう助すけと沙さ夜やは七なな登と駅に戻ってきた。

　沙夜はスタイルのいい体をうーんと伸ばして、晴れ晴れとした笑みを浮かべている。

「そうだな。久しぶりに普通に遊んだよ」

　俺も充実感を覚えていた。

　墓参りの後から始まったデート。俺たちは電車で県庁所在地の街に出て、ボーリングやゲームセンターで遊び、休憩代わりに寄ったカラオケで熱唱した。

「昔、健けん吾ごたちと一緒にカラオケ行った時は大人しかったのに、今日はノリノリだったわね。タンバリンは叩たたくし、面白い合いの手入れるしさ」

「その辺りは付き合いとかで染みついたんだよ」

　恐らく当時皆で行ったのが人生初のカラオケだ。恥ずかしくてまともに歌えなかったのも仕方ない。

「へー、それは大学とホストとどっちの方で？」

「どっちも」

「……意外と似たようなものなのね」

　感心した様子で沙夜は呟つぶやく。

　そんな話をしながら喫茶店の近くまでやってくる。

「送るよ」

　このままだと俺が先に家について沙夜を一人で帰らせる形になるため、そう提案した。

「いいわよ。本当にすぐそこだし。それより──ディナーは誘ってくれないの？」

　けれど沙夜は首を横に振り、からかうような口調で問いかけてくる。

「この辺りだと、もう飲み屋しか開いてないぞ？」

「別に構わないわ。それに昼食は約束通り奢おごってもらったし、次は割り勘でオッケーよ」

　正直、酒と聞いて心は揺れた。

　こちらに来てから断酒しているので、急に飲みたくなってくる。

　ただ夜も食事に誘えば、昼のデートとはまた違う男女の駆け引きが始まりかねない。それに──。

「……飲みたいけど、今日はやめとく。唯ゆい奈なちゃんに連絡してなかったから、夕ご飯を作って待ってるかもしれないし」

「そう。じゃあまたの機会で」

　それほど未練もなさそうに沙さ夜やは手を振って国道へ続く道を下っていった。

「ああ、また。今日は──本当に楽しかった」

　背中に声を掛けると、彼女は振り返らないままもう一度手を振る。

「──私もよ」

　笑みを含んだ沙夜の声は、なんだかとても温かく感じた。

　彼女の姿が闇に紛れるまで見送ってから、俺は喫茶店の方に足を向ける。

　店が見えてくると、一階の明かりが点ついていることに気付いた。

　やはり夕食を準備してくれていたのかもしれない。

　少し足を速めて、店の正面入り口から中に入る。

　カランコロンと鳴るドアベル。

「ただいま」

　声を掛けて店内を見回すと、奥の窓際──かつて俺が玲れ美みさんをスケッチした席で、彼女は顔を突っ伏して寝ていた。

　テーブルにはラップが掛けられたオムライスが二つ。

　──待っててくれたんだな。

　申し訳ない気持ちになりながら彼女に近づこうとした時、ぎしりと背後で音が響いた。

「っ!?」

　驚いて足を止める。

　カウンターの奥、二階へと続く階段の方からだ。

　まさか泥棒かと身構えるが、階段を下りてきたのは見知った顔だった。

「──恵けい子こさん？」

　俺は驚きながら彼女の名前を口にする。

「ああ、宗そう助すけくん。帰ってきたのね。私は仏壇に挨拶させてもらっていたわ」

　そう言うと彼女は唯ゆい奈なの方を見た。

「寝ちゃったんだ。久しぶりの部活でずいぶん疲れていたみたいだから、仕方ないわね」

　姪めいを穏やかな目で見つめる彼女に俺は問いかける。

「どうしてここに？」

「近くに来る用事があったから寄ってみたの。唯奈ちゃんとも、もう一度落ち着いて話し合いたいと思っていたから」

　こちらに回り込んできた恵子さんは、カウンターの席に腰かけた。

「──珈琲コーヒー淹いれますよ」

　俺は入れ替わるようにしてカウンターに入り、手早く珈琲を淹れる。

「ありがとう。ちゃんと代金は払わせてもらうわ。唯奈ちゃんに淹れてもらった時もそうさせてもらったし」

　礼を言った彼女は、メニューを確認して代金ぴったりの小銭をテーブルに置いた。

「律儀なんですね」

「経営が順調とは言え、あまり余裕はないでしょう。珈琲コーヒー一杯も安くないはず」

　その言葉で彼女が店の状況について把握していることが分かった。唯ゆい奈なが帳簿を見せたのかもしれない。

　しばし無言で珈琲を淹いれるのに集中し、彼女の前に出す。

「どうぞ」

「いただくわ」

　恵けい子こさんはまず香りを愉たのしんでから、珈琲に口をつけた。

「…………私はあまり珈琲の味の違いは分からないのだけど、それでも懐かしいと感じたわ。唯奈ちゃんが淹れてくれたものと同じくね」

「なら、よかったです」

　内心ほっとしながら答える。

　彼女はカップを置くと、俺をじっと見つめた。

「宗そう助すけくんに唯奈ちゃんとこの店のことを任せて本当によかった。実はかなり心配していたんだけど……あなたはちゃんと言った通りの役割を果たしてくれた」

「ちょっ──恵子さん！」

　俺は声を抑えつつも、鋭く彼女の言葉を遮る。

　寝ているとは言え、近くに唯奈ちゃんがいるのだ。俺の役割について聞かれたら、色々と台無しになってしまう。

「心配ないわ。唯奈ちゃんにはもう全て話したから」

「え？」

　ぞくりと背筋に悪寒が走る。

　俺の知らないところで、取り返しのつかないことが起きた予感。

「宗助くんには本当に感謝してる。葬儀の時に急いで結論を出していたら、唯奈ちゃんの将来の可能性を一つ潰してしまうところだった」

「……何の、話ですか？」

　心を落ち着けながら聞き返す。

「水泳のことよ。恥ずかしながら、私は唯奈ちゃんが全国レベルの水泳選手だったことを知らなかった。けれど今日、部活の話を詳しく聞いて他の道も検討すべきだと思ったわ」

　また珈琲を一口飲んでから、恵子さんは言葉を続けた。

「彼女の中学には特別立派なプール設備があるから、それを目当てに遠方から入学する生徒がいるらしくてね。そのための寮があるようなの。たとえば、そこに入るのも一つの選択肢じゃないかしら？」

「寮……ですか」

　問いかけられた俺は思いがけないことを言われて戸惑う。

「私は唯ゆい奈なちゃんを引き取るつもりでいたけど、実際のところ生まれ故郷を離れて親戚の家で暮らすのはストレスが大きいでしょう。中学生の一人暮らしは心配でも、寮なら安心して任せられる。唯奈ちゃんにも悪い話ではないだろうと勧めてみたの」

　確かに恵けい子こさんに引き取られて転校するよりは、まだ唯奈の負担は少ないだろう。だが……。

「唯奈ちゃんは何て答えましたか？」

　俺が聞き返すと彼女は苦笑を浮かべる。

「喫茶店のことを忘れていると怒られたわ。経営を軌道に乗せて、学業と両立できる環境を作れば、喫茶店を続けていいと約束したはずだって」

「ですよね……」

　その光景は目に浮かぶ。

「ただ──唯奈ちゃん自身にも迷いはあるようだったの。喫茶店を続けるのであれば、宗そう助すけくんが東とう京きように帰った九月以降は人手が足りなくて、部活は辞めざるを得なくなる。それでもいいのかと確認したら、彼女は答えられなかった」

　そう言った後、恵子さんは珈琲コーヒーを置いて俺に頭を下げた。

「だから……ごめんなさい。説得するのであればここしかないと思って、宗助くんも私と同じ思いであることを明かさせてもらったわ」

「っ──」

　何を勝手なことをと怒りが湧き上がる。

　けれど憤りを言葉にする直前で、俺は自分が安あん堵どしていることにも気が付いた。

　波立つ感情はすぐに収まらなかったが、無理やりに呑のみ込こんだ。

「……すみません。それはたぶん、俺が自分でやらなきゃいけないことでした」

　そして怒鳴るのではなく謝る。

　唯奈ちゃんの将来を思えば、無理に喫茶店を継ぐべきではないだろう。でも彼女の頑張りを見ていると応援したくなったのも確かだ。本気で支えたいと思ってしまったからこそ、説得はできず、ただ状況を整えて唯奈の選択を見守ることしかできなかった。

「そう言ってくれるのね……ありがとう。実を言うと唯奈ちゃんは私の話を聞いて、宗助くんは喫茶店を続けるチャンスを自分にくれるために嘘うそを吐ついたんだと反論してきたの。私もその可能性はあるかもしれないと考えたわ。だけど杞き憂ゆうだったみたい」

　礼を言われるが、胸の内側からは苦いものが滲にじむ。

　唯奈はまだ俺を信頼している。それがとても──痛かった。

　けれどここまで来たなら、もう逃げるわけにはいかない。

　俺は唯ゆい奈なちゃんを助けるために全力を尽くさねばならないから。

　玲れ美みさんから頼まれたからじゃない。唯奈自身と交わした約束があるから。

「じゃあ、今度は俺が説得してみます」

　覚悟を決めて告げる。

「ええ、お願いするわ」

　頷うなずいた彼女はカウンターの席から降りる。

「もしそれでもダメだった時は……唯奈ちゃんの覚悟を認めるしかないのかも。ただ──やっぱりそれが彼女のためになるとは思えないけど」

　俺も同じ気持ちだろうと視線で訴えかけてきた彼女は、入り口近くのテーブルに置かれていた鞄かばんを手に取った。

「帰るんですか？」

「一度会社に戻らないといけないの。ここへは本当に仕事の途中に立ち寄った感じだし」

　そう言うと彼女は出口に向かう。

「じゃあ──結論が見えたらなるべく早めに連絡をお願いするわ。どうなるにせよ、色々と手続きは多いから」

　最後に苦笑いを残して、恵けい子こさんは店を出て行った。

　残された俺は窓際の席で突っ伏している唯奈を見る。

　どうやらまだ眠っているようだ。

　話を聞かれなかったことにホッとするが、結局これから自分で話さなければならないことに変わりはない。

　俺はラップのかけられたオムライスをレンジで少し温めてから、唯奈の華きや奢しやな背中に手を添えて、優しくゆすった。

「ん……」

　すると唯奈は小さく呻うめき、もぞもぞと顔をこちらに向ける。

　寝ぼけ顔でもその表情は愛らしい。ただ、それは玲美さんに似ているからというわけではなく、彼女自身が魅力的な女性に育ちつつあるからだ。

　墓参りである程度心の整理ができたからか、今はそう思うことができた。

「宗そうにぃ……？」

　薄うつすらと瞼まぶたを開けた彼女は俺の名前を呼ぶ。

「さっき帰ってきたんだ。待たせてごめん。夜ごはん、作ってくれてありがとう」

「あ……う、ううん、あたしが勝手に作って待ってただけだし……」

　ごしごしと腕で目を擦こすり、湯気の立つオムライスを見る唯奈。

「あっためてくれたの？」

「ああ、また冷めないうちに食べよう」

「……うん」

　唯ゆい奈なは頷うなずいてスプーンを手に取り、オムライスを食べ始めた。

　だがしばらくしてハッとした様子で店内を見回す。

「あれ──そういえば恵けい子こ伯母さんは？　部活から帰ってきたら店の前で待ってて、色々話をしたんだけど……」

「もう帰ったよ。俺も色々な話をした」

「……どんな？」

　窺うかがうように俺を見ながら唯奈は問いかけてくる。

「唯奈ちゃんが水泳で全国レベルなのを知って、寮に入るのを勧めたこととか──あとは俺が恵子さんと同じ考えだって伝えたとか……かな」

　ぴたりと唯奈の手が止まった。

「あれ──嘘うそだよね？　あたしのために恵子伯母さんを丸め込んでくれたんでしょ？」

　恵子さんの言葉通り、唯奈はあくまで俺を信じてくれているようだ。

「そうだな……嘘は吐ついたかもしれない。そもそも恵子さんと意見が全く同じなら、唯奈ちゃんの頼みを聞く理由もないし」

「じゃあ──」

　顔を輝かせる唯奈。

　固めたはずの決意が揺らぐ。このまま彼女の期待通りの自分でいたい気持ちが膨らむ。

　俺が説得しなくても、選択の時は訪れる。

　喫茶店か水泳か、どちらかを選ばなければいけない状況は既に整えられた。

　ここで俺が意見したところで、実際どれだけの効果があるかは分からない。

　無駄に嫌われて、失望されるだけかもしれない。

　逆に誤ご魔ま化かしてしまえば、結果がどうなろうと唯奈ちゃんからの信頼は維持できる。恵子さんにも俺は精一杯やったと言えばいいだけ。

　どちらにもいい顔をするなんて、とても簡単なこと。

　どんな女性にも笑顔を振りまくのがホストなのだから。

　今回も笑顔を作って、彼女を安心させて、俺は君の味方だと言うだけでいい。

　まだ中学生で初う心ぶな彼女は、きっとコロリと騙だまされてくれる。ただ……。

　──くそったれだ。そんなことをする奴やつは。

　この町に来てからは、ホストのような振る舞いは必要な時にしかしないようにしていたが、実際のところずっと仮面を被かぶっていたのだろう。

　唯奈にとって理想的な俺であろうとしていた。

　何な故ぜなら、その方が楽だから。リスクが少ないから。

　本音で接してもリターンなどない。

　だけど俺はそんな考えでしか動けなくなっていた自分に嫌気が差して、唯ゆい奈なとの約束を口実に一歩を踏み出した。

　俺はホストクラブの客や大学の講師に拒絶感を覚えていたけれど、彼らを騙だましたのは俺自身。

　本当に失望し、嫌悪した対象は、そんな間ま宮みや宗そう助すけ。

　やっと玲れ美みさんのことにも向き合えたのだ。

　ここでまた嘘うそを吐ついたら、全部台無しにしてしまう。

　──少しはカッコよくなれよ、俺。

　心の中で自分を叱しつ咤たし、意志の力を総動員して首を横に振る。

「ごめんね、唯奈ちゃん」

「……何で、謝るの？」

　途端に唯奈は表情を曇らせる。

「俺は最初、唯奈ちゃんが喫茶店を継ぐことは無む茶ちやだと思ってた。無理をして店を続けても、唯奈ちゃんのためにはならないだろう──って」

　染みついた習性に逆らうようにして言葉を紡ぐ。

「そんな……だったらどうして……」

　声を震わせる唯奈。

「いきなり夢を取り上げるのも違うって感じたから。俺にもさ、デザイナーになりたいって夢があって……親に反対されたぐらいじゃ諦められなかった。実際に挑戦して、身の程を知らないと──夢からは醒さめられないんだ」

　俺は心が軋きしむのを感じながら言う。

「もしかして、宗そうにぃは……」

　彼女が悲しそうな顔をするのを見て、俺は頷うなずく。

　ゼミを全てサボると連絡した時点で、デザイン事務所への内定は消えたも同然。

　夢に届いたはずなのに、俺はそれを手放した。もう夢じゃなくなっていたから、捨てることができた。

「唯奈ちゃんにも夢に挑戦する機会と時間が必要だと俺は思った。喫茶店を続けていく上での問題とか、代わりに諦めなきゃいけなくなるものとか──そんな現実を受け止めて、夢と向き合ってほしかったんだ」

　そして俺は彼女に苦笑を向けた。

「それが、唯奈ちゃんを〝助ける〟ことになるって思ったんだよ」

「なら──やっぱり裏切ってないじゃん」

　困惑する唯奈。

「いや、俺は唯ゆい奈なちゃんがどこかで挫折するだろうと思ってたんだぞ？　だから最終的な立場が恵けい子こさんと近かったのは確かだ」

「う……だ、だったら……宗そうにぃも、あたしに喫茶店を諦めて、寮に入れって言うつもり？」

　そう言う彼女の瞳には怯おびえの色が見え隠れしている。

　唯一の味方だった俺が敵に回るかもしれないのだから、不安になるのも当然だ。

「──そうだな。悪くない案だとは思ってる。恵子さんには唯奈ちゃんを説得するって約束もした」

「そんな……」

「たださ、俺のしたい説得は……何ていうか、恵子さんの案をそのまま呑のめってことでもなくてさ……」

　どのように表現すればいいのか、頭を掻かきながら言う。

　本音で語ろうとすると、いつものように上う手まく言葉が出て来ない。

「え？　ど、どういうこと？」

　唯奈が訝いぶかしげな反応をするのも当然。

　俺は必死で頭を回転させつつ、たどたどしく話を続ける。

「えっと、その……だってあの案がベストだとは限らないだろ？　それに……俺はもうこの喫茶店を続けてくことが、唯奈ちゃんの〝不幸〟だとは思ってないっていうか……」

　彼女はこの喫茶店を継ぐために本当に頑張っていた。これまでの経営方針に拘こだわらないで現実的な判断をしたり、俺のアドバイスも聞いてくれた。夏以降も続けられる算段も付いたし、もう無む茶ちやだやめろとは口が裂けても言えない。

　彼女は俺みたいに弱くはなかった。彼女の夢は現実を前にしても砕けなかった。

「宗にぃ……」

　唯奈の瞳に微かすかな光が灯ともる。

「こんなことを言うのは無責任かもだけど……俺としては、唯奈ちゃんが後悔しなければいいというか……いや、ちょっと違うな。俺が見たいんだ。唯奈ちゃんが笑っている姿を。最終的にそうなるなら、たぶん、それでいい」

　自分の中でも気持ちと考えを整理しつつ、それを言葉にする。

　口にして初めて、これが自分の心に堆積していた想おもいなのだと悟った。

「あたしが、笑ってる姿……」

　手にしたスプーンを見つめながら、唯奈は考え込む。

「ああ、それがどんなに難しい方法でも、俺は応援するよ。唯奈ちゃんを助けるって、約束したからな」

　ようやく形にできた。

　上っ面が厚すぎて何が自分の本音か分からなくなっていたけれど、これが俺のしたかったことなのだ。

「────」

　唯ゆい奈なは小さく息を呑のみ、ぐっとスプーンを握る手に力を込めると、俺にこう言った。

「宗そうにぃ、ご飯を食べ終わったら海に行かない？」

「夜にか？　泳いだりしないならいいけど」

　夜の海で泳ぐのは本当に危険なので即答は躊躇ためらう。

「大丈夫。砂浜でちょっとしたいことがあるだけだし」

「それなら──まあ、オーケーだ」

「ありがと」

　何か強い決意のようなものを彼女の声から感じた。

　そこからは黙々とオムライスを平らげ、海へ行く準備をするために一度自室へ戻る。

「宗にぃ、泳がないけど少し濡ぬれるかもだから、水着は持ってきてね！」

　扉の向こうから聞こえる唯奈の声。

「りょーかい！」

　大きな声で返事をする。

　砂浜で遊ぶつもりなら、確かに水着は着た方がいいかもしれない。

　小さな手提げ袋に水着とタオルを入れて準備完了。

　先に一階へ降りて待っていると、十分ほどして唯奈ちゃんがやってくる。

「待たせてごめんね」

「いや、別にいいよ」

　今朝も似たような会話をしたなと思い出す。

　二人で喫茶店を出ると、夏の虫のさざめきが辺りに満ちていた。

　月は見えないが、星が眩まぶしくて夜の闇は薄い。

　他に誰もいない道を唯奈と二人で歩いていく。

「海の家は閉まってるし、健けん吾ごさんのとこ寄ってこうよ。帰りに温泉も入れるしさ」

「ビーチホテルの温泉か──そういえば昔はシャワー代わりに使ってたな」

　唯奈の提案に俺は頷うなずく。

　健吾のビーチホテルには温泉設備もあり、そちらは宿泊客でなくても有料で利用可能。温泉側からも直接砂浜に出られるようになっているので、脱衣所で水着に着替えて海水浴をしてから、戻ってきて温泉に入るという楽しみ方ができるのだ。

「あの温泉、前は子供はタダで入れたって本当？」

　唯奈の問いを聞いて苦笑する。

「ああ。俺が小四の時までかな。でも健吾が調子に乗って、集めた子供を引き連れて温泉に雪な崩だれ込こむのが続いてさ。宿泊客から苦情が出て、子供も有料になったんだ」

「えー、じゃあ宗そうにぃたちのせいじゃん。タダなら毎日入りに行ったのにー」

　頬ほおを膨らませて文句を言う唯ゆい奈な。

「はは、それは悪かった。健けん吾ごも当時はかなり反省してたよ」

　そんな会話をしながら国道まで下り、向かいにあるビーチホテルに入る。

　もう夜のためかエントランスの電気は消されており、フロントに健吾の姿もない。

　だがフロントのベルを鳴らすと、奥からのそりと健吾が現れた。

「お、宗そう助すけに──唯奈ちゃんじゃないか」

　俺たちの姿を見た健吾は、少し驚いた様子だ。

「ちょっと夜の海に行こうって話になってさ」

　俺の言葉を聞いた彼は得心した表情になる。

「ああ、それでうちの温泉と更衣室を使いたいってことか。いいぜ、入浴料は一人五百円な」

「了解」

　頷うなずいて二人分の料金を払おうとするが、唯奈は俺の腕を掴つかんで止めた。

「あ、待って！　健吾さん、貸切の家族風呂って、今から予約できる？」

　それを聞いて俺は眉を寄せる。

「家族風呂？　そんなのあるのか？」

　五年前にはなかった設備だ。

　健吾は予約帳らしきものを開いて時間を確認している。

「何年か前、色々リフォームした時に作ったんだ。予約は……一時間後なら空いてるが、宗助と二人で使うのか？」

　どうしたものかと悩んでいるような顔で健吾は俺と唯奈を見た。

「うん」

　きっぱりと頷く唯奈。

「いや……唯奈ちゃん、それはまずいと思うぞ」

　だが俺は状況を想像して唯奈を止めようとする。

　以前、一緒にお風呂に入るつもりなのかと俺が勘違いした時は、真まっ赤かになって否定していたのに、いきなりそんなことを提案する意図が分からない。

　すると唯奈は心配ないと胸を張る。

「大丈夫。水着を着たまま入るから。それなら一緒に海やプールで遊ぶのと変わらないじゃん」

　それを聞いて健吾が安あん堵どの息を吐いた。

「そういうことなら問題ないか。悪わりぃな、親戚同士でも片方が未成年だと色々気を遣うんだよ。責任者めんどくせー」

　愚痴りながら彼は予約帳に俺たちの名前を書き込んだ。

　そうして俺と唯ゆい奈なは、温泉の脱衣所で水着に着替えて、海へ続く通路の前で待ち合わせる。

　日が沈んでも気温は高く、水着とサンダルだけの恰かつ好こうでも肌寒さは感じない。

　しばらくすると唯奈が姿を見せた。

「────」

　言葉を失う。

　何となく勝手にスクール水着か競泳用のものだろうと想像していたのだが、彼女が身につけていたのは、水色を基調としたビキニだった。

　布面積の少なさと、露あらわになった白い素肌や小さなおへそ、服の上からでは分からなかった胸の大きさに、心拍数が上昇する。

　女性に対する免疫は仕事でかなり培われたと思っていた。けれど仕事では関わることのない、未成熟な少女の肢体は、視覚からダイレクトに本能を揺さぶってくる。

　今の唯奈をじろじろ眺めてしまっていいのかと、罪悪感に近い感情が湧き上がり、俺は視線を逸そらす。

　けれど唯奈は俺の視線を追うようにして回り込んでくると、上目遣いで俺に問いかけてきた。

「どう……かな？　宗そうにぃ……あたしの水着、似合ってる？」

「ああ──かわ……いや、すごく似合ってるよ」

　いつもなら何の照れもなく褒められたのに、先ほど本音を曝さらけ出したせいか、素直に可愛かわいいと言うことができなかった。

「ホント!?　やったっ……これね、去年理り香かに薦められて買ったやつなんだ。でも大胆すぎて着れなくて……今なら夜で暗いし、宗にぃ以外には見られないかなって」

　飛び跳ねて喜ぶ唯奈は、恥ずかしそうに水着の紐ひもを指で弄いじる。

「あと──去年のだからちょっと小さくてさ。特に胸の辺りが苦しくて」

　そう言われるとついそこを見てしまう。

　確かに胸の大きさに対して布が足りておらず、横も下も柔らかそうな丸い輪郭がはみ出ていた。

「そ、宗にぃ、あんま見ないで……」

　俺の視線に気付いて、唯奈は両腕で胸を隠す。

「──すまん。恥ずかしいなら他の客が来る前に外へ出よう」

　俺は謝ってから彼女を外へ促した。

　夜の闇の中でなら、お互いに少しは気持ちが楽になるだろう。

「うん」

　頷うなずいた唯ゆい奈なは自然な動作で俺の手を握り、強く引っ張って歩き出す。

　彼女の耳が真まっ赤かになっているのは見ない振りをして、俺は後についていった。

　防風林の間を抜けて砂浜に出ると、星が煌きらめく夜空と海が目の前に広がる。

　さすがにこの時間なので他に海水浴客の姿はない。昼間は盛況な海の家も閉め切られており、ぽつんと砂浜に黒いシルエットを刻んでいた。

「こっちこっち！」

　唯奈は駆け足で俺を波打ち際まで連れていく。

　そこでパッと俺の手を放した彼女は、その勢いでくるんとバレリーナのように回転してから、笑顔で俺を見る。

「宗そうにぃ、あれしようよ！」

「あれ？」

「ドラマとかアニメでよく見る──何が楽しいか分からないけど、水をかけあってはしゃぐやつ」

「楽しそうって思ってないのにやるのか？」

「もしかすると楽しいのかもしれないじゃん。とにかく一度やってみたいの！」

「──了解」

　俺は苦笑して頷く。

　あまりにベタすぎて、俺もやったことはない。

　お互い水着なので遠慮する必要もないだろう。

「おおー、生なま温ぬるかーい」

　唯奈は前かがみになって寄せてきた波に手を浸す。

　不意討ちで胸の谷間が強調され、数秒フリーズ。

　その間に唯奈が掬すくった水を浴びせかけてきた。

「それーっ！」

　バシャンと顔に水が直撃。

「うわ、しょっぱ」

　海水が少し口に入って、俺は急いでそれを吐き出す。

「あははっ！　ほら、早く宗にぃも」

　そんな俺を見て笑いながら唯奈は促す。

「──覚悟しろよ」

　両手でいっぱいに水を掬い、勢いよく唯奈に向かって放つ。

「きゃあっ!?」

　唯奈は腕でガードするが、頭から水を被かぶってびしょ濡ぬれになる。

「──やるじゃん。もう手加減しないからね」

　手で水を拭った唯ゆい奈なは本気の目になって、再度水を掬すくい上あげようとする。

「望むところだ。それに別にターン制ってわけでもないよな」

　俺は唯奈と合わせるようにして水を掬い、二撃目を放つ。

　お互いの水がぶつかって、細かなしぶきだけが全身に降りかかってきた。

「ふふっ、何これ──ばっかみたい」

　さらに連続して海水を俺にかけながら彼女は笑う。

「ははっ、それにしては楽しそうじゃないか？」

　俺も応じてバシャバシャ水しぶきをお見舞いした。

「だって何か笑えてくるんだもん。宗そうにぃだって笑ってるし」

「確かに、何でだろうな」

　笑いながら頷うなずき、俺たちはしばらく水をかけあった。

「あはははっ！　意味分かんないけど楽しー。やってみないと分かんないもんだねー」

　髪をしっとりと濡ぬらした唯奈は、笑い声を上げながらペタンと波打ち際の砂浜に座り込む。

「そうだな。俺も正直楽しかったよ」

　俺も腰を下ろして同意する。

　水を浴びせた時に唯奈が見せる反応。ちょっと怒ったような顔をして、でもすぐに笑顔になって、次に悪戯いたずらっぽい表情になって──どれだけ見ていても全く飽きない。

　星明かりの下、びしょ濡れで躍動する肢体も見とれてしまうぐらい美しい。けれどそれを魅力的だと感じることに罪悪感もあり、視線の置き所に迷ってしまう。

　ダメだ。ホストとして振る舞っていた自分はどこに行ったのかと思うほど、心が大きく揺れ動く。

「こんな子供っぽいことが楽しいのって、宗にぃが相手だからかも。今──やっと夢が叶かなったし」

「夢？」

　どういうことかと俺は聞き返す。

　すると彼女は自分の胸に手を当てて、絞り出すように言う。

「五年前は恥ずかしくて言えなかった……今もやっぱり恥ずかしいけど……宗にぃが本当の気持ちを打ち明けてくれたから……あたしも、ホントのこと言うね？」

「……分かった」

　俺は頷いて彼女の言葉を待つ。

「あたしが水を克服しようとしたのって、宗にぃと海で一緒に遊ぶためだったんだ。だからさ、宗にぃが相手ならどんなくだらないことでも楽しいんだよ」

　──そう、だったのか。

　玲れ美みさんからは、友達と遊べるようになるためと聞いていたが、その友達が俺のことだったとは。

　確かに俺が成長して活動的になるほどに、家に閉じこもりがちな唯ゆい奈なとは遊ぶ機会が減っていった気がする。

　けれどまさか俺と遊ぶために、辛つらいトラウマを乗り越えようとしてくれたなんて……。

　驚くと同時に、嬉うれしいとも感じる。それに……。

「その理屈だと……俺が楽しいのも──」

「何？」

　聞き返されるが、言葉の続きは口に出せなかった。

「い、いや、何でもない」

「そういうの禁止。最後まで言ってよ」

「──言わなくても分かるだろ。何か、口説き文句っぽくなりそうだったから止やめておいたんだ」

　唯奈がやけにしつこいので、発言を躊躇ためらった理由を説明する。

「く、口説き……ってそれじゃあ、あたしが宗そうにぃを口説いたみたいになるじゃん！」

　顔を赤くして唯奈は俺を睨にらんだ。

「あー……それは悪い。でも唯奈ちゃんのは無邪気な感じだったし、まあ……セーフなんじゃないかと」

　気まずくなりながら俺は答える。

「そういうフォローいらないし！　あたしだけなのは不公平だし、宗にぃもちゃんと言ってよ」

「ええー」

「言って」

　やけに唯奈が真剣な顔をするので、逃げられなくなってしまう。

「……口説いているわけじゃないからな？」

　仕方ないと覚悟を決めるが、これだけは念押ししておく。

　どれだけ愛らしく感じても、中学生にアプローチなどしてはいけない。さらに今は保護者代理として関わっている相手なのだ。

「うん、分かってる。あたしは宗にぃが思ったことを聞きたいだけだから」

　唯奈は真面目な表情で頷うなずき、俺の言葉を待つ。

　波音が繰り返し響き、俺たちが座り込んでいる砂を浚さらっていく。

　──何だこの緊張感は。

　確かにこれはもう口説き文句を言うような雰囲気ではない。

　ドクン、ドクンと、自分の心音が耳の奥から聞こえてくる。

　ごくりと唾を呑のみ、彼女と視線を合わせ、俺は先ほど濁した言葉を改めて告げた。




「俺が楽しいのも──相手が唯ゆい奈なちゃんだからかもしれない」




　声にして気付く。

　こんなのは口説くとかそういうレベルじゃない。

　これじゃもう、まるで告白だ。

「……うん」

　小さな声で唯奈が応える。

　その頬ほおは星明かりの下でも分かるほど紅潮しており、潤んだ瞳は俺だけを映していた。

「宗そうにぃ、あたしたち……お揃そろいだね」

「──ああ」

　目を合わせながら頷うなずく。

　何な故ぜだろう、指一本触れていないのに、まるで言葉と視線で互いを愛あい撫ぶしているかのよう。

　空気が甘い。

　こんな甘さは、俺たちの間に本当はあってはいけないものなのに──。

　まるで睨にらめっこのような、視線を外せぬ耐久戦。

　何と戦っているのかはよく分からないが、自分が負けてはいけないことは何となく理解していた。
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　俺は理性で衝動を抑えていたが、たぶん唯奈は何をすればいいのか分からなかったのだろう。

　ついに限界が来た様子で、頭を勢いよく振って立ち上がる。

「宗にぃ！　もう一個、定番のやつやろうよ！」

「定番って？」

　砂を払いながら俺も腰を上げた。

「砂浜で、きゃっきゃ笑いながらの鬼ごっこ！」

「笑わなきゃいけないのか……」

「もちろん！　じゃあ全力であたしを掴つかまえてよね」

　胸を張って唯奈は頷くと、俺に背を向けて走り出す。

「ちょっ──」

　手加減なしの全力疾走だ。

　俺は慌てて追いかけるが、運動部所属の中学生と不摂生なホスト兼大学生では分が悪い。

「あはははっ、宗そうにぃ頑張ってー」

「はあっ、はあっ……ははっ、き、きついって」

　何とか笑顔を作りつつ、夜の中で浮き上がる白い肢体を追いかける。

　砂浜というのが余計に走りづらい。

　俺の様子を見てようやく唯ゆい奈なも少しスピードを緩めてくれたが、追いつきかけたところで突然方向転換する。

「宗にぃ、ごめんね。一つ約束破っちゃう」

　そう言って唯奈が向かうのは、黒く染まる夜の海。

「ま、待て!!」

　これまでとは別の意味で焦り、強い口調で制止した。

　けれど彼女は止まらず、そのまま海へ飛び込んでしまう。

「っ……」

　逡しゆん巡じゆんしている暇はない。

　いくら泳ぎが得意でも夜の海は危険だ。もし何かの拍子で水を飲んでしまって溺れても、見つけて救助するのは限りなく難しくなる。

　俺は彼女が飛び込んだ場所に自分も潜った。まだ浅瀬で水は腰の高さぐらい。

　唯奈はいったいどこまで行ったのかと焦っていたが、潜水した俺のすぐ目の前にぼうっと白い人影が見えた。

　どうやら飛び込んだ場所でそのまま潜り、俺を待っていたらしい。

　──心配させるなよ。

　怒りながらもホッとした俺は一旦水から顔を出し、海底に足をつけて姿勢を整えると、水中で揺らぐ白い影に手を伸ばした。

　だが光の屈折もあって、なかなか彼女の腕を掴つかめない。すると彼女の方から俺の手を掴んできた感覚があった。

「よいしょっと」

　力を込め、唯奈を星空の下へと引っ張り上げる。

　揺らぐ海面を突き破って現れた唯奈は、その勢いのまま俺の腕の中に飛び込んできた。

「な──」

　背中に回される細い腕。

　ぎゅっと密着した柔らかく小柄な肢体。

「……捕まっちゃった」

　唯奈は俺の胸板に額を押し付け、顔を上げないまま呟つぶやいた。

「唯奈ちゃん……」

　ほとんど無意識に空いていた腕を彼女の背中に回そうとしていたことに気付き、寸前で止める。

　唯ゆい奈なが抱き着く形になったのは事故みたいなものだが、これで抱き返してしまったら今の関係を壊してしまうだろう。

　腕の置き所を失った俺は、迷った末に彼女の頭にポンと手を置いた。

　これならばまあ、いつも通りと言えなくもない。

「いくら泳げるようになったからって、今みたいなドッキリは笑えないぞ？」

「ごめん──ちょっとね、今なら上書きできるかなって」

　俺にぴたりとくっついたまま答える唯奈。

「上書き？」

「ちっちゃい頃、あたしが溺れたのって……ホントこんな浅い場所だったんだけど……その時は誰にも気付いてもらえなくて、そのまま気を失っちゃったんだ。その後、運良く砂浜に打ち上げられたから助けてもらえたけど、下手したら死んでたと思う」

「…………」

　俺は黙って彼女の話を聞く。安心させるように後ろ髪を撫なでると、彼女は少しくすぐったそうに体を動かした。

「だからさ、水中から見上げた時の海面ってわりとトラウマの景色なの。克服できたのは宗そうにぃのおかげ」
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「俺の？」

「うん。宗そうにぃはさ、あたしをいつでも助けてくれるって約束したでしょ？」

「ああ」

「……怖い景色を思い出しちゃった時は、宗にぃが助けに来てくれる妄想で乗り切ってたんだ」

　俺の背に回された彼女の腕に力が籠る。

「でも……今は宗にぃがここにいる。だから──見たくなっちゃった。海の底に沈んだあたしに手を伸ばして……引き上げてくれる宗にぃをさ」

「それであえてトラウマな状況を再現して──上書き、か」

　トラウマの上書き。そんな理由なら怒るに怒れない。

「そう……別に今は溺れてるわけじゃなかったけど。宗にぃの手を掴つかんだ時、すっごく安心して──海から顔を出した瞬間に見た宗にぃの顔は、その……」

　そこで彼女は何な故ぜか言葉を切る。

「何だ？　変な顔をしてたか？」

　必死だったからなと思うが、唯ゆい奈なは首を横に振り、そこでようやく顔を上げた。

「ううん……逆。すごく……カッコよかった、よ」

　顔を真まっ赤かにし、震える声で彼女は言う。

「っ──」

　その表情にガツンと脳髄を殴りつけられたかのような衝撃を覚える。

　あまりにストレートな褒め言葉に顔が熱くなった。

　先ほどとは反対に、俺の方が目を合わせていられなくなって、星空を仰ぐ。

「……それは光栄だ」

　何とか言葉を返すと、微かすかな笑い声が聞こえてくる。

「ふふっ、自信持っていいよ。妄想の王子様が──本物になっちゃった」

　──王子様？

　そこが少し気になったが、言葉の後半は半分独り言のようだったので触れないでおくことにする。

「で……砂浜でしたいことっていうのは、これで全部か？」

「うーん……まあ一応」

　しかし唯奈の返事ははっきりとしない。

「もしまだならいくらでも付き合うよ」

　ようやく少し心が落ち着いたので、唯奈の方に視線を戻して言う。

　こちらを見上げる唯奈の瞳は、星の光を映して煌きらめている。

「ううん、もう大丈夫。目標はたぶん……達成できた気がするし」

　そこで唯ゆい奈なは照れたようにはにかむ。

「目標？」

「それは秘密」

　唯奈はそっと名残惜しそうに体を離し、言葉を続けた。

「水は生なま温ぬるいけど、風に当たると冷えてくるね。温泉であったまって帰ろっか」

　確かに唯奈と密着している間は熱く感じるほどだったが、離れた途端に肌寒くなる。

「──そうだな。風邪とか引いたら一大事だ」

　喫茶店も水泳の大会も、唯奈ちゃんにとっては非常に大事な時期。

　体調には十分気を遣わなくては。

「行こ」

　唯奈は俺の指先を遠慮がちに握り、引っ張るのではなく促すように揺らす。

「…………ああ」

　返事が遅れたのは、心臓が跳ねたことに自分で驚いたから。

　これまでも唯奈の表情や仕草にドキリとしたことはある。でもそれは玲れ美みさんの面影を重ねてしまっていたことが理由。

　だから唯奈ちゃんは唯奈ちゃんだと意識すれば、そういう機会は減ると思っていた。

　でも、これはむしろ──。

　考えてはいけないと頭を振る。

　それは俺の立場で抱いてはいけない感情だ。

　けれど、その感情に蓋をしてもなお残る想おもいがある。

　俺と並んで歩く、小柄な少女。

　──この子には誰よりも幸せになってほしい。

　それが俺の中にある、一番の想いだった。
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「はぅ～……」

　熱いお湯に肩まで浸つかると、あたしの口から気の抜けたような声が漏れる。

　ちょっと恥ずかしくなって隣を見るが、宗そうにぃも同じく深い吐息を零こぼす。

「はぁ……いい湯だな」

「うん」

　やはりこれは生理現象のようなものなのだと、あたしは安あん堵どして空を見上げた。

　四人ぐらいで入ったらいっぱいになりそうな湯舟の上には天井がなく、星空が見えている。

　風情のある木製の壁で仕切られた家族風呂は、前にお母さんと一緒に来た時より狭く思えた。

　たぶん一昨年おととしぐらいだろうか。少しの間にあたしも成長したのだろう。あの時はお父さんも一緒に来たがってたけど、さすがにもう無理だと却下した。まあでも、今にしてみると家族全員で入ってもよかった気がする。

「……知ってる？　ここのお湯、しょっぱいんだよ？」

　隣にいる彼の方は見ずに言う。

　というか見れない。

　もちろんお互い水着は着たままで、状況的には波打ち際で抱き着いた時の方がずっとアレなのだけれど、顔が熱くて仕方ない。

　お湯が熱いせいだと言い訳できるのが、唯一の救いだ。

「ああ、知ってるよ。やっぱり海の近くだからかな」

「かもねー」

　あたしも泉質とかまで詳しいわけではなく、相あい槌づちで会話が途切れてしまう。

　どくんどくんと自分の心臓の音がうるさい。

　──頑張ってみたけど、上う手まくいきすぎちゃったかも。

　まさか自分がこんな状態になるとは予想外。

　波打ち際で水をかけあって、追いかけっこをしたのは、ドラマやアニメで見た恋人の真ま似ね事ごと。

　ダメで元々のつもりだった。

　もしも宗そうにぃに〝恋〟ができたら、無む茶ちやだと分かってるお願いも口に出せるかもしれないと思って、それっぽいことを試しただけ。

　そしたら──楽しかった。

　宗にぃがあたしのすぐ傍そばにいて、あたしだけを見てくれていることが嬉うれしかった。

　何をするかなんて関係ない。相手が宗にぃだからこんなにドキドキするのだと気付いた。

　だから〝妄想の王子様〟も本物にできるかもと思って、ちょっと無茶もしてしまった。

　あの時、宗にぃに引っ張り上げられて、逞たくましい腕の中に飛び込んだ時──あたしの曖あい昧まいな妄想は吹き飛んだ。

　宗にぃの肌や筋肉の感触とか、汗の匂いとか、手を握り返された時の力強さとか、圧倒的な情報量であたしの王子様は上書きされた。

　そして顔を上げて、宗にぃと目が合った時に分かった。

　これが、たぶん人を好きになるってことなんだと。

　でも……でもでもでもでも！

　──こうなるなんて思わないじゃない！

　胸の中であたしは叫ぶ。

「唯ゆい奈なちゃん？」

　声には出さなかったが、知らずに拳を握ってしまっていて、宗そうにぃに訝いぶかしげな顔をされてしまう。

「え？　あ、何でもない何でもない！」

　慌てて手を振り、口元までお湯に浸つかる。

　ただ問題はこの温泉が透明な泉質であること。

　あたしのまだ大人になれていない中途半端なカラダが、宗にぃの視線に晒さらされている。

　沙さ夜やさんみたいにスタイルが良くないから、恥ずかしくて、比較されないかと心配になる。

　そして同時に名前を呼ばれたというだけで、心は弾み、耳まで熱くなっていた。

　恋がこんなものだなんてあたしは知らなかった。

　宗にぃを本当に好きになればワガママを言えるかもと考えていた自分は、なんて見当違いだったのか。

　言えるわけない。

　宗にぃには東とう京きようの生活がある。夏が終われば大学も始まるはずだ。

　あたしは宗にぃを誰にも渡したくない。ずっと傍そばにいてほしいと前から思ってる。

　でも本当に好きになったら──それ以上に、宗にぃのことが大切になってしまった。

　宗にぃには、自分の夢を叶かなえてほしい。デザイナーの夢は諦めたみたいな口ぶりだったけど、大変な時期なら自分のために時間を使ってほしい。

　喫茶店も水泳も、あたしの夢で大切なものだけど、それと比べられないぐらい宗にぃのことを応援したい。

　だから──あたしの夢のために、宗にぃの何かを犠牲にしてほしいなんて、そんなお願いができるはずもなかった。

　──熱い。

　体も頭も沸騰しそう。

　口元まで浸かっていると本当にすぐのぼせそうだったので姿勢を変える。するとお湯の中で宗にぃと手が触れた。

　びくりと宗にぃも少し驚いたことが分かる。

　──これぐらいのワガママなら、いいよね。

　あたしは勇気を出して、宗にぃの手に自分の手を重ねた。

　宗にぃは何も言わず手の向きを変え、あたしの手を握ってくれる。

　これで十分。

　嬉うれしくなったあたしは、宗にぃに微笑ほほえんだ。









第五章　二人の道
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　全国中学校水泳競技大会。

　それに出場するための関門の一つである県予選は、設備の整った唯ゆい奈なたちの学校で行われるらしい。

　予選については、店を臨時休業にしてまで応援に来なくていいと唯奈は言った。自分が休んでも、俺と陽ひ菜な実みで店を回して欲しいというのが彼女の要望。

　だが今日は偶然定休日と日程が重なったので、こうして足を運ぶことにしたのだが──。

「勝手に入って通報とかされないだろうな……」

　喫茶アザレアから徒歩二十分。町の高台にある七なな登と中学校の校門前で俺は呟つぶやく。

　大会の日だからなのか、校門は大きく開け放たれているが、不用心なことに見張りの教師や警備員の姿もない。

「大丈夫よ。都会はどうだか知らないけど、田舎は大体顔見知りだしそんなピリピリしてないわ。それに保護者の応援は可だって唯奈ちゃんから聞いたんでしょう？」

　呆あきれた様子で言うのは、俺の同行者である柊ひいらぎ沙さ夜や。

「それはそうだが、俺はまだ新参者で町の人に顔を覚えられてないだろうし……」

「相変わらず変なところで肝が小さいのね。確かに見知らぬ男一人は警戒されるかもだけど、私が一緒なら平気でしょ。というかそのために私を誘ったんじゃないの？」

　呆れた様子の沙夜を上から下まで眺めて、俺は納得する。

「……ああ、そうだった。こんな美人が横にいれば、誰も他に目移りするなんて思わないよな」

「ホストが漏れ出てるわよ、馬鹿」

　デコピンで俺の額を軽く弾はじき、沙夜は学校に入って行く。

　俺も急いで後を追った。

　沙夜は俺がホストらしい言動をしても全く動じずにツッコんでくれるので、つい気持ちが緩んでしまう。

　厚い上っ面も、見透かされてしまうのであれば素顔と同じ。

　仲直りして友達同士の関係からやり直してから、沙夜とは自然体で接することができていた。

　当然ながら沙夜もこの中学の出身で、勝手知ったる様子でグラウンドを横断し、最短距離で体育館と並び建つ屋内プール施設に辿たどり着つく。

　そこにはちゃんと受付が設置されており、俺たちは名前を記入して中へ入った。

　途端に感じる塩素の匂い。

　誘導の張り紙に従って二階へ上がり、少し重いガラス戸を開ければ、そこはプールを見下ろせる観覧席。

　湿度の高い屋内には、水音と選手たちの声が反響している。

「思ってた以上に立派だな……ここ、公立だろ」

　聞いてはいたが観覧席まである屋内プールを目にして、俺は驚きの声を漏らした。

「私と宗そう助すけが初めて出会った年にさ、オリンピックがやってたでしょ？」

　そう言いながら沙さ夜やは一番プールが見やすい最前列の席に座る。

「ああ、沙夜はそれに影響を受けて泳いでたんだよな」

　俺は頷うなずき、彼女の隣に腰を下ろした。

　プールサイドには各学校の生徒が集まっているが、唯ゆい奈なの姿はまだ見当たらない。

「まあ私には唯奈ちゃんみたいな才能はなかったんだけど……それはおいておいて、そのオリンピックにはこの七なな登と中学水泳部のエースが出場していたの。それで見事メダルを取ったわけ」

「中学生でか……すごいな」

　当時はさほどスポーツに興味はなかったので、俺は全く覚えていない。

「ええ──元々ここの水泳部は超強豪で実績もすごかったし、県が本気になって大量の補助金を投入して、こんな本格的な施設になったそうよ」

　そこで沙夜は意味ありげな表情で俺を見た。

「メダリストを輩出したのも初めてじゃなくてね、二十年ぐらい前にも一人いたらしいわ」

「ずいぶん詳しいな」

「この手の話は、ちょっとした集まりに行けば勝手に耳に入ってくるのよ。でもその様子じゃ、宗助には心当たりがないみたいね」

　沙夜の言葉に俺は眉を寄せる。

「心当たり？　どういう意味だ？」

　まるで俺に関係のある人物を語っているように思えるが……。

「まあ……仕方ないか。海にトラウマのある唯奈ちゃんの前で、水泳の話とかしにくかったでしょうし」

　続く沙夜の呟つぶやきで、ようやく俺にも話が見えてくる。

「もしかして──」

　俺の反応を見て沙夜は頷いた。

「ここの水泳部初のメダリストの名前は、神かみ川かわ玲れ美み。当時も寮はあったんだけど、部活のためっていうより事情のある子供を預かる側面が強かったらしくて……彼女もそうした子だったみたい。遠くの街から一人でやってきて、寮で三年間過ごしたんだって」

　苗みよう字じは違うが、この流れで無関係なわけがない。

「玲れ美みって……玲美さんのことか？」

　九く谷たに玲美。

　唯ゆい奈なの母親であり、俺の初恋の人。

「うん、神かみ川かわは旧姓」

「……全然知らなかった。叔父さんも玲美さんもこの町の出身じゃないのは聞いてたけど──ここで喫茶店を開いたのは、そういう縁があったからなのか」

　俺はあの人のことを本当に何も知らなかったんだなと思いながら呟つぶやく。

「そこの詳しい事情までは分からないけど、たぶん沙さ夜やさんはこの町に戻ってきたいと思ってくれたんじゃないかしら」

　沙夜の声には温かな色が感じられた。

　東とう京きようへ出るために努力している彼女だが、この町への思い入れも小さくはないらしい。

「気持ちは分かるよ。ここは、本当にいい場所だから」

「……この町で生まれ育った人間からすると、ひたすらに退屈な場所なんだけどね」

　溜ため息いきを吐つく沙夜だったが、声に棘とげはなかった。

　そこでアナウンスが流れ、各学校の選手が指定された場所に集まっていく。

　──あれは理り香かちゃんか。

　その中に見知った顔を見つける。

　そしてそこに、唯奈の姿もあった。

「沙夜、あそこ」

　俺が指差すと沙夜もそちらに顔を向けた。

「──唯奈ちゃん、こうして見ると立派な選手ね」

　しみじみと沙夜が呟く。

　競泳用の水着を身に着け、水泳キャップを被かぶった唯奈の姿は、小柄ではあっても凛りんと力強く見えた。

「ああ。そういえば唯奈ちゃんは……玲美さんのことを知ってるのかな」

　それが気になって沙夜に問いかける。

「さあ、私でも知ってるぐらいだから誰かから聞いてるんじゃないかしら。同じ学校の水泳部なんだし」

「……そりゃそうか」

　当然かと俺は相あい槌づちを打つ。

　ならばきっと、唯奈は理解している。

　水泳の才能が、玲美さんから受け継がれたものであることを。

　だったら喫茶店と同じだ。

　どちらも親の遺産。

　片方を選んだら、もう片方を捨てなければならない状況がそもそも間違っている。

　間違っているのに、唯ゆい奈なはその先へ進まねばならない。

　──海で遊んだ後、唯奈ちゃんは結局俺に何も提案やお願いをしなかった。

　あれはきっと、行き詰まった現状を変えるためにしたことだったはずなのに。

　俺の中でも、たぶん唯奈の中でも、確実に〝何か〟が変わったと感じられたのに──。

　現実は何一つ変わらぬまま。

　より良い道など見つからず、唯奈の決断をただ待つことしかできないでいる。

　そこでふと、観覧席を見回していた理り香かと目が合った。

　彼女は隣の唯奈の肩を揺すり、こちらを指差す。

　唯奈も俺と沙さ夜やに気付いたらしく、嬉うれしそうに大きく手を振った。

　俺は笑みを浮かべ、彼女に手を振り返す。

「なあ、沙夜」

　唯奈の方を眺めながら、隣の沙夜に話しかける。

「何？」

「俺──唯奈ちゃんを助けたいんだ」

　彼女に誰より幸せになってほしい。それが夜の海で見つけた俺の願い。

「知ってるわ」

　短い相あい槌づち。

　俺は心を許せる友人に、胸の中で渦巻く言葉を一つずつ整理しながら伝えていく。

「でもさ、これ以上……俺が唯奈ちゃんのために何かをするのは……上う手まく言えないけど、やりすぎというか……間違ってるような気がしてさ」

「そう」

　沙夜は小さく呟つぶやいた後、しばしの沈黙を挟んで口を開く。

「──宗そう助すけは、分をわきまえているのね」

「え？」

　俺は戸惑いながら沙夜の方を見た。

「自分の力をちゃんと見定めて、その範囲でやれるだけのことをやってるってこと。つまりここが限界だって宗助は思ってるのよ」

「限界、か……」

　確かにその言葉は俺の今の状況を言い表すのに、最もふさわしい。

「唯奈ちゃんからしても、宗助が無理をすることは望んでないでしょう。だからきっとあんたの判断は正しいわ」

「…………」

　抱えていた葛藤を肯定されたのに、全く気持ちは晴れなかった。

　そうしているうちに競技が始まる。

　自由形百メートルの一組目に早速登場したのは理り香か。

　彼女がまたこちらを見たので、俺は頑張れと伝わるように手を振った。

　号令に従ってスタート台の上で構え、ブザーと共に選手たちが一斉にプールへ飛び込んだ。

　理香はクロールでぐんぐん後続を引き離していく。

　そして体二つ分ぐらいの差をつけてゴールタッチ。

　一位をゲットした彼女はこちらに向けて得意げにガッツポーズをしてみせた。

「……理香ちゃんすごいな。まだ予選なんだろうけど、とりあえずは余裕で突破か」

　理香は唯ゆい奈なの才能がすごいと力説していたが、彼女自身の実力も相当なものだ。

「いえ、通過者は着順じゃなくて全体でのタイム順で決まるからまだ確定じゃないわ。まあ、あれだけ差をつけたならたぶん通過するとは思うけど」

　沙さ夜やが横から訂正を入れる。

「そうなのか。解説、頼りになるよ」

「部活には入らなかったけど、水泳は好きだったからね」

　勝者に向けてパチパチと手を叩たたきながら、沙夜は答えた。

　それからしばらくして唯奈も登場。

「頑張れーっ！」

　緊張気味の彼女を見て俺は応援の声を上げる。

　その声が届いたのか、唯奈はこちらを見て少し微笑ほほえんだ。

　そしてスタート。

　理香があれだけの大差で勝利したので、唯奈はさらに圧倒的な実力を見せるものとばかり思っていた。

　けれど──唯奈は先頭を泳いではいるが、二位との差は体半分ほどしかない。

「唯奈ちゃん、調子が悪いのか……？」

　心配になって呟つぶやく。

「不調じゃなければ、体力を温存してるのかもね。予選、決勝と二回泳ぐことになるから」

　沙夜はそう意見を述べた。

　──やっぱり練習できなかった期間が響いてるのかもな。

　長く練習を休んだのに一位に着けていることがむしろ驚くべきことなのだろう。

　そのまま唯奈はトップでゴール。けれどレースを終えた唯奈は明らかに肩で息をしており、こちらを見ることなく自分の学校の待機場所へ戻っていった。

　タイムが発表され、唯ゆい奈なはギリギリで予選を通過。

　決勝では唯奈と理り香かが対決することになる。

　二人のレーンは隣同士。

「何位までが次の大会に進めるんだ？」

　スタート台の上に立つ二人を眺めながら沙さ夜やに問う。

「確か三位までだったと思うわ。でも……全国上位を狙うなら、ここで負けてはいられないだろうけど」

「確かにな……」

　スタート前の張りつめた雰囲気。

　もう応援の声を出せる状況ではないので、俺は黙って戦いに挑む少女たちを見守った。

　号令で皆が構える。

　響くブザーの音。

　放たれた矢のように飛び込む選手。

　そのほんの一瞬──誰よりも美しい軌跡を描く唯奈の姿に目を奪われる。

　水しぶきをほとんど立てることなく水中に潜り込んだ唯奈は、浮上した時にはもう大きな差をつけて先頭に立っていた。

　速い。

　腕を回転させるリズムは他と同じなのに、彼女だけがどんどん加速していく。

　二位は理香だが、既に体一つ分は離されていた。

　これが唯奈の泳ぎ。彼女の才能。

　五年前、最初は海に足を浸すことさえ怖がっていた彼女が、水の世界は自分のものだと全力で主張している。

　このプールこそ彼女が最も自由でいられる場所なのだと、一目で分かる光景。

　しかしターンで折り返した直後、唯奈のスピードが鈍る。

　やはりスタミナ面で不安があったのだろう。

　開き続けていた理香との差が、今度は徐々に縮まってきた。

　そして残り二十メートルほどでついに並ばれる。

　きっとこれが、今の唯奈ちゃんの限界。

　十分な練習ができなかったのだから仕方がないこと。

　唯奈ちゃん自身もたぶんそれは分かっている。でも──。

　奥歯を噛かみしめて、拳を握りしめた。

　悔しい。

　このまま唯奈が負けてしまうことが、自分のことのように悔しかった。

「頑張れ──────っ!!」

　もう無理だと頭では分かっていたが、声を張り上げて応援する。

　全力で泳いでいる彼女にその声が聞こえたはずもない。

　けれど抜かれそうになった唯ゆい奈なは、力を振り絞るようにして再び理り香かと並ぶ。

　もう限界なはずなのに。

　彼女は加速して理香と競り合う。

　それはスポーツならよくある場面だったのかもしれない。

　でも俺にとっては、奇跡というものを初めて目にしたかのような感覚だった。

　最後の最後まで唯奈は敗北に抗あらがう。

　ゴールタッチはほぼ同時。

　俺の目にはどちらが勝ったのか分からなかった。

　唯奈と理香も肩で息をしながら不安げな様子で審判のいる方を見る。

　しばらくして順位とタイムが発表された。

　両腕を突き上げ、歓声を上げたのは──理香。

　唯奈は少しの間、呆ぼう然ぜんと屋内プールの天井を見上げた後、笑みを浮かべて理香の元に向かう。

　会場に溢あふれる拍手の音。

　友人を祝福する彼女を見て、俺は一度深呼吸。

　優勝した理香に向けて俺も大きく拍手をした。

　ただ、その間も唯奈のことは目で追ってしまう。

「唯奈ちゃん、頑張ったわね」

　沙さ夜やがぽつりと呟つぶやいた。

「ああ、頑張った」

　俺は頷うなずく。

「今の見てもさ、宗そう助すけは分をわきまえちゃう？」

「え？」

　急な問いかけに戸惑い、聞き返す。

「自分の限界を見極めた上で行動するのは正しいことよ。でも、その限界って本当に限界なのかしら」

　沙夜は俺の目をじっと見つめて言う。

「私は少なくとも、宗助は〝こんなものじゃない〟って思ってるわ」

「沙夜──」

　彼女はもどかしそうな表情で苦笑した。

「やりたいことがあるならやればいいじゃない。たとえやりすぎでも、それを唯奈ちゃんが望まなかったとしても、ここが限界だからって何もしないよりはマシでしょ」

　そう言うと沙さ夜やはプールの方に向き直る。

　俺もそちらに視線を向けると、唯ゆい奈なが仲間たちの輪から離れていくことに気が付いた。

　やはり負けたショックは大きく、しばらく一人になりたいのかもしれない。

「そう……だな。俺も頑張らないとな」

「ええ、頑張って」

　ポンと沙夜に背中を叩たたかれる。

「また私が惚ほれちゃうような、甲か斐い性しようのあるとこ見せてよね」

　そう言って彼女が見せた笑顔は、これまでで一番輝いて見えた。
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　夕方、喫茶アザレア。

　水泳大会で唯奈の出番が終わった後、最後まで見ていくという沙夜と別れて俺は帰宅した。

　窓からは斜陽が射さし込こみ、店内を茜あかね色に染めている。

　俺はカウンターの内側に立ち、グラスを磨きながら彼女の帰りを待っていた。

　今日の夕焼けはやけに鮮やかだ。

　カランコロン。

　響くドアベルの音。

　定休日の札が掛けられているのにドアを開けるのは、関係者だけ。

「おかえり」

　俺は力ない足取りで店内に入ってきた唯奈に声を掛ける。

　セーラー服姿の彼女は肩にかけていたスポーツバッグを下ろし、ぎこちない笑みを浮かべる。

「……ただいま」

　彼女の声には深い疲れが滲にじんでいた。

「座って。珈琲コーヒーを──いや、ミルクたっぷりのカフェオレを淹いれるから」

「…………うん」

　こくんと頷うなずいて唯奈はカウンターの席に座る。

　彼女は珈琲を淹れる技術はあるが、飲むのはあまり好きではない。だから苦くない方がいいだろう。

　俺は手早く準備をし、彼女の前に熱いカフェオレを置く。

「唯奈ちゃん、大会お疲れ様」

「宗そうにぃも……応援に来てくれて、ありがと」

　唯ゆい奈なはカップを持ち上げつつ礼を言う。

　そこから、しばしの静寂。

　唯奈は熱いカフェオレに息を吹きかけて少し冷ましてから、そっとカップに口をつけた。

「…………ふぅ」

　一口飲んでから唯奈はカップをソーサーの上に戻す。

　カツンと陶器が触れあう音が響く。

「あのね、宗そうにぃ……あたし、決めたよ」

「何を？」

　顔を上げた彼女に俺は聞き返した。

「喫茶店か水泳、どっちを選ぶか」

　そう答えた彼女の声には、確かに決意の色が滲にじんでいる。

「……そうか」

　俺はただ頷うなずき、彼女の言葉を待つ。

　唯奈は一呼吸を置いてから口を開いた。

「これまでと一緒。あたしは水泳を諦めてでも喫茶店を続ける」

　きっぱりと彼女は言い切る。

「本当に諦められるのか？」

　俺が訊たずねると、彼女は首を縦に振った。

「うん。最初は試合に勝っても負けても未練が残るって思ってたけど……今日の試合で理り香かに負けて分かったの。悔しがれるだけのことを、あたしはしてない」

　彼女は両手でカップをそっと包み込む。

「今さら、戻っていい場所じゃなかったの。ずっと練習を続けてきた理香が勝ったのは当たり前。あの世界で〝先〟に進むのは理香みたいな子。あたしも──自分で選んだこの場所で頑張り続けるべきなんだって……そう思った」

　既に心の整理はついているのか、彼女の声に迷いは感じられなかった。

　俺は彼女の決意を受け止め、頷く。

「分かった。それが唯奈ちゃんの選択なんだね」

「……ん」

　小さく首を縦に振り、唯奈はカフェオレを一口飲んだ。

　想おもいを吐き出したからか、唯奈の顔にはホッとした色が見える。

　だが、まだ俺の話は終わっていない。

「じゃあ今度は、俺が決めたことを聞いてくれるかい？」

「え？」

　驚いた様子で唯奈は視線を上げた。

「来年の春まで、俺はここで働くよ」

　俺は静かに告げる。

　これが唯ゆい奈なの試合を見て、沙さ夜やに背中を押されて、踏み出した一歩。

　彼女を助けたい、幸せにしたいというのが俺の望み。

　それを実現させるためには、もはやこの方法しかなかった。

「へ……え？　え？　で、でも宗そうにぃは夏休みだから手伝いに来てくれて……休みが終わったら大学が……」

　唯奈は目を丸くし、混乱した呟つぶやきを零こぼす。

「大学は休学する」

　簡潔に答えると唯奈は焦った表情を浮かべて叫ぶ。

「そ、そんなのダメだよ！」

「どうして？」

「だって……そこまで迷惑かけられないし……ううん、あたしが宗にぃにそんな無む茶ちやはしてほしくないの！」

　早口で彼女は言い、首を大きく横に振った。

「別に迷惑でも無茶でもない。実は大学に嫌いな講師がいてさ、来年別のゼミに入り直したいからちょうどいいんだよ」

　俺は優しい口調で唯奈を宥なだめるが、彼女はさらに語気を強める。

「でも、一番の理由はあたしのためなんでしょ!?　それなら──」

「ああ、唯奈ちゃんのためだ。それが悪いか？」

　俺は彼女の言葉を遮って、きっぱりと宣言する。

「え……わ、悪いかって言われても……」

　戸惑う彼女に俺は畳み掛けた。

「俺は唯奈ちゃんが大切にしているこの喫茶店を守りたい。あと今日応援に行って、もっと唯奈ちゃんが泳ぐ姿を──そして今度こそ勝つところを見たくなった。どっちも俺自身の望みだ。唯奈ちゃんがどう思おうと関係ない」

　分をわきまえない行動。親戚として、保護者代理として一線を越えているのは分かっている。

　けれどもうここまで来たなら開き直るしかない。

「え、えぇ……？」

　唯奈は困惑と呆あきれが混じった反応を見せた。

「俺がいれば唯奈ちゃんは今みたいに部活の練習や大会に参加できる。だから俺にとってこの選択は最善だし、後悔はないよ」

「宗にぃ……」

　俺の言葉を聞き、唯ゆい奈なはぐっと唇を噛かむ。

　彼女の瞳に滲にじんだ涙の意味は、まだ俺には読み取れない。

　夕暮れの喫茶店に沈黙が落ちる。

　言うべきことは言ったので、俺は唯奈ちゃんの返答をじっと待ち続けた。

「もし……」

　やがてポツリと唯奈が呟つぶやく。

「もし、そうなっても……喫茶店に出られない日は多くなるし、部活の練習もきっと毎日は参加できない。どっちも中途半端になっちゃうよ……」

「中途半端じゃダメか？」

　問いかけると彼女はぐっと拳を握りしめる。

「だってそのせいで喫茶店が上う手まくいかなくなるかもしれないじゃん。水泳だって理り香かに勝てないままかも……」

「かもしれないな」

「だったら！」

　声を大きくする唯奈の口をそっと人指し指で押さえる。

「っ……」

　顔を真まっ赤かにする唯奈。半ば無意識の行動だったが、今はこれでいい。ホストの自分も含めて、全力で唯奈ちゃんにぶつかるしかない。

「でも俺は信じてる。喫茶店は上手くいくし、唯奈ちゃんはいつか水泳で一番になれる」

　綺き麗れいな彼女の瞳を見つめ、俺の想おもいを告げる。

「────」

　唯奈は微かすかに目を見開く。

　俺はゆっくりと彼女の口から指を離す。

　しばらくして彼女は桜色の唇を動かし、こう答えた。

「今日、自由形の決勝で……宗そうにぃの応援が聞こえたの。頑張れって。そしたらもう限界だって思ってたのに、力が湧いてきた」

　そこで唯奈は強気で明るい笑顔を浮かべてみせる。

「だから、宗にぃがそう言うなら意外と何とかなるかもねっ」

　その瞬間の唯奈はあまりに眩まぶしくて──きっと彼女はどこまでも真まっ直すぐ進んでいけるだろうと、そう確信したのだった。









終章　夏は続く









「い、いらっしゃいませー！」

　まだ緊張気味だが、店の端まで届く元気な声で陽ひ菜な実みが客の来店を告げる。

　オーダーなど決まったことはそつなくこなせるようになったことで、彼女はもう立派な喫茶アザレアの戦力となっていた。

「陽菜実ちゃん、今日も可愛かわいいねー」

　常連の男性はにこにこしながら席に向かう。

　陽菜実はその初々しさがいい方向に作用して、人気者になりつつあった。

「あ、はは……ありがとう、ございます……です」

　けれどそういう褒め言葉に対するアドリブはまだ彼女には難しく、ぎこちない笑みで礼を言っている。

「自信持って、陽菜実さんはホントに可愛いから」

　ここはもう慣れるしかないと思い、意地悪ではあるが後ろから追い打ちをかけておいた。

「へっ!?　あ──間ま宮みやさん、そ、そんな……困ります」

　だが予想していた反応と少し違う。

　困っているというよりは単に恥ずかしがっているという様子で、スカートの端をぎゅっと握っている。

「ちょっとお兄さん、店員を口説いてないでお客の相手してくださいよー」

　するとカウンター席に座っていた理り香かが、不満げに俺を呼んだ。

　いつもは朝か夕方に店の前で話す感じなのだが、今日は部活が休みらしく客として訪れている。

「ごめんごめん、それで何の話だったけ？」

　カウンターの内側に入り、アイスカフェオレを飲んでいる理香の向かいに立つ。

　今はまだランチタイムなので、唯ゆい奈なはキッチンで軽食を作っていた。

「何って例のデートの話ですよー。沙さ夜やさんとはどこまで行ったんですか？　事と次第によっては、私──本気見せますから」

「いや、それは他人に話すことじゃないだろ」

「他人じゃありません。未来の恋人です」

「勝手に決めるな」

　理香の態度があまりに遠慮がないせいで、こちらもツッコミが鋭くなっていく。

「えぇーひどーい。それじゃあせめてこれだけは教えてくださいよ」

「……何だ？」

「ちゅーはしました？」

　俺は深々と嘆息し、思春期真っ盛りの中学生に答える。

「してない」

「なーんだ。じゃあデートなんて名ばかりですねっ」

　がっかりしたような口調だが、満面の笑みで理り香かは言う。

「お前な……ん？」

　ふと後ろに気配を感じて振り向くと、唯ゆい奈ながキッチンから顔を覗のぞかせていた。

「あっ……な、何でもないよ！　理香、ゆっくりしてってね！」

　唯奈は頬ほおを赤くすると逃げるようにキッチンへ戻っていく。

「うん、ゆっくりするー。ということでお兄さん、次の質問です」

「……もう勘弁してくれ」

　客である以上邪険にもできず、俺は肩を落として天井を仰いだ。







　休憩を挟んでカフェオンリーの時間帯になると、健けん吾ごが家族と共にやってきた。

　ちょうど客も少ない時間帯なので唯奈と陽ひ菜な実みは、茜あかねが抱く赤ちゃんに夢中になり、その一挙一動に歓声を上げている。

　妻と息子のいるテーブル席から離れて、俺のいるカウンターに移動してきた健吾は、真面目な顔で問いかけてきた。

「で、沙さ夜やとはどうなったんだよ？」

「……お前もかよ」

　はぁとこれ見よがしに溜ため息いきを吐つく。

「だって気になるだろ。お前らが二人で電車に乗るのを見かけたって、隣のばあさんから聞いたぞ」

「田舎の情報網すげぇな」

　感心というよりは恐怖を覚えるほどだ。

　ただまあ、健吾にならいいだろうと俺は本当のことを語ることにする。

「沙夜は墓参りに連れていってくれたんだよ」

「墓参り？」

「玲れ美みさんの」

「ああー」

「……そこで納得すんのかよ」

　だとしたら健吾も俺が押し隠していた気持ちを見透かしていたということになる。

「まあ、これでも親友だしな」

「何だそれ。気持ちわりーな」

　俺が顔を顰しかめると健けん吾ごは笑う。

「あっはっは、まあ俺は昔から茜あかねと色々あったしな。恋愛で苦労してると、他のやつのそういう気配も何となく分かるもんなのさ」

「色々あったのか」

　テーブル席にいる茜と赤ん坊の幸せそうな姿を見て、意外に思う。

　幼おさな馴な染じみで、ずっと学校も一緒で、高校卒業と同時に結婚して──それだけ聞くと何の障害もない恋愛に思えるが、そうでもなかったらしい。

「あったんだよ。だから宗そう助すけも、これからせいぜい苦労しろよ」

　他ひ人と事ごとのように軽く言い、健吾はブラックコーヒーを美う味まそうに飲む。

「苦労、か……」

　前途多難の未来を予言されたみたいで、気分が重くなる。

　カランコロン。

　するとそこでドアベルが鳴り、沙さ夜やが店に入ってきた。

「あ、いらっしゃいませー！」

　陽ひ菜な実みが慌てた様子で声を上げる。

「おお、噂うわさをすれば」

　健吾はその客を見て目を見開く。

「いらっしゃい」

　俺も彼女──沙夜に笑顔を向けた。

「……いったいどんな噂話をしてたやら」

　健吾の声が聞こえていたらしく、沙夜は呆あきれた笑みを浮かべて窓際の席に歩いていった。

　オーダーは自分が行くと陽菜実に目で合図し、カウンターから出る。

「ご注文は？」

「いつもの」

　沙夜は窓の外に見える青い海を眺めながら答える。

「お客様、ご注文は正確にお願いします」

「……何よ、常連ぶってみただけじゃない。アイスコーヒーでよろしく」

　不満げに少し頬ほおを膨らませる沙夜。

「かしこまりました」

　俺は笑みを浮かべて頷うなずいて戻ろうとするが、沙夜は俺の服の袖を掴つかんで引き留める。

「宗助」

「何だ？」

「ちゃんと頑張れた？」

「……ああ、頑張ったよ」

　俺の答えを聞くと、彼女は手を放す。

「じゃあよかったわ。どうなるか、楽しみにしてる」

「沙さ夜やにも、あとで話すから」

　そう言って仕事に戻る。

　彼女は満足そうに俺の姿を眺めていた。







　夜──クローズ作業を終えて陽ひ菜な実みが退勤すると、店内は急に静かになる。

　唯ゆい奈ながカウンターの席で帳簿を確認しているのを見て、俺は二人分の珈琲コーヒーを淹いれ、彼女の元へと運ぶ。

「お疲れ」

　唯奈の前に珈琲を置き、自分も隣の席に腰を下ろす。

　もちろん彼女にはミルクと砂糖も用意してある。

「あ──宗そうにぃ、ありがと」

　礼を言って笑う唯奈。

「そういえば、今後の予定だけど」

「うん」

　唯奈はカップの取っ手を指でなぞりながら頷うなずく。

「とりあえずさ、春までにもう一人従業員を増やそう。その後、俺は復学していなくなるけど大学を卒業した後は──」

「後は？」

「就職先に困ってたら、ここの面接を受けに来ようかな」

　少し考えて、冗談っぽく答える。

「あははっ、そしたら陽菜実さんが先輩になっちゃうね」

　唯奈も面白そうに笑う。

「まあ実際、未来なんてどうなるか分からないけどな」

「──そうだね」

　彼女が突然多くのものを失なくしたように、未来はあまりに残酷で不確定。

「一年先のことを考えてても仕方ない。今はまずこの夏を全力で乗り切ろう」

「うん……喫茶店も水泳も、手なんて抜けないもんね」

　嬉うれしそうに唯奈は頷く。

　緩やかな時が流れ、やがて彼女のカップが空になる。

「宗そうにぃ、ちょっとこっち来て」

　彼女はカウンターから降りて、俺を手招く。

「ああ」

　何かと思いつつも俺も席を立った。

　唯ゆい奈なが向かったのは奥のテーブル席。

　窓の向こうは真っ暗だが、目を凝らすと月を映して揺らぐ夜の海が見えてくる。

「宗にぃさ、この席に座ったお母さんを絵に描いたことあったよね？」

　思わぬ言葉に心臓が跳ねた。

「──ああ。でもよく覚えてるな。あの時まだ唯奈ちゃんは小さかったし……叔父さんと一緒に出掛けてた気も……」

　当時の記憶を思い出しながら言う。

　絵を描く邪魔にならないようにと、叔父さんが唯奈を連れだしてくれたのだ。

　だからあの時、俺は玲れ美みさんとここで二人きりだった。

「その時のことを覚えてるわけじゃないの。後で話を聞いただけ。お母さんの部屋に絵が飾ってあったから」

「……俺の、絵が？」

　息を呑のむ。そういえば──あの絵は玲美さんにあげた気がする。夏休みの課題として描いたものではあったが、学校に提出するのが気恥ずかしくなったのだ。

「知らなかった？」

「ああ……」

　動揺を隠せないまま頷うなずく。

　玲美さんの部屋には、昔も今年この店で働き始めてからも、一度たりとも立ち入ったことはない。

「すごく綺き麗れいな絵だった。お母さんのことを羨ましいって、あの時初めて思った気がする」

　懐かしむように呟つぶやいた彼女は、真面目な顔で俺を見た。

「宗にぃ……あたしのことも、描いてくれる？」

「え──」

　即答できなかったのは、罪悪感に近い感情が湧いてきたから。

「……だめ？」

　けれど彼女の一押しで心を決める。

「いいよ」

　頷く。

　あの思い出を上書きするわけじゃない。

　これは唯奈と重ねていく日常の一幕。

　今から描く絵は、たぶん玲れ美みさんの絵の隣に飾るべきものだろう。

「あ、でも画材がないな」

　やる気にはなったが、肝心の道具がないことに俺は気付く。

「学校で使ってる大きなスケッチブックがあるから持ってくるね！」

　唯ゆい奈なはそう言って二階に向かおうとする。

「ちょっと待ってくれ。というかよく考えると時間もない。本気でちゃんとしたものを描こうとしたら朝になるぞ」

　俺が慌てて制止すると彼女は笑う。

「別に一度で完成させなくてもいいって。この夏の間に、少しずつ描いていってよ」

「それならまあ……今日はもう夜遅いし、軽く下書きするぐらいで」

「うんっ」

　嬉うれしそうに頷うなずいて彼女は駆けていく。

　しばらく待っているとバタバタと階段を急いで降りてくる音と共に、彼女が画材を手に戻ってきた。

　受け取ったスケッチブックを広げ、鉛筆を持ち、窓際の席に腰かけた唯奈と数メートルの距離を置いて向かい合う。

　まずは描く位置を決め、そこに椅子を置いた。

　座って描き始める。

　唯奈は淡く微笑ほほえみながらそんな俺を見つめている。

　俺も彼女を見つめる。

　観察すればするほど見えてくる。

　玲美さんと違う部分が。

　よく似ているけれど、確かに違う。

　違うけれど──美しい。

　視線が絡み合う。

　彼女の想おもいが伝わってくる。

　描けば描くほど、俺自身の気持ちも浮き彫りになっていく。

　この感情はきっと口にしてはいけないもの。

　成就も、進展も、願いはしない。

　けれどそこに在ることから、目を逸そらすことも、もはやできない。

　そう、俺は──。




　中学生の従妹いとこと、海の見える喫茶店で、人生二度目の恋に落ちた。
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　お久しぶりです、ツカサです。

　今回は『中学生の従妹いとこと、海の見える喫茶店で。』を手に取っていただき、ありがとうございます。

　ＭＦ文庫Ｊ様では約四年ぶり、三冊目の刊行作品となります。

　これまで色々な場所でたくさん小説を書いてきましたが、実を言うとこの作品が初めての「バトル要素（何らかの脅威から逃げるなどを含む）のない」お話になります。

　もしくはＳＦ、ファンタジー要素を含まない──と言いかえてもいいかもしれません。

　それだけに今までの作品の中で一番、自分の中にある引き出しをフル活用した気がします。

　生きてきた中で感じたこと、出会った人、目にした景色、色々な経験、そうしたものを地盤にして物語を積み上げていったという感覚です（もちろんこのお話はフィクションであり、実在の人物・場所とは関係ありませんが）。

　そしてこの物語を書いたことで、特殊能力を持った強い敵がいなくても、私たちは日常の中で色々な現実と戦っているんだなぁと考えたりもしました。

　書いてみて新鮮な──達成感のようなものがあったので、今後はこうしたタイプのお話も書いていけたならと思っています。

　読んでいただいた皆様の中にも、何かしら残るものがあれば嬉うれしいです。

　それでは謝辞を。

　イラストを担当してくださった猫ねこ屋や敷しきぷしお先生。素晴らしいイラストをありがとうございます！

　キャラクターを魅力的に生き生きと描いてくださり、どのシーンも私のイメージ以上に素敵なものになった気がします。

　担当のＯ様。初ジャンルへの挑戦で色々と至らない部分があった私を、適切なアドバイスで導いてくださりありがとうございます。

　Ｏ様のおかげでこの作品は最初に書き上げた時よりもずっと良いものになったと思います。今後ともよろしくお願いします。

　最後に読者の皆様へ、最大級の感謝を。

　それでは、また。





二〇二二年一月　ツカサ







電子書籍特典　書き下ろし短編

『星乃陽菜実のリスタート』





「喫茶アザレア……」

　星乃陽菜実はその喫茶店を遠巻きに眺めながら、小さく言葉を零す。

　そこは祖父に紹介されたバイト先。

　両親を亡くして店を継いだ中学生の女の子と、親戚のお兄さんの二人で店を切り盛りしているのだという。

「ほんとに……できるかな……」

　陽菜実は不安げに呟き、海からの夕日に目を細めた。

　久しぶりにスカートを穿いたものだから、足がスースーして落ち着かない。

　彼女が身に着けているのは高校時代の制服。

　この街に──祖父の家に〝避難〟した時と同じ格好。

　外行きの服はこれだけしかない。

　中退した身で制服など着て、笑われないだろうかと心配になる。

「いい人たちだって、おじいちゃん言ってたけど……」

　それでも怖い。緊張する。

　面接は閉店後。

　少しだけ早く到着してしまったが、もうすぐだ。

　そのまましばらく、近くの電信柱に隠れるようにして喫茶店の様子を窺う。

　お客らしき女性が出て行った後、ウェイターの服を着た青年が現れ、入り口の看板をクローズドに変える。

　閉店時間になったらしい。

　青年は店前の掃除を始めた。

「…………あの人、なんだか……」

　──すごく丁寧。

　陽菜実は青年の動きを見つめる。

　彼は外から窓ガラスを拭く時も、掃き掃除をする時も、とても大切なものを扱うかのように注意を払っているように感じられた。

　いや、本当に大切なのだろう。

　この綺麗な喫茶店のことが。

「…………うん」

　彼が店内に戻った後、陽菜実は電信柱の陰から出て、足を一歩前に踏み出す。

　今もまだ怖いし、緊張は解けていない。

　──あの人がいる場所で……ああやって大切にされている店で……働けたらいいな。

　けれど陽菜実の心に生まれたそんな想いが、彼女の足を前に進めた。

　そうして彼女は喫茶アザレアのドアを開く。

　カランコロンと、彼女の未来が変わる音がした。


















中学生の従妹と、海の見える喫茶店で。
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